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中名Ⅱ遺跡全景 中世前期
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序

当事務所では、平成 7年度から公害防除関連特別土地改良事業に伴

う遺跡の発掘調査を行ってきました。

本書は平成 7・ 8年度に調査 を実施 した婦負郡婦中町清水島Ⅱ遺
跡 。中名 Ⅱ遺跡・持田 I遺跡の発掘調査報告書です。

清水島Ⅱ遺跡からは、中世常近世の集落が見つか りました。集落の

一画には墓域があり、石を積んだ塚状のものが造られていました。

中名 Ⅱ遺跡からは古代の竪穴住居 と中世の集落が検出されていま

す。中世の包含層からは硬玉 (翡翠)の 勾玉が出土 してお り、これは

県内では最大級のものの一つです。また、溝からは祭祀に関わる遺物

として舟形木製品が出土 しています。

持田 I遺跡は中世～近世の集落で、中世の遺構では大型の掘立柱建

物が見つかっています。また、中国製青磁 。白磁などが多 く出土 して

います。

この調査報告が、今後の越中の中世史研究に活用されれば幸いです。

本書をまとめるにあたり、関係機関や団体、また諸氏のご指導をい

ただき厚 く感謝いたします。

平成14年 3月

富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

所長 桃 野 真 晃



例   言
1 本書は富山県婦負郡婦中町清水島地内に所在する清水島Ⅱ遺跡、阿弥大地地内に所在する中名Ⅱ遺跡、
持田地内に所在する持田 I遺跡の発掘調査報告書である。
2 調査は富山農地林務事務所からの委託を受けて、財団法人富山県文化振興財団が行った。
3 本調査の発掘調査期間と本書刊行までの整理期間は下記の通りである。
調査期間   清水島Ⅱ遺跡 平成 7(1995)年 7月 7日 ～10月 23日

中名Ⅱ遺跡  平成 7(1995)年 10月 24日 ～12月 18日
平成 8(1996)年 5月 8日 ～9月 13日

持田 I遺跡  平成 8(1996)年 5月 14日 ～11月 15日
整理期間          平成ll(1999)年 4月 1日 ～平成13(2001)年
4 本書の編集・執筆は、酒井重洋、青山裕子、野口雅美が担当し、執筆分担は文末に記した。
5 遺物の写真撮影は、写房 楠華堂 (代表 内田真紀子)に委託した。
6 自然科学的な分析は、以下の諸機関に委託し、その成果について報文を得た。
植物種子同定   (株 )パリノ・サーヴェイ
金属製品等分析  川鉄テクノリサーチ
漆塗膜分析    漆器文化財科学研究所  (代表 四柳 嘉章)
胎土分析     土器胎土研究会  (代表 三辻 利―)
7 発掘調査中から本書の作成に至るまで、下記の方々から多大な御教示・御協力を得た。記して謝意を
表したい。 (敬称略・五十音順)
宇野隆夫、富山県教育委員会、富山県埋蔵文化財センタ

=、
婦中町教育委員会、山田学
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本書には本文、表及び挿図、自然科学的分析、写真図版を掲載する。
時期別に検出した主な遺構・出土遺物の内容については、章末に一覧を掲載している。
清水島Ⅱ遺跡の時代区分は、中世 。近世に、中名Ⅱ遺跡の時代区分は、古代・中世下層 。中世上層・

近世、持田 I遺跡の時代区分は、中世下層 。中世上層に分けた。
清水島Ⅱ遺跡の遺構全体図は1/100で示し、北から一頁に収まる範囲に分割して掲載した。
本書で示す方位は全て真北である。
挿図の縮尺は次の率を基本とし、各図の下に縮尺率を示す。なお、遺物の写真図版の縮尺は統一して
いない。
遺構 建物 :1/100 溝 :1/40・ 1/200 井戸 :1/40 土坑 :1/40
遺物 土器・陶磁器 :1/3～ 1/6 木製品 :1/1～ 1/24 石製品 :1/2～ 1/6 金属製品 :1/1～ 1/3
遺構の略号は以下の通りである。
SA:柵  SBI建物 SD:溝  SE:井戸 SK:土坑 SP:柱穴 SZ:土娠墓 SX:そ の他
中名Ⅱ遺跡、持田 I遺跡の遺構番号は、調査時に地区毎に付した番号にある一定の数を加えて遺構番
号とした。呑号は遺構の種類にかかわらず連番号とするが、建物・柵にはあらたに番号を付した。各
地区の遺構番号に加算した数値は以下の通りである。
中名Ⅱ遺跡 El地 区 :+1000  E2地区 :加算せず Fl地 区 :+2000
持田 I遺跡 A地区 :加算せず  B地 区 :+2000
遺物は遺跡毎に連番を付す。遺物番号は遺物観察表及び写真図版中の遺物呑号と一致する。
施釉陶器などの釉が掛かる範囲は一点波線で示した。二種類以上の釉が掛かる場合や絵付けがされて
いる場合はトレースの濃淡で示した。
遺物の煤付着部分及び漆器の赤色漆の部分等、
で示す。以下に図示したもの以外については、
遺構の略号は、清水島Ⅱ遺跡が「19S J 2」 、
中名Ⅱ遺跡が「19NM 2-地区名」、持田 I遺
跡が「19MD l― 地区名」で、遺物の注記は
略号を用いた。
遺構一覧及び本文中で用いる遺構についての

用語・数値等は以下の通りとする。
掘立柱建物 :用語は「平城京発掘調査報告Ⅶ」
を参考とし、以下のように定義づける。
①柱間や棟方向に関わらず建物の平面図の長
軸を「桁行」、短軸を「梁行」とし、桁行
(間)X「梁行」(間 )の順に表記する。
②建物の棟方位は、真北からの方位を測る。
③建物面積は長軸に短軸をかけたものである。
④「柱穴」とは柱位置に遺存する穴の総称と
する。
⑤「柱堀方」とは、掘立柱を据え付けるため
の穴のことで、「堀方埋土」とは柱を固定す
るために柱堀方にいれた上のことである。
③「柱根」とは、遺存している柱自体のことであり、「柱痕跡」とは柱堀方の中の柱が立ったまま腐
り消えて、そこに土が流れ込んだもので、ここでは柱根が抜き取られたものも含む。
⑦柱穴の規模は遺構検出面から測つた数値である。
井戸 :井戸の部分名称及び型式分類については、宇野隆夫氏の「井戸の分類」注 1を採用している。
①各部の名称は、地上の施設を「井桁」、地下壁面の施設を「井戸側」、底の施設を「水溜め」とする。
②型式分類は井戸側の部位の構造で分類する。
③井戸の断ち割り図において、地山の変化がわかるものは、スクリーントーンで示した。
遺構一覧。遺物一覧 :観察表の凡例は以下の通りである。
①遺構の覆土に切り合い関係がある場合は、備考41dに「新>古」のように記号で示す。
②法量はcm単位で示す。
③重量はg単位で示す。計測は大きさによつて台秤と電子秤を使い分けた。
④胎土・色調・釉調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所色票監修
「新版標準土色帳」を使用した。
⑤特記事項 :陶磁器については窯名・窯詰め技術。墨書・ヘラ記号等を、珠洲・瓦器・中世土師器は
胎土中の含有物を示す。木製品のうち漆器は漆の色を示すが、記載がない場合は黒色漆であること
を示す。

遺構図中の地山及び戊化物層などはスクリーントーン

それぞれの図・文を参照されたい。

長軸

注1宇野隆夫 1982 「井戸考」  『史林第65巻第5号』
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第59図  清水島Ⅱ遺跡遺物実測図 (7)
第60図  清水鳥Ⅱ遺跡遺物実測図 (8)
第61図  清水島Ⅱ遺跡遺物実測図 (9)
第62図  清水島Ⅱ遺跡遺物実測図 (10)

第63図  清水島Ⅱ遺跡遺物実測図 (11)

第64図  清水島Ⅱ遺跡遺物実測図 (12)
第65図  清水島Ⅱ遺跡遺物実測図 (13)
第66図  清水島Ⅱ遺跡遺物実測図 (14)
第67図  清水島Ⅱ遺跡遺物実瀕1図 (15)
第68図  清水島Ⅱ遺跡遺物実測図 (16)
第69図  清水島Ⅱ遺跡遺物実測図 (17)
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第88図  中名Ⅱ遺跡遺構実測図
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第92図  中名Ⅱ遺跡遺構実測図
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第95図  中名Ⅱ遺跡遺構実測図
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第116図 中名Ⅱ遺跡遺構実測図 (中世後期)   S E23・ S E2100
第117図 中名Ⅱ遺跡遺構実淑1図 (中世後期)
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第132図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図 (中世前期)   SK■ O S K138,S Kl「D8・ S K179・ S K181・ S K183・ S K202・ S K241・ S
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第148図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第149図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
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第152図 中名Ⅱ遺跡遺物実沢U図
第153図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
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第120図 中名 I遺跡遺構実測図
第121図 中名Ⅱ遺跡遺構実測図
第122図 中名Ⅱ遺跡遺構実測図
第123図 中名Ⅱ遺跡遺構実測図
第124図 中名Ⅱ遺跡遺構実測図
第125図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第126図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第127図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第128図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第129図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図

第134図 中名Ⅱ遺跡遺物実波1図
第135図 中名Ⅱ遺跡遺物実根1図
第136図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第137図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第138図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第139図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第140図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
第141図 中名Ⅱ遺跡遺物実測図
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遺跡遺構実測図 (中世後期)  S Bll・ S A02・ S P 1057・ S P 1065・ SP■馳・ S A03・ S P 1073 S P 1074・

S P 1091

遺跡遺構実測図 (中世後期)  S P 1010・ S P 1015・ S P 1017～ 1025,S P 1031～ 1037・ S P 1045～ 1047・ S P10
56・  S P 1060・  S P 1061  S P 1064, S P 1067・  S P l105, S P l106・  S P l145・
S P l146

遺跡遺構実測図 (中世後期)  S B12・ S P ll10,S P l127 S P l132・ SP■ 33・ S P l135'S P l141,S Pll
59

遺跡遺構実測図 (中世後期)  S D2117,S D2192
遺跡遺構実測図 (中世後期)   谷
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S D2109,S D2106
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S D2032 S D2047 S D2033・ S D2076
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S D565・ S D658・ S D 564・ S D409,S D405'S D 583・ S D611・ S D439。 S

D618。 S D 570

遺跡遺構実測図 (中世後期)  S D741・ SD碍9'S D736・ S D 721・ S D 1292
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S D 1295'S D 1296・ SD■30・ SD■ 12・ S D 1319 S D 1063
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S E 609 S E 738 S E 575
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S E 718
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S E895 S E870・ S E 975 S E 1362,S E910
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S E 960,S E 990
遺跡遺構実測図 (中世後期)
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S K465'S K472・ S K538・ S K600・ S K497・ S K496・ S K463・ S K462 S

KM2・ S K419・ S K420・ S K548・ S K581・ S K655,S K459・ S K550・ SK
529・ S K601'S K514・ S K440

遺跡遺構実測図 (中世後期)  S K608・ S K626・ S K631 S K620・ S K580,S K671
遺跡遺構実測図 (中世後期)
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S K307・ S K384 S K365'S K334・ S K322・ S K396・ S K677・ S K450・ S

K607・ S K610 S K603・ S K454
遺跡遺構実測図 (中世後期)
遺跡遺構実測図 (中世後期)  SK碍 2・ S K737 S Kl178・ S Kl183・ S Kl170 S K709・ S K713・ S K1281・

S K1246・ S K l199・ S K715・ S K 1218・ S K757
遺跡遺構実測図 (中世後期)
遺跡遺構実測図 (中世後期)  S K752 S K744・ S K800,S K779'S K783・ S K852・ S K853・ S K811・ S

遺跡遺構実測図 (中世末期～近世

K808 S K809・ S K818・ S K819,S K900

S K925,S K994,S K991・ S K992 S K906 S K909・ S K908・ S K933・ S
K952・ S K 1013
S K 1087・ S K 1066
S Z 2038・ S Z 2039, S X2040, S X2119。  S X2120
S X2040・ S X2119,S X2120
S B13・ S P 302・  S P 308・  S P 312  S P306・  S P303・  S K343
S B14・ S P222・ S P228・ S P229 S P235・ S P239・ S P 745'S P 764・ S
P755・ S P 759・ S P 762
S B15,S P121 S P 912・ S P 171,S P 174・ S B16・ S P135 S P 183・ SP
177
S B17・ S P88・ S P92・ S P93・ S P95。 S P81・ S P82・ S P 244・ S P245・

S P85'S P 102・ S K80
S B18・ S P28-30,S P37・ S P43・ S P44・ S P48,S P53,S K26 S K32
S X915・ S X977・ S X978,S X983
S D09,S D12・ S D90・ S D219～ 221
S D03・ S D04・ S D06・ S D10・ S D14～ 17・ S D65・ S D66・ S D69
S D241,S D256・ S D257
S E180,S E213・ S E 979
S K07・ S K13・ S K125,S Kl16・ S K109・ S K155,S K215

S K210・ S K156・ S K165,S K166・ S K128,S K123・ S K130・ S K190・ S
K170・ S K200
S A04 S K2001,S K2030・ S K2031
S B01 S B02・ S B03・ S B04 S B05
S B08・ S Bll
S D409,S D439・ S D564・ S D 570・ S D618・ S D658・ S D721・ S D741・ S
D1292・ S D2032・ S D2177・ 谷
谷・S D2192
S E609
S E 609

S E718
S E 738・ S E895'S E910,S E 990 S E 1362
S K307 S K332・ S K334・ S K365,S K384・ S K419・ S K420・ S K450・ S
K454・ S K459 S K462・ S K497 S K465・ S K502・ S K512・ S K542・ SK
M8,S K550・ S K600
S K607
S K608
S K655'S K671,S K709・ S K713,SK路 7・ S K744,S K757・ S K800・ S
K809・ S K826・ S K852・ S K858・ S K860・ S K900・ S K925・ S K992・ SK
1044
S K 1087・ S Kll招Э・ S Kl178,S Kl199
S Z 2039・ S X2120
包含層
包含層
包含層
S B18
S D09,S D12
S D14・ S D90 S D221 S D241,S D256
S E 180,S E213 S E 979

遺跡遺構実測図 (中世末期～近世
遺跡遺構実測図 (中世末期～近世
遺跡遺構実測図 (中世末期～近世
遺跡遺構実測図 (中世末期～近世
遺跡遺構実測図 (中世末期～近世
遺跡遺構実測図 (中世末期～近世
遺跡遺構実測図 (中世末期～近世
遺跡遺構実測図 (中世末期～近世

遺跡遺物実測図 (中世後期 )
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期 )
追跡遺物実測図 (中世末期～近世 )
遺跡遺物実測図 (中世末期～近世)
遺跡遺物実測図 (中世末期～近世)

遺跡遺構実測図 (中世後期)
遺跡遺構実測図 (中世後期)

遺跡遺構実測図 (中世後期)
遺跡遺構実測図 (中世後期)
遺跡遺構実測図 (中世後期)
遺跡遺構実測図 (中世末期～近世)
遺跡遺構実測図 (中世末期～近世)

遺跡遺構実測図 (中世末期～近世)

遺跡遺構実測図 (中世末期～近世)

遺跡遺構実波1図 (中世末期～近世)
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)

遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)

遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)
遺跡遺物実測図 (中世後期)

遺跡遺物実測図 (中世末期～近世 )



第230図 持田

第231図 持田
第232図 持田
第233図 持田
第234図  持田
第235図 持田
第236図 持田

追跡遺物実測図 (中世末期～近世)S K07・ S K13 S K123・ S K125,S K128,S K148,S K165・ S K169。 SK
190。 S K196・ S K200,S K215'S K237・ S K251

遺跡遺物実測図 (中世末期～近世)包含層
遺跡遺物実測図 (中世末期～近世)包含層
遺跡遺物実預1図 (中世末期～近世)包含層
遺跡遺物実波1図 (中世末期～近世)包含層
遺跡遺物実測図 (中世末期～近世)包含層
遺跡遺物実測図 (その他)

図版 1 清水島Ⅱ遺跡 全景 (中世)
図版2 清水島Ⅱ遺跡 全景
図版3 清水島Ⅱ遺跡 全景
図版4 清水島Ⅱ遺跡 井戸・土坑・溝
図版 5 清水島Ⅱ遺跡 全景・井戸・土坑・溝
図版6 清水島Ⅱ遺跡 全景・井戸・土坑・溝
図版7 清水島Ⅱ遺跡 全景
図版8 清水島Ⅱ遺跡
図版 9 清水島Ⅱ遺跡 井戸・土坑・溝
図版10 清水島Ⅱ遺跡 井戸・土坑
図版11 清水島Ⅱ遺跡 全景・井戸・土坑・溝
図版12 清水島Ⅱ遺跡 井戸・土坑・溝
図版13 清水島Ⅱ遺跡 土坑
図版14 清水島Ⅱ遺跡 土坑
図版15 清水島Ⅱ遺跡 井戸・土坑・溝
図版16 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版17 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版18 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版19 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版20 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版21 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版22 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版23 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版24 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器

図版25 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版26 清水島ユ遺跡 出土遺物 土器
図版27 清水島E遺跡 出土遺物 土器
図版28 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版29 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版30 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器

図版31 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 石製品
図版32 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 石製品

図版33 清水島E遺跡 出土遺物 石製品

図版34 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 石製品
図版35 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 石製品
図版36 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器

図版37 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器

図版44 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 木製品・金属製品 石製品 S E82・ S E304 S E315'S E482
図版45 清水鳥Ⅱ遺跡 出土遺物 木製品
図版46 中名Ⅱ遺跡 全景 (中世後期)

S K04・ S P20・ S K63・ S K106・ S K109 S K 1202

図版47 中名Ⅱ遺跡 竪穴住居 土坑 溝 (古代)     S1424・ S K 1500・ S K1400・ S D 1401

図版48 中名]遺跡 全景・建物 (中世前期) S B08・ S B04・ S B06・ S B05
図版49 中名Ⅱ遺跡 全景・建物・溝 (中世前期)     S B09'S B10・ S Dl159 i S Dl160
図版50 中名E遺跡 全景・建物・柱穴 (中世前期)    S D l159'S D l160。 S B09,S B10,S P 1264・ S P 1213
図版51 中名Ⅱ追跡 柱穴・鍛冶関連遺構 (中世前期)    S P 1252 S P 1257・ S X 1002・ S X 1272
図版52 中名Ⅱ遺跡 鍛冶関連遺構・全景・溝 (中世前期)  S X 1273・ S D2249 S D2250・ S D2251

図版39 清水島]遺跡 出土遺物 金属製品

図版40 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 木製品
図版41 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 木製品
図版42 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 木製品
図版43 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 木製品

図版53 中名Ⅱ遺跡 溝 (中世前期)
図版54 中名Ⅱ遺跡 全景 土坑 (中世後期)
図版55 中名Ⅱ遺跡 石列・全景 (中世後期)
図版56 中名Ⅱ遺跡 全景 (中世後期)
図版57 中名Ⅱ遺跡 建物・井戸 (中世後期)
図版58 中名Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版59 中名Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版60 中名Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版61 中名Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版62 中名Ⅱ遺跡 出土遺物 土器
図版63 中名I遺跡 出土遺物 土器

図版64 中名Ⅱ遺跡 出土遺物 土器

S K239・ S E315'S K387・ S K400 S K417・ S D463,S K483
S K484・ S K509'SK孵 3・ S K 1295,S K 1349・ 包含層
S E32
S E205
S E 205

S E 301 S E411・ S E 1265

S D2249・ S D2250 S D2251
S K107・ S K109周 辺
S D 136・ S X65

S B24・ S E2100・ S E23
S 1424
S D 136・ S P 1264・ S D2250・ S D2251
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S D411・ S D2251・ S D2257・ 包合層
S D l160・ S P 1218・ S P 1223・ S K1254 包含層
S D03・ S K1254・ S P 1255。 S E2100・ S D2251 S D2249 S
D2274・ 包含層
S D03・ S K109,SD■ 9 S E 133・ S D2002・ S K2132・ S D2ユ
39・ 包含層
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S E08 S E33・ S K104,S K108・ S K145,S K164・ S K652
包含層
S K145'S E301,S X896 S Kll10・ 包含層

図版38 清水島Ⅱ遺跡 出土遺物 土器 金属製品      S K145'S K164・ S K197 SD馳 9・ S D 768,S K l196 包含層



図版65 中名Ⅱ遺跡
図版66 中名Ⅱ遺跡
図版67 中名Ⅱ遺跡
図版68 中名Ⅱ遺跡
図版69 中名Ⅱ遺跡
図版70 中名Ⅱ遺跡
図版71 中名Ⅱ遺跡
図版72 中名Ⅱ遺跡
図版73 中名Ⅱ遺跡
図版雅  中名Ⅱ遺跡
図版75 中名Ⅱ遺跡
図版76 中名 I遺跡
図版77 中名Ⅱ遺跡
図版硲  中名Ⅱ遺跡
図版79 中名Ⅱ遺跡
図版80 持田 I遺跡
図版81 持田 I遺跡
図版82 持田 I遺跡
図版83 持田 I遺跡
図版84 持田 I遺跡
図版85 持田 I遺跡

図版86 持田
図版87 持田
図版88 持田
図版89 持田
図版90 持田
図版91 持田
図版92 持田
図版93 持田
図版94 持田
図版95 持田
図版96 持田

図版97 持田
図版98 持田
図版99 持田
図版100 持田
図版101 持田
図版102 持田
図版103 持田
図版104 持田
図版105 持田
図版106 持田

出土遺物 土器
出土遺物 土器
出土遺物 木製品
出土遺物 木製品
出土遺物 木製品
出土遺物 木製品
出土遺物 木製品
出土遺物 木製品
出土遺物 木製品
出土遺物 木製品
出土遺物 木製品
出土遺物 金属製品
出土遺物 金属製品
出土遺物 金属製品
出土遺物 石製品
建物 (中世後半)
建物 (中世後半)
溝 (中世後半)
井戸 (中世後半)
井戸 (中世後半)
井戸・土坑 (中世後半)

遺跡 土坑・土墳墓 (中世後半)
遺跡 集石墓 (中世後半)
遺跡 建物 (中世末期～近世)
遺跡 建物 (中世末期～近世)
遺跡 建物・溝・土坑 (中世末期～近世)
遺跡 井戸・土坑 (中世末期～近世)
遺跡 柵列 (中世末期～近世)
遺跡 出土遺物 土器
遺跡 出土遺物 土器
遺跡 出土遺物 土器
遺跡 出土遺物 土器

遺跡 出土遺物
遺跡 出土遺物
遺跡 出土遺物
遺跡 出土遺物
遺跡 出土遺物
遺跡 出土遺物
遺跡 出土遺物
遺跡 出土遺物
遺跡 出土遺物
遺跡 出土遺物

土器
土器
土器
土器
木製品
木製品
木製品
金属製品
金属製品
石製品
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第 I章 調査経緯

1 調査 に至 る経緯

A 調査の契機
岐阜県神岡鉱山で廃物として神通川に排出されたカドミウムにより、水だけでなくその水で灌漑さ

れている田も汚染された。昭和45年農用地の上壌汚染防止法が公布され、翌年から土壌汚染調査が行

われた結果、汚染土壌地域約1,500ヘ クタールが指定された。昭和55年から本格的な土壌復元が始ま

り、県営公害防除特別土地改良事業神通川流域地区と名付けられた。この事業は大型圃場による区画

整理で、汚染対策地域と指定された農地に隣接する地域を併せて行われることとなった。復元正法は

上乗せ客土工法と埋込客土工法の二工法が採用された。上乗せ客土工法は計画耕区ごとに均平化し、

山土砂により耕盤を造成し、その上に客土をする工法。埋込客土工法は計画耕区ごとに深い溝を掘 り、

汚染土をはぎ取 り溝に埋め込んだ後、基盤を均平化して埋め込み溝を掘削した時にでた土 ()F汚染土)

で耕盤を造成し、その上に15cmの客土をする工法である。婦中町の第一次地区は12ヘ クタールで昭和

55年 に始まり昭和58年 に完了。第二次地区は165ヘ クタールで昭和59年 に始まり平成 4年 に完了。そ

して平成 4年から第三次地区が始められた。第三次地区は対策地域の残 りすべての復元工事で、329

ヘクタールが対象地域となった。

B 分布調査

第一次地区の分布調査は昭和53年に行われ、遺物は確認されなかった。第二次地区の分布調査は昭

和57年に行われたがやはり遺物は確認されなかった。第三次地区は平成 2・ 3年度に実施された分布

調査では遺物は確認されなかったが、平成 5年 11月 の分布調査で 8ケ所、12月 には7ケ所、平成 6年

4月 には10ケ所の埋蔵文化財包蔵地が確認された。

包蔵地名 所在地 面積 (ど ) 調査期間 遺構 遺物 時代 面積 (Hlt)

清水 島 I 清水 島字四反鏡 1214外 試掘調査  38 H681～324 珠洲、瓦質土器

清水島Ⅱ 清水島字奥ヶ口1214外
試掘調査  780 H631～324 溝、穴 土師器、珠洲

試掘調査  255 H6525-527
土師器、珠洲、瓦器、

近世陶磁器 中世、近世

堀 I 堀字寺町317外

試掘調査  545 H631～324 墓、塚状遺構
二 H甲喬 、 趣 甲 瀬 声 、

近世陶磁器

試掘調査  61 H7511′-69 墓

，
、陶
器
世
骨
近
俄
硯
、

ヽ
人尾
美濃
、

洲
戸
器

珠
瀬
磁

中世

本調査   83 H7717～ 1012 墓
珠洲、人尾 (蔵骨
器)、 近世陶磁器 中世

中名 I 中名字阿弥大地1937外 試掘調査  501 H631～324 溝、穴
土師器、須恵器、青
磁、珠洲、越中瀬戸

2,500

中名Ⅱ 中名字大百苅516-6外

試掘調査  100 H631～324 溝、穴

試掘調査  549 H6525～ 527 溝、穴 中世土師器、珠洲、越
中瀬戸

平安、中世 30,400

本調査  4,450 H681～ 1027 掘立柱建物、土坑、溝、井戸
中世土師器、珠洲、越
前、人尾、瀬戸美濃、
輸入陶磁器

平安、中世

中名 V
中名字北浦1475外 試掘調査 1,620 H61121～ 1212 土坑、溝、石組井戸 中世土師器、珠洲 平安、中世、近世 79,087

中名字北浦228-3外 試掘調査  47 H81114 溝
中世土師器、近世陶磁
器、硯

中世、近世 453

持田 I
持田230外 試掘調査  353 H71124-1129 柱穴、土坑、溝

土師器、中世土師器、
瀬戸美濃、青磁、近世
陶器

平安、中世、近世 14,900

持田190 試掘調査  26 H8423 柱穴、土抗、溝 中世土師器 中世 200

持田 Ⅱ 持田240外 試掘調査  261 H71130～ 124 檀1畿軋厳
砥石

平安

道場 I
道場江戸田202-1外 試掘調査  981 H61121-127 井戸、土坑 を商歳架器、珠洲、近中世、近世 52653

道場229-1外 試掘調査  50 H8227 土坑 中世、近世

道場Ⅱ 道場江戸田202-1外 試掘調査  316 H6128-1212 中世土師器 中世、近世 11,845

第1表 試掘調査結果



2 調査経過

C 試掘調査
試掘調査は婦中町教育委員会と富山県教育委員会 (富山県埋蔵文化財センター)に よって行われた。

平成 6年 3月 に11ケ所の遺跡について幅約 lmの試掘溝が111ケ所設定され、重機 (バ ックホウ)。

人力により地表面から15～ 130cm下 にある地山まで掘り下げ、遺構・遺物の遺存状況が調査された。

その結果、清水島Ⅱ遺跡 。中名 I遺跡 。中名Ⅱ遺跡・堀 I遺跡の4遺跡で遺構が確認された。清水島

Ⅱ遺跡と中名Ⅱ遺跡はこの調査で遺跡範囲が確定されなかったため、平成 6年 5月 に再度試掘調査が

行われた。平成 6年 11・ 12月 には3ヶ 所の包蔵地で162ケ所の試掘溝が設定され調査されたところ、

中名V遺跡・道場 I遺跡・中名 I遺跡・中名Ⅵ遺跡が確認された。これらの試掘調査の結果、調査さ

れた地域は古代から中世の遺跡の密集地であることが判明した。

D 本調査
試掘調査の結果から県耕地課・県農地林務課・婦中町農地課と婦中町教育委員会・県文化課・県埋

蔵文化財センターの六者による協議で試掘調査結果と計画田面高の調整がされ、遺跡を最大限保存し、

調査面積をできるだけ少なくする努力がなされた結果、中名Ⅱ遺跡の本調査 (4,450r)が平成 6年

8月 から10月 に婦中町教育委員会・県埋蔵文化財センターによって行われた。文化振興財団では平成

7年度に新規事業として調査を受託し、平成 7年度は清水島Ⅱ遺跡・中名Ⅱ遺跡、平成 8年度は中名

Ⅱ遺跡 。持田 I遺跡と二年間で3遺跡の本調査を行った。

2 調査経過
A 調査方法
発掘調査の基準となるグリッドの設定は国家座標を用い、遺跡ごとに起点を設定した。清水島Ⅱ遺

跡は+70,280.00、 -260.00、 中名Ⅱ遺跡は+70,580.00、 +340.00、 持田 I遺跡は+70,820.00、 +420.00、

をXOYOと し、南北方向をX軸、東西方向をY軸 とした。グリッドは 2× 2mと し、各グリッド名

は北東角のX軸 とY軸の座標とした。

中名Ⅱ遺跡は婦中町教育委員会・県埋蔵文化財センターによって平成 6年度に調査が行われた範囲

がAoB,C,D地 区であったため、平成 7年度の調査地区はEl地区、平成 8年度の調査地区はE

2地区とFl地区とした。持田 I遺跡は県道舘本郷添島線の南をA地区、北をB地区とした。

調査は表土・耕作土 。無遺物層の除去、包含層の発掘、遺構確認面の精査・遺構の検出、遺構の発

掘、遺構の記録、写真撮影、空中写真測量、補足作業の順で行った。

表土・耕作土・無遺物層の除去は、人力掘削による調査の事前準備として、調査員立ち会いのもと、

試掘調査の結果をぶまえ基本層序を確認しながら、事業者が重機 (バ ックホウ)に より掘削した。

包含層の発掘はスコップ等を用い、人力で掘削した。排土はベルトコンベアーを使用し、調査区隣接

地に集積した。

遺構確認面の精査・遺構の検出は、ジョレンやねじり鎌を用い、検出した遺構は石灰等でマーキン

グを行い、平板等で位置を測り遺構概略図を作成した。検出した遺構には遺構番号を付 した。遺構番

号は各地区ごとに遺構の種類にかかわらず通し番号とした。

遺構の発掘は移植ごてで小さい土坑・柱穴などは長軸に沿って半裁、大きい土坑は十字、またはそ

れ以上に、溝は適宜間隔をあけて土層観察用のセクシヨンベル トを残して発掘し、記録をとった後、

完掘した。



第 I章 調 査 経 緯

遺構の記録は土層断面図を 1/20で実測し、遺構によつては 1/10の遺物出土状況図を作成した。各

遺構の断面は3511ulカ メラで撮り、出土状況や個別の完掘写真・ブロック写真は適宜ブロ
エニー判もあ

わせて撮影した。調査区の金景写真は35剛・ブローニー判 。4× 5イ ンチ判カメラで可能な限り2方

向以上から撮影するようにした。フイルムは35mllは カラーと白黒、ブローニー判 。4× 5イ ンチ判は

カラースライドと白黒を使用した。遺構の平面図作成には空中写真測量を利用した。

井戸は完掘後重機 (バ ックホウ)で断ち割り、最終レベルの確認、遺物の採取、写真撮影、図面作

成を行った。

B 調査の経過
調査は調査員 2名 1班体制で行った。平成 7年度は清水島Ⅱ遺跡と中名Ⅱ遺跡El地区の調査を行

ったが、清水島Ⅱ遺跡の調査終了後、中名Ⅱ遺跡の調査に入った。調査期間及び調査面積は清水島Ⅱ

遺跡が7月 7日 ～10月 23日 で2,820♂、中名Ⅱ遺跡が10月 24～ 12月 18日 で456ぽである。平成 8年度は

中名Ⅱ遺跡E2地区・Fl地区、持田 I遺跡を対象とし、調査期間及び調査面積は中名Ⅱ遺跡が5月

8日 ～9月 13日 で2,425だ、持田 I遺跡が5月 14日 ～11月 15日 で6,006♂である。

C 調整訂本市U
平成 7年度 (1995年度)

総  括 桃 野真 晃 埋蔵文化財調査事務所所長

加 藤 善吾 埋蔵文化財調査事務所副所長

庶  務 大 房 友 明 埋蔵文化財調査事務所主任

岩 崎 証 意 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括 山本 正敏 埋蔵文化財調査事務所第一課課長

調 査 員 酒 井 重 洋 埋蔵文化財調査事務所主任

中 )H道 子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事
三 島道子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

村 上 泰 司 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事 (故人)
森本英津子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

平成 8年度 (1996年度)

総  括 桃 野真 晃 埋蔵文化財調査事務所所長
谷 井 保 男 埋蔵文化財調査事務所副所長

庶  務 宮 成真 幸 埋蔵文化財調査事務所主事
岩 崎証 意 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括 山本 正 敏 埋蔵文化財調査事務所第一課課長

調 査 員 酒 井 重 洋 埋蔵文化財調査事務所主任

横 山和 美 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

武田健次郎 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

吉 田裕 子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

関野 泰 一 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事 (平成 8年 12月 まで)
内田亜紀子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事
野 口雅 美 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事



2 調査経過

遺跡 地区 調査期間 こべ 日剪 調査面積 調査担当者 検出遺構 出土遺物

清水島Ⅱ
中世上層 H777^-1023 69日 謄

酒井重洋 。中川道子・村上泰
司・三島道子・森本英津子 掘立柱建物、井戸、溝、土

坑、石積

中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、
白磁、青磁、人尾、伊万里、唐
津、越中瀬戸、石製品、金属製
品、木製品

中世下層 H7103-1023 酒井重洋・中川道子・三島道
子・森本英津子

中名Ⅱ

El 中世上層 H71024～ 1130 26日 謄 酒井重洋・中川道子・三島道
子・森本英津子 掘立柱建物、溝、土坑、鍛冶

関連遺構

土師器、須恵器、中世土師器、
珠洲、青磁、白磁、石製品、金属
製品、木製品、土錘、炉壁、羽口

中世下層 H7124～ 1218 酒井重洋・中川道子・三島道
子・森本英津子

E2 中世上層 H858-719

H8722-913

1.178だ 酒井重洋・吉田裕子
掘立柱建物、井戸、溝、土坑、
石列

勾玉、土師器、須恵器、中世土
師器、珠洲、青磁、白磁、瀬戸芸
濃、人尾、石製品、金属製品、外
製品、銭、土錘中世下層 889=ば 酒井重洋・吉田裕子

Fl 中世上層 H858-65 1.247� 武 田健次郎・野口雅美

掘立柱建物、井戸、溝、土坑

中世土師器、珠洲、青磁、白磁、
瀬戸美濃、越中瀬戸、伊万里、
石製品、金属製品、本製品、銭、
土錘

中世下層 H866～725 36日 廣 707∬ 武田健次郎 野口雅美

持 田 I

A  中世上層 H8514～ 731 57日 暗 1,600�
横山和美・武田健次郎・関野
泰―・内田亜紀子・野口雅美 掘立注建物、上台建物、井戸

中世土師器、珠洲、瀬戸、白磁、
青磁、青白磁、人尾、越中瀬戸、
唐津、石製品、金属製品、銭、木
製品

中世下層 H881～ 1018 49日 偕 3,429�
横山和美・武田健次郎・関野
泰―・野口雅美

穏 、土坑

B  中世上層 H8924～ 1115 37日 廣 2,577� 酒井重洋・吉田裕子 溝、土坑、墓躾
中世土師器、珠洲、瀬戸、白磁、
青磁、越中瀬戸、金属製品

第2表 調査一覧

D 現地説明会
発掘調査の結果を広く一般に公開するために、年に 1回調査工程を検討しながら姑象地区を選定し

て現地説明会を実施した。平成 7年度は清水島Ⅱ遺跡、平成 8年度は持田正遺跡大地区で行った。遺

構全体の概要について概略図で説明した後、順路に従った自由見学とし、主要な遺構には分かりやす

く説明した看板を設置するとともに調査員を配置し、参加者の質問等に対応した。又、展示コーナー

を設け、出上した遺物や遺構の写真を展示した。

平成 7(1995)年 9月 23日 (土)午前10時から12時まで 参加者数約230人

平成 8(1996)年 9月 8日 (日 )午前10時から12時 まで 参加者数約170人

E 整理の経過
出土遺物は可能な限り各年度内に洗浄 。注記・分類を行った。木製品・金属製品 。石製品について

は、計測し、それに加えてメモ写真を撮影して整理台帳を作成した。木製品は収納・管理の便宜を図

るためオートシーラーと専用フイルムを用いてパックし、仮保管している。調査lll要については『埋

蔵文化財調査概要一平成 7年度―』F埋蔵文化財調査概要―平成 8年度―』として発干Jしている。

報告書刊行に向けての本格的な整理は、平成11年 4月 に開始した。

遺物の実測は土器・陶磁器を調査員及び整理作業員が行った。木製品 。金属製品・石製品について

は業者委託により写真実測で行った。調査員及び整理作業員の描いた実測図は種類別の遺物カードに

直接描いて整理した。遺構の実測図・写真・航空測量図はそれぞれの台帳を作成して整理し、遺構カ

ードとともにパーソナルコンピューターを使用してデータ入力した。挿図にある遺構 。遺物について

は入力したデータを観察表として掲載した。データ入力は人材派遣会社に委託し、整理作業員が補足

した。

遺物の写真撮影は業者委託し、4× 5イ ンチ判及び5× 7イ ンチ判を基本として、白黒とカラース

ライドフイルムを使用した。写真図版には密着焼き付けまたは引き伸ばしたものを使用した。

自然科学的分析は平成11年に専門機関等に委託し、その結果報告を掲載した。

木製品 。金属製品のうち重要なものは、平成11年度から12年度にかけて元興寺文化財研究所に委託

して保存処理を行った。



F 整理体 制

平成11(1999)年度

総  括 桃 野 真 晃

谷 井 保 男

上 野  章

庶  務 宮 成 真 幸

江 本 裕 一

整理総括 狩 野  睦

担  当 酒 井 重 洋

吉 田裕 子

野 口雅 美

平成12(2000)年度

総  括 桃 野 真 晃

肥 田啓 章

上 野  章

庶  務 竹 中慎 一

江 本 裕 一

整理総括 狩 野  睦

担  当 酒 井 重 洋

吉 田裕 子

野 口 雅 美

平成13(2001)年度

総  括 桃 野 真 晃

肥 田啓 章

上 野  章

庶  務 竹 中慎 一

江 本 裕 一

整理総括 酒 井 重 洋

担  当 青 山裕 子

野 口 雅 美

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所第二課課長

埋蔵文化財調査事務所第二課係長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所第二課課長

埋蔵文化財調査事務所第二課係長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所第二課課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

第 I章 調 査 経 緯

(青山 裕子)



第Ⅱ章 立地と歴史的環境

1 立地

富山県は、北は富山湾に面し、東 。南 。西はそれぞれ海抜3,000m級の立山連峰、飛騨山地、医王

山・宝達山に囲まれている。飛騨高地から連なる音川山地・呉羽丘陵が中央部で県を東西に三分し、

旧来「呉東」「呉西」と称されていた。清水島Π遺跡 。中名Ⅱ遺跡・持田 I遣跡が位置する婦負郡婦

中町は「呉東」に含まれ、富山県のほぼ中央に位置する。

婦中町は、西半部を射水丘陵・呉羽丘陵、東半部を神通川・井田川 。山田川の複合扇状地に占めら

れている。丘陵部は、30～ 50mの丘が南北に続いており、井田川流域、山田川流域、辺呂川流域、下

条川流域、坪野川・和田川流域の 5つ に分けられる。また、山田川沿いには河岸段丘が見られるが、

黒部川の扇状地や東部の段丘ほど規模は大きくない。扇状地は、幾筋もの谷地形と微高地が南北に連

なっており、遺跡の多くがこの高台上に立地する。

清水島Ⅱ遺跡 。中名Ⅱ遺跡・持田 I遺跡は神通川と井田川に挟まれた微高地に位置する。標高は23

mを測る。周辺には、中名 I遺跡・中名V遺跡・道場 I遺跡など、古代から中世・近世にかけての遺

跡が密集している。

2 歴史的環境

清水島Ⅱ遺跡・中名Ⅱ遺跡・持田正遺跡の周辺では、縄文時代から近世までの各時代の遺跡が見ら

れるが、ここでは時代を追って主な遺跡について述べる。

縄文時代の遺跡では、婦負郡人尾町の長山遺跡 (19)が挙げられる。神通川の段丘上に位置する縄

文時代遺跡群の一つである。縄文時代前期～中期の遺跡で、竪穴住居や埋甕などが発見された。出土

した土偶の中には三つ編みを表したと思われるものがあり、注目を集めた。周辺には、滅鬼南遺跡

(20)、 滅鬼遺跡 (21)、 大杉遺跡 (22)があり、神通川対岸には上仁歩遺跡 (23)、 中核No 5遺跡 (24)、

前山 I遺跡 (25)な どがある。

弥生時代の遺跡としては、南部 I遺跡 (12)がある。

古墳時代の遺跡は、押上古墳 (34)、 伊豆宮古墳 (43)があり、砂子田 I遺跡 (10)、 南部 I遺跡

(12)、 任海宮田遺跡 (52)、 下邑東遺跡 (65)か らも古墳時代の遺物が出上している。また、地図に

は入っていないが婦中町西部の丘陵上には王塚古墳や大型の前方後方墳である勅使塚古墳が築かれて

おり、大和政権との係わりを感じさせる。

清水島Ⅱ遺跡 。中名Ⅱ遺跡・持田 I遺跡が立地する神通川扇状地では、縄文～古墳時代の遺跡は少

ない。しかし、古代から中世にかけては遺跡数が急増する。古代律令国家の成立に伴い北陸一帯は

「越国」 と称 され、平野部の開発が進められたためである。神通川の扇状地では、中名 I遺跡

(4)。 中名V遺跡 (5)、 富山市では吉倉 B遺跡 (37)、 任海宮田遺跡 (52)、 友杉遺跡 (55)な どが

7世紀から10世紀の遺跡である。特に任海宮田遺跡からは、土師器・須恵器・製塩土器・緑釉土器・

瓦塔・土錘 。金属製品・木製品・馬璃製の石帯など、様々な遺物が見つかっている。また、「城

長」 。「観音寺」 。「墾田」といった文字が書かれた墨書土器が出土しており、荘園開発とその指揮

を執る人物に係わる文言と考えられている。竪穴住居・溝などの遺構も見つかっているが、この時代

の住居は概して小型である。神通川の氾濫原であった地を開拓する人々の姿が忍ばれる。
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また、婦中町中名にある熊野神社は F廷喜式』の神名帳に記載された式内社と推定される神社の一

つである。伝承によると久寿二年 (1155年 )、 立山山麓の五智山円福寺が光明坊の時に萩の島に移 り、

為成郷十七ヶ村の総社となった。歴代の住僧が熊野神社の当職として奉仕したが、光明山来迎寺と寺

号を改めた後富山市に移った。その後、江戸時代には坪野村の豪農若林源左衛門に奉斉が命ぜられた。

毎年人月に行われる稚児舞はこの頃に遡るものである。

中世にはいるといっそう遺跡数が増える。平野部の開発が進み、それに伴い人口が増えたためであ

ろう。富山平野には荘園が発達し、国衡領だけでなく京都下鴨社領寒江荘、山城醍醐寺三宝院領御服

(五福・呉服)荘、徳大寺領宮河荘、伊勢神宮領鵜坂御厨といった寺社の領地が古文書にも登場する。

この内、徳大寺領宮河荘は文和三年 (1354年 )十二月二十三日の足利義詮御判御教書案 (徳大寺文書 )

に「宮河庄」と有るのが早 く、また新潟県小千谷市の魚沼神社所蔵の大股若経には至徳二年 (1385年 )

十月六日付奥書として「婦負郡宮河荘押上」、同四年五月二十二日付には「宮河荘新保」、嘉慶二年

(1388年)五月付には「婦負郡宮1可荘鵜坂社」などとある。これらの地名から、宮河荘は現婦中町の

神通川左岸及び対岸の富山市域の熊野川に挟まれた一帯に比定されている。

宮河荘推定地にある中世遺跡は、中名 I遺跡 (4)、 中名V遺跡 (5)、 中名Ⅵ遺跡 (6)、 道場 I

遺跡 (8)、 吉倉 B遺跡 (37)、 任海鎌倉遺跡 (38)、 南中田A～ D遺跡 (36・ 39。 40・ 41)任海宮田

遺跡 (52)、 友杉遺跡 (55)な ど多数である。中世前期の集落は、数棟の掘建柱建物と共同で使う井

戸が伴い、周囲には田畑が広がる散村の形態である。中世後半の集落は、溝で四角く区画された内側

に掘建柱建物が建てられる。建物の近くには井戸があり、鍛冶工房などの作業場が伴うこともある。

建物等がある生活の場から少し離れて墓地が造られ、酢寸」の形が整ってくる。中世集落遺跡の出土

遺物には、在地で焼かれた中世土師器や石川県の珠洲が多く見られる。陶磁器では瀬戸・八尾・越中

瀬戸や中国製の青磁・白磁、木製品の漆器や箸 。曲物、刀子・銭などの金属製品、石臼・石鉢・五輪

塔といつた石製品など様々な生活用品が出土する。また、茶道に使われる天目茶碗や将棋の駒、独楽

といった娯楽に関係するような遺物も登場する。

堀 I遺跡 (9)、 惣在寺廃寺 (46)、 任海池原寺跡 (53)、 鵜坂寺跡 (60)は 中世の墓・寺院跡であ

る。堀 I遺跡は清水島Ⅱ遺跡の北東に位置する中世の墓で、蔵骨器が出土している。鵜坂寺は、式内

社である鵜坂神社の別当寺であったが、明治の神仏分離令で廃寺となったものである。現社地の北側

に位置し、石仏・五輪塔 。無縫塔が出土している。

また、戦乱に備えて山城が築かれた。尾畑城跡 (28)、 布谷砦跡 (29)な どである。当時の有力者

の居館であったと考えられる田中館跡 (16)、 井田館跡 (18)、 舘本郷館跡 (32)、 蛤川館跡 (56)な

どの城館遺跡も見られる。

近世の集落も中世と同じようなところに位置する。上記の中名 I遺跡、中名V遺跡、中名Ⅵ遺跡、

道場 I遺跡、任海宮田遺跡、友杉遺跡では、近世の遺物・遺構が見つかっている。近世以降も、農村

として発達し、現在では一帝に水田が広がる。 (野回 雅美)

《参考文献》

『婦中町史』 婦中町教育委員会
『ふるさと 富山歴史館」 富山新聞社



2 歴史的環境

第1図 周辺遺跡位置図 (1:50,000)

∂
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番号 遺跡名 所在地 種類 時代

l 清水島Ⅱ遺跡 婦負郡婦中町清水島 散布地 中世 (鎌倉・室町)

2 中名 Ⅱ遺跡 婦負郡婦中町中名字大百刈 散布地 古代 奈良・平安) 中世 (鎌倉・室町)・ 近世
8 持田 I遺跡 婦負郡婦中町持田 散布地 古代 奈良・平安),中世 (鎌倉・室町)・ 近世
4 中名 I遺跡 婦負郡婦中町中名字阿弥大地 散布地 古代 奈良・平安)・ 中世 (鎌倉・室町)。 近世

5 中名 V遺跡 婦負郡婦中町中名宇北浦 集落 古代 奈良・平安)・ 中世 (室町・戦国)。 近世

6 中名Ⅵ還跡 婦負郡婦中町中名 散布地 古代 奈良・平安)・ 中世 (鎌倉・室町)。 近世

7 道場Ⅱ遺跡 婦負郡婦中町道場江戸田 散布地 中世 (鎌倉・室町)・ 近世

8 道場 I遺跡 婦負郡婦中町道場江戸田 散布地 中世 (鎌倉・室町)・ 近世

9 堀 I這跡 婦負郡婦中町堀 塚状遺構・墓 中世 (室町)・ 近世

砂子田 I遺跡 婦負郡婦中町砂子田 散布地 古墳・古代 (奈良 平安) 近世
袋遺跡 婦負郡婦中町羽根 散布地 古代 (奈良・平安 ?)

南部 I遺跡 婦負郡婦中町熊野道 ,上井沢 島田・高日附,人尾町 集落 弥生・古墳 (前) 古代 (奈良・平安)・ 中世 (鎌倉・室町)・ 近迎
南部Ⅱ遺跡 婦負郡婦中町島田 集落 中世 (室町)

小倉中稲Ⅱ遺勘 婦負郡婦中町小倉 集落 中世 (鎌倉 ・室町 )

翠尾Ⅱ遺跡 婦負郡八尾町翠尾 散布地 中世 (鎌倉 室町) 近世
田中館跡 婦負郡人尾町田中 城館 中世 (鎌倉・室町)

翠尾 I遺跡 婦負郡人尾町舘本郷・田中・翠尾 散布地 古代 (奈良・平安)・ 中世 (鎌倉・室町)。 近世

井田館跡 婦負郡人尾町井田 城館 中世 (室町 )

長山遺跡 婦負郡人尾町深谷長山 集落 縄 文

滅鬼南遺跡 婦負郡人尾町滅鬼・城生 散布地 縄 文 (中 )

滅鬼遺跡 婦負郡人尾町滅鬼 集落 縄文

大杉遺跡 婦負郡人尾町大杉 集落 縄 文 (中 )

上仁歩遺跡 婦負郡人尾町上仁歩 散布地 縄 文

中核No5遺跡 婦負郡人尾町福島 散布地 縄文

前山I遺跡 婦負郡人尾町福島字前山 集落 縄 文

下笹原 I遺跡 婦負郡八尾町下笹原 散布地 な し

倉 ヶ谷洞窟 婦負郡八尾町倉ヶ谷 洞窟 不明

28 尾畑城跡 婦負郡人尾町尾畑 城館 (山城) 中世 (室町)

布谷砦跡 婦負郡人尾町布谷 城館 (山城) 中世 (鎌倉・室町)

30 松原遺跡 婦負郡八尾町松原神明堂 散布地 縄文

大利遺跡 富山市大利・福居 散布地 古代 (平安)

32 舘本郷館跡 婦負郡八尾町舘 城館 中世 (鎌倉 ,室町)

大和屋敷遺跡 富山市大利・惣在寺 散布地 墓 縄文 (晩 )・ 古代 (平安)・ 中世 (鎌倉・室町)

34 押上古墳 富山市押上 古墳 ? 古墳 P

吉倉 A遺跡 富山市吉倉 集落・墓 古代 (平安)。 中世 (鎌倉・室町)

南中田D遺跡 富山市南中田 集落 縄文・古代 (奈良・平安) 中世 (鎌倉・室町)
吉倉B遺跡 富山市吉倉・押上・南中田 集落 古代 。 (奈良 。平安 )・ 中世 (鎌倉・室町 )

任海鎌倉遺跡 富 山市任海 集落 古代 。 (奈良・平安)・ 中世 (鎌倉・室町)

南中田 C遺跡 富山市南中田字田嶋割 集落 古代 (平安)・ 中世 (鎌倉・室町)

南中田B遺跡 富山市南中田字田嶋割 集落 古代 (平安)・ 中世 (鎌倉・室町)

南中田A遺跡 富山市南中田字上居野吉J 集落 古代 (奈良・平安)

栗 山A遺跡 富山市惣在寺・栗山 集落 健文 (晩 )・ 古代 (平安)。 中世 (鎌倉・室町)

伊豆宮古墳 富山市上栗山。大沢野町 古墳 古墳 (後 )

円教寺遺跡 富山市上栗山 散布地 古代・ (平安)。 中世 (鎌倉・室町)

伊豆官Ⅱ遺跡 富山市上栗山字野田割 集 落 縄文 (中 )

惣在寺廃寺跡 富山市惣在寺・栗山 社寺 (寺院) 中世 (鎌倉・室町)。 近世

栗山塚 富山市栗山字椿原割 塚 (経塚)・ 墓 中世 (鎌倉・室町)。 近世

栗山椿原遺跡 富山市栗山字格原割 集落 古代 (平安 ・中世 (鎌倉・室町)

任海砂田遺跡 富山市任海字砂田割 集落 古代 (平安 ・中世 (鎌倉・室町)

任海遺跡 富山市任海 集落 古代 (余良 平安)。 中世
任海遺跡 富山市南央町 散布地 縄文 (晩 )・ 古代 (平安)・ 中世 (錬倉・室町)。 近世

任海宮田遺跡 富山市任海・友杉 集落
縄文 (晩 )・ 古墳 (盲墳・ 自鳳 )・ 古代 (奈良・平安・ 7～10c)
・ 中世 (錬合 ・室 Hr12～ 16c〕 ・折世 (17～ 18c)

任海池原寺跡 富山市任海字仙田割 社寺 (寺院) 中世 (鎌倉・室町) 近世

54 安養寺遺跡 富山市安養寺・中川原 集落 中世 (鎌倉・室町) 近世

友杉遺跡 富山市友杉・任海 集落
占代 (奈良・平安・ 8～ 10c) 中世 (鎌倉・室町・ 12～ 16c)
.千祥 イ17～ 1貝 か｀

姓川館跡 富山市略川・黒崎 城館 中世 (鎌倉・室町)・ 近世

八 日町遺跡 富山市八日町 散布地 古代 平安)・ 中世 (鎌倉・室町)

黒崎種田遺跡 富山市黒崎・黒瀬・皓川・八日町 散布地 古代 平安)。 中世 (鎌倉・室町)。 近世

黒瀬大屋遺跡 富山市黒瀬 散布地 弥生 後)・ 古代 (奈良・平安)・ 中世 (鎌倉・室町)・ 近世

鵜坂寺跡 婦負郡婦中町鵜坂 社寺 (寺院) 中世 鎌倉・室町)

鵜坂 I遺跡 婦負郡婦中町鵜坂 散布地 古代 奈良・平安) 中世 (鎌倉・室町)・ 近世
宮ヶ島I遺跡 婦負郡婦中町宮ケ島 散布地 中世 (鎌倉・室町) 近世

下轡 田 I遺跡 婦負郡婦中町下替田 散布地 中世・近世

64 高 日附遺跡 婦集郡婦中町高日附 散布地 弥生・古代

65 下邑東遺跡 婦負郡婦中町羽根 集落 古墳 (飛鳥)・ 古代 (余良・平安)・ 中世・近世

表3 遺跡地名一覧
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第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

調査の概要

概  要
遺跡の時期は、中世と近世の二つの時代に大きく分かれるが、近世の遺構は、調査区東側の部分に

集中する。また、中世は、調査区の中央部分で二層の検出面がみられ、上層と下層に分けられる。こ

の中央部から東が集落と考えられる。一方西側は、墓坑と思われる土坑群がみられ、ある時期からは

墓域となっている。この墓域は S X896を 南側の端として北側に広がると考えられ、それに向かうS

D777・ 749に挟まれた墓道が墓域の中央を南北にはしる。また時期はやや古いと思われるS D463・

638に爽まれた東西方向の道が集落から続き、中央部でぶつかっている。土坑はいくつかの群に分け

られるが、焼骨を伴わず土葬用の穴と考えられた。また殆ど副葬品と考えられる遺物はみられない。

S E675は墓域の中に作られた井戸で、周辺には建物がみられないことから、清めの水などを汲んだ

墓域に関係する井戸と考えられる。

集落は、 S D460の東側に作られていたと考えられる。掘立柱建物は部分的に確認したものを併せ

て 4棟みられる。この部分では井戸が、木組 2基、石組 5基が確認できる。しかし集落の本体ではな

くやや建物からずれた部分を調査したようである。時期は、13世紀から16世紀まで断続的に続くと考

えられるが、15世紀～16世紀前半に主体があり、この間に洪水による堆積物がみられ、 2面の検出面

が作られたと考えられる。

近世では、石組・石敷を利用した施設が多くみられ、調査区の東部分にまとまってみられる。また、

井戸が多く6基、建物が 8棟 とまとまっている。建物は17世紀を主体とすると考えられるが、他に18

～19世紀の遺物が多くあることからその時期にも建物があったと推測できる。しかし、近世後半の建

物は、県内でもはっきりとしておらず土台建物や掘立柱建物が混在するようである。また、土坑には

石組を持ついわゆる竪穴状土坑などもあり、このような施設と建物が一体となり、集落を作ると考え

られるが、実体としては取らえきれないのが現状である。このほかに古墳時代の須恵器 (杯身 1点 )、

縄文時代の磨製石斧 1点が出土している。

B 調査経過
公害防除特別土地改良事業は、神通川流域のカドミウムに汚染された農地を復元する改良事業で、

第 3次地区の工事予定は、平成 6年～16年である。この事業関連の遺跡調査を文化振興財団が受託す

ることとなったのは、平成 6年のことで、事業開始は平成 7年度とした。

調査箇所は事業者 (富山農地林務事務所)と県・市・町教育委員会が試掘調査のデーターを基に工

事計画と遺跡の保護について調整済みで、やむをえず掘削を行う部分・道路・排水路などにより遺跡

が破壊される部分について本調査を行う事とした。

平成 7年度当初は、清水島Ⅱ遺跡で約5,900♂の調査を予定した。最初に重機 (バックホウ)に よ

る表土除去を行った。作業を進めると一部の対象地区が試掘調査で予想した遺構検出深度より深い位

置から検出された。そのため県文化課 (現在文化財課)・ 県埋蔵文化財センターを通じて事業者の富

山農地林務事務所と協議の結果、調査予定地の北側に位置する約2,600♂ は保存できるとして機械排

土作業までに留め、盛土保存することとなった。また、西側の調査区中央部約600♂ についても作業

が終了した包含層掘削・遺構検出までの作業に留め、保護措置を講ずることとなった。その結果、調

′0



第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

査面積は約2,820だ となった。一方、調査区の東狽1地区では約1,600♂で中世下層面が確認されたため

掘 り下げて調査を行った。

調査期間は平成 7年 7月 7日 から10月 23日 までで、調査面積は2,820ぽ (廷べ4,420♂ )である。

C 土層
基本層序

遺跡は、神通川左岸に位置し、西を井田川に挟まれた神通川の扇状地、扇央部の微高地上にみられ

る。標高は約23mで、西側が一段下がり谷となり、その縁辺に立地している。

基本層序は、 I層 :耕作土・I自耕作土・盛上である。厚さは耕作土が20cmほ どで、その下層に

20cmほ どの旧耕作土がみられる。Ⅱ層 :黄褐色砂質シルト (近世包含層)は、全体に10cmほ どと薄

く、西に行くにつれ削平を受け、無くなる。Ⅲa層 :暗灰黄色砂質シルトは中世の包含層でほぼ全域

に10cm～ 20cmほ どの厚さで堆積する。また、東側調査区では、Ⅲb層 :暗灰責色砂質シルト (Ⅲ a

層に比べやや暗い)がみられ、分層できた。この2つが中世の包含層でⅢb層上面が中世上層の遺構

検出面となり、Ⅳ層上面が中世下層の検出面である。Ⅲ層が分層できない地区では、Ⅳ層 (地山)上

面が遺構検出面となる。Ⅳ層は地山で、場所により異なるが暗灰黄色砂質シルトを基本として、礫

層・荒い黄色砂層となる場合がみられるが、礫層がある部分は下層の礫層が上がってきていると考え

られる。

I層 耕作上、旧耕作土
盛土

黄褐色砂質シル ト

近世包含層

暗灰色砂質シル ト

中世包含層

Ⅳ層 暗灰黄色砂質シルト

礫層 (地山)

Ⅱ層

Ⅲ層

第2図 基本土層図



1 調査の概要

厖Z勿遺跡の範囲

匡亘目平成七年度調査区

匡Eヨ未調査地区

第3図 清水島Ⅱ遺跡の調査区 。区割図
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第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

2 遺構
A 中世
上層とした遺構は、基本的に800呑台までの呑号が付けられているが、遺構の重複などにより、下

層の精査により見つかった遺構もあり若干の例には番号が大きい場合がある。下層でも同様で、小さ

い番号の例がある。また、溝は上層、下層で同じ位置で流路が見られ、作 り替えがなされている場合

があり、上・下層に記載した。

掘立柱建物

01号建物 (S B01、 第 4図 )

調査区の東側、X83Y57付近にみられる2間×2間以上の東西棟の建物で、柵 S A01が南側に付 く

と考えられる。また、木組井戸 S E 1265、 S B02も この建物に関係すると考えられ同時に建っていた

のかもしれない。 S A01は 柵としたが、井戸の被い屋的なものの可能性がある。遺物には中世土師器

がある。

02号建物 (S B02、 第 4図 )

S B01の 西側、約 2mにみられる 1間 ×2間以上の東西棟で S B01と 並び建てられていたと考えら

れる建物で南の調査区外に広がる。このS B01・ 02付近の上層は、近世の遺構により荒れているため

他の遺構との関係ははっきりしない。

03号建物 (S B03、 第 5図 )

X55Y74付近で検出できた 2間×2間以上の東西棟の建物で、 S B02と ほぼ同じ向きに主軸がずれ

て西に7mほ ど離れている。この 3棟は、並び立てられていることや、主軸の傾きが似ていることか

ら同時に建てられていたかもしれない。遺物が少なく、時期ははっきりしないが14世紀後半～15世紀

前半頃に位置づけておきたい。

04号建物 (S B04、 第 6図 )

X54Y65付近にS B05と 並んである2間× 1間の東西棟の建物で S K1295の 上屋かもしれない。

S K1295は 、 S Kl186に切られる。 S K1295の 遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸・鉄淳・釘がある。

05号建物 (S B05、 第 6図 )

S B04の 南に並んで建てられている 2間 × 1間の東西棟建物で、 S P 1202に は柱根が残る。 S B04

と同時存在 したと考えられ、主屋と作業場の一連の建物である可能性がある。

06号建物 (S B06、 第 6図 )

X49Y60付近にみられる 1間 ×2間の東西棟建物で東側には 1間 (1.2m)の 庇が付 く。またSE

315。 309,304のいずれかがこの建物と関係すると思われる。建物の西側にあるS K 1349は、この建

物などからの排水を処理するための溜舛状の土坑と考えられる。

07号建物 (S B07、 第 7図 )

X52Y49付近にある2間×2間の東西棟の方形総柱建物で、西側に庇 S A04下層に示した S E482、

S A06が付 くと考えられ、中でもS A06は井戸の上屋と思われる。また、上層遺構の S D600が この

建物と関係すると考えられる。この建物敷地にみられる土坑・溝は、建物に関係する物ではなく後か

ら作られたと考えられる。重複関係は S P496<497、 S P498<499、 S P 508>507が ある。

08号建物 (S B08、 第 7図 )

S B07の下層から検出された 1間 ×2間の東西棟建物で、 S P557は上層の穴であり、下層の物と

は異なるが柱穴があると推定しSPと した。また、Ith S A06が付 くかもしれない。

′,
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溝

下層の溝は、性格がはっきりしない物が多く、区画溝やつ,水と考えられる例は少ない。

1285号溝・94号溝 (S D 1285。 94、 第 8・ 9図 )

調査区東側にみられる一連の溝で、幅40cm、 深さ20cmの規模。X57Y80付近で 8mの方形区画を

作 り、北側と西に延びる。区画内には建物はみられないがなにかを区画する溝と考えられ、性格は不

明。遺物には中世土師器・珠洲がある。重複関係は、S D 1285<S K108。 109、 S D94<S E01・ 82、

S D94>S D296で ある。

■80号溝 (SD■ 80、 第10図 )

S D226の下層からみつかった溝で幅30cm～ 70cm、 深さ2cmの規模で南北にはしる。 S D519と の間

約 8mの幅の中にS B04・ 05が建つ。やや南に離れるが S E 205は この建物に付属するかもしれない。

またSK■ 83は排水用の溜枡の可能性がある。遺物は中世土師器・珠洲・瀬戸がある。

1150号溝 (S D l150、 第12図 )

X49Y54付近をS D l151に 平行 して南北にはじる幅40cmほ どの浅い溝で、遺物には、中世土師

器 。珠洲がある。
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第Ⅲ章 清水島H遺跡

1151号溝 (S D l151、 第12図 )

SD■ 50と平行にみられる幅20cmほ どの浅い溝で、遺物には中世土師器がある。この 2条の溝は

側滞のような性格か。

600号溝 (S D600、 第12図 )

南西から幅50cmほ どで続き最大幅 3mと なり、X50Y48付近ですぼむ水溜状の遺構で、上層では

北西側の先端を3mほ ど埋め石を組んでいる。遺物には中世土師器・珠洲・瓦質橋鉢がある。15世紀

後半か。

460号溝 (S D460、 第14図)           
′

墓域と集落部分を区画する為の溝と考えられ、 S D600同様中央部が膨らみ池状となる。この墓域

東端部分は、建物は確認できないが井戸や柱穴状の穴が多くみられ、始めは集落の一部となっていた

が、墓域の拡大により移動したと思われる。遺物には中世土師器・珠洲・八尾 。越前・青磁・瀬戸 。

塔婆・砥石・バンドコ・釘などがある。15世紀後半以降。

567号溝 (S D567、 第15図 )

X57Y48付近にある一辺約 6mの方形に巡ると考えられる幅1.3m、 深さ50cmの 溝で、内側には特

に施設はみられないが盛土 (15cm)がされており塚状となっていたようである。このような方形の

溝は、屋敷地内や集落の中に設けられ、墓地などとして利用されていた例が知られているがここでは

確実な根拠は認められない。遺物には中世土師器・八尾・瓦質悟鉢・釘がある。14世紀後半以降。

1010号溝 (S D 1010、 第15図 )

X61Y47付近で東西にみられる溝で、集落の北側を区画すると考えられる。この溝から北側に行く

と遺構はみられなくなる。規模は幅約 lm、 深さ約45cmである。また上層では、 S D572が流路がそ

のままで溝上に存在し、S K571を 切り、 S D 5731こ切られる。遺物は中世土師器 。人尾がある。

井戸

井戸は中世の物をこの項で扱うこととする。井戸には木組と石組の物があり、石組の例は殆ど右回

りの螺旋積みである。

1265号井戸 (S D 1265、 第17・ 21図 )

上層の遺構をはずして検出された縦板組隅柱横桟組井戸で、最下段の横桟から下の部分が残る。水

溜には曲物が入れられていたと推測されるが残っていない。井戸側は、0.5m× 0,7mの長方形で、深

さ約 lm、 掘り方は平面形が1.5mの 円形である。遺物には、中世土師器がある。時期は14世紀後半

か。

205号井戸 (S E205、 第17・ 23図 )

X49Y69に みられた縦板組隅柱横桟組井戸で、2段の横桟から下が残る。水溜には曲物が入れられ、

井戸の周 りには大きな河原石が敷かれている。井戸側は60cmの 正方形で、深さ約1.3m、 掘 り方は約

2mと大きい。また、井戸の周 り2mほ どに整地が施されている。遺物には、中世土師器 。珠洲・下

駄・版木・箸がある。時期は14世紀後半から15世紀頃。

32号井戸 (S E32、 第17・ 21図 )

X55Y77に みられた石組井戸で底面から右回りの螺旋状に河原石をほぼ垂直に積み上げている。直

径は上部で1.2m～ 1.4m、 底で約 lmで、深さは1.2mで ある。掘 り方は大きく2.2mである。遺物には

中世土師器・珠洲・八尾・砥石・箸・櫛 。板材・漆器・入隅足付折敷・桃・瓜の種などがある。また、

S P40に 切られる。 S P40は S B09の柱穴で、このような楕円形の柱穴を持つ建物は16世紀後半から

」j



2遺 構

v世紀にみられることから、それ以前となる。

482号井戸 (S E482、 第18。 21図 )

X52Y51に みられた石組井戸でSBに伴うと考えられる。直径はα7m～ 0.8mで、深さli5mである。

石は右回りの螺旋積みとなつている。また、井戸の周り1.ま、薄い盛土と整地がなされている。掘り方

は1.5mである。遺物には中世土師器・八尾・瀬戸 。青磁・五輸塔・バンドコがある。時期は15世紀

後半～16世紀初め頃。

675号井戸 (S E675、 第18・ 31図 )

X34Y39の墓域の中に作られた.石組井戸で直径0,7m× o.9m、 深さ約1.4mである。石は右回りの螺

旋積みである。掘り方は大きくlBmである。遺物には釘がある。時期は15世紀以降む

4■号井戸 (S E411、 1第 18・ 36図)

X35Y53にある石組井戸で、直径ほぼ0,9m、 深さ1.lmの規模で、掘り方は2mである。石は右回
―

りの螺旋積み。遺物には漆器椀がある。

304号井戸 (S E304、 第15・ 25図)

X50Y57にみられた石組井戸で上にS K302がのっておりその上坑を据り下げて検―出した。直径0,8

mの円形で、深さ約1.24、 掘り方の大きさが1.7mである。石は右回りに螺旋積みされる。遺物には

中世上師器・珠洲・瀬戸がある。時期は15世紀末から16世紀初め。

309号井戸 (S E309、 第19・ 25図 )

X53Y59にみられた石組井戸でS E315に切られる。南側の石組は理め戻す際に抜き取られ、埋土

の上層部には拳大の石がぎっしり入っていた。直径は1残存部で約0,8m、 深さlmである。掘り方は

約2mである。遺物には中世土師器がある。時期は15世紀末～16世紀初め。

315号井戸 (S E315、 第19。 25図 )

S E304の南側にある石組井戸で、上部の石が抜かれ、埋められている。直径は0,8m～ lm、 深さ

1.2m、 掘り方は2,2mである。遺物には中世土師器・珠洲 。瀬戸・青磁・毛抜き ,刀子・釘・箸があ

る。時期は16世紀中頃か。

土坑

285号土坑 (S K285、 第12図 )

X51Y52にある長辺l.lm、 短辺0.5m、 深さ10cmの隅丸長方形の上坑で、遺物には中世土師器があ

る。遺構の性格は不1明。時期は15世紀～16世紀。

314号土坑 (S K314、 第■図)

X53Y55に ある長邊 m、 短迎 .2m、 深さ0.7mの楕円形の上坑で、稽鉢状の断面となる。井戸の石

を抜いて理めた可能性がある。遺物には中世土師器 。青磁・瓦質火鉢・石自がある。

509号土坑 (S K509、 第12図 )

X55Y53に ある直径約0.5m、 深さ20cmの 円形土坑で、 S D 1037の際にある。遺物には中世土師

器 。青磁・ 小柄がある。時期は16世紀初め～中頃。

■07号土坑 (SK■07、 第11図―)

X52Y61にある長辺0`8m、 短辺0.5m、 深さ30cmの 隅|九長方形の上坑で、遺物には中世土師器があ

る。S(1lC16・ 1108を切る。性格は不明。時期は13世紀～15世紀。

■■号土坑 (S Kllll、 第■図)

X52Y60に ある長辺0,9m、 短辺0.5m、 深さ約35cmの楕円形の上坑で、中に礫が入つていた。遺物

Fび
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2遺 構

には中世土師器がある。性格は不明。15世紀後半～16世紀。

1115号土坑 (S Kll15、 第10図 )

X53Y62に ある長辺約lm、 深さ30cmほ どの不整形な土坑で、中に30cmほ どの礫が入れられている。

遺物には白磁角杯・釘がある。

■18号土坑 (SK■ 18、 第10図 )

S Kll15の北西約 lmにある直径約40cm、 深さ35cmほ どの柱穴状の土坑で、中世土師器が出上し

ている。性格は不明。時期は16世紀前半。

1127号土坑 (S Kl127、 第11図 )

X51Y59にある長辺lm、 深さ約30cmの不整形な土坑で、遺物には中世土師器がある。 S B06と の

関係はわからない。重複関係は S K1172、 S D l125を切る。時期は15世紀末～16世紀。

1129号土坑 (S Kl129、 第11図 )

SBの西側 X51Y58に ある0.8m× 0.7m深さ約40cmの 円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

■31号土坑 (S Kl131、 第■図)

X50Y57に ある長辺0.8m× 0。 7m、 深さ約40cmの 円形土坑で、遺物には中世土師器 。珠洲がある。

1136号土坑 (SK■ 36、 第11図 )

X50Y57に ある0.8m× 0.6m、 深さ15cmほ どの土坑で、中世土師器が出上している。重複関係はS

Kl136を切 り、 SK■ 371こ切られる。15世紀以降。

1141号土坑 (S K l141、 第12図 )

X54Y48に ある30cm× 40cm、 深さ約45cmの柱穴状の土坑で、珠洲鉢が出上している。

1148号土坑 (S K l148、 第11図 )

X49Y55に ある2m× 1.5m、 深さ約20cmの 竪穴状の上坑で、遺物には、中世土師器・珠洲がある。

重複関係は S Kl1491こ 切られ、S K1166。 1167を切る。時期は15世紀。

1149号土坑 (S K l149、 第■図)

X49Y55にある一辺1.9m、 深さ約10cmの 竪穴状の上坑で、遺物には、中世土師器・珠洲・八尾・

釘がある。重複関係は S K l148を切る。時期は15世紀末～16世紀。

1152号土坑 (S Kl152、 第12図 )

X49Y54に ある幅0.5m～ 1.5m× 4.5m、 深さ約15cmの浅い溝状の上坑で、遺物には、中世土師器・

珠洲がある。重複関係はS Kl153・ 1168に切られる。時期は15世紀後半以降。

1183号土坑 (S Kl183、 第10図 )

X57Y64、 SBの西側にある2.9m× 2.6m、 深さ約30cmの 円形土坑で、遺物には、中世土師器・珠

洲・瀬戸 。白磁がある。重複関係は S K1361を 切る。時期は15世紀後半以降。

■94号土坑 (SK■ 94、 第10図 )

X53Y65に ある0,7m× 0.4m、 深さ約30cmの上坑で、遺物には、人尾鉢がある。重複関係はSK

1195を切る。

1196号土坑 (SK■ 96、 第10図 )

X53Y66に ある直径約 lm、 深さ約30cmの 上坑で、遺物には、口金具がある。重複関係はSK
l197に切られる。

1249号土坑 (S K1249、 第 8図 )

X56Y78に ある直径約20cm、 深さ約3cmの柱穴状の上坑で、遺物にはバンドコがある。重複関係は

20



第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

S Kl197に 切られる。

1295号土坑 (S K1295、 第10図 )

X55Y65に ある 3m× 4m以上、深さ約30cmの竪穴状土坑で、 S B04に 関係すると考えられる。

遺物には、中世土師器・珠洲・瀬戸・釘 。鉄津がある。重複関係は東側をS Kl186に 切られる。15世

紀末～16世紀前半。

1349号土坑 (S K1349、 第11図 )

X51Y56にある3m× 6m以上、深さ約20cmの 竪穴状土坑の中に直径約2.4m、 深さ約40cmの井戸

状の上坑を作る。この深 く掘られた土坑の中には大量の河原石が投げ込まれている。同様の上坑 SK

314と 同じ性格 と考えられ、排水を一時ためる溜枡的な施設としておく。遺物には、中世土師器・珠

洲・八尾・瀬戸 。青磁 。白磁・バンドコ・砥石・釘・鉄津がある。時期は15世紀末～16世紀前半。

1351号土坑 (S K1351、 第■図)

X53Y59にある0,7m× 0.5m、 深さ約15cmの土坑で、遺物には、中世土師器がある。重複関係は S

K1352を切る。時期は15世紀末～16世紀初め。

1352号土坑 (S K 1352、 第11図 )

X54Y59に ある一辺 2m、 深さ約15cmの隅円方形の竪穴状土坑で、遺物には、内黒土器がある。

重複関係は S E309、 S K1351に 切られる。

1361号土坑 (S K 1361、 第10図 )

X56Y63に ある規模 2m、 深さ約10cmの不整形な土坑で、遺物には、中世土師器・珠洲・瀬戸が

ある。重複関係は S D l180を 切る。時期は16世紀中頃。

1363号土坑 (S K1363、 第12図 )

X50Y49の S D600の 中にみられる直径約30cm、 深さ約20cmの柱穴状の上坑で、遺物には、中世土

師器・瓦質悟鉢がある。

中世上層

58号溝 (S D58、 第21図 )

調査区の最も東側に南北にある幅0.5m、 深さ10cmほ どの溝で、東西 S D59に切られる。北側は緩

く東に曲がっている。区画溝的な性格か。遺物には中世土師器・珠洲がある。時期は14世紀後半～15

世紀。

59号溝 (S D59、 第21図 )

調査区の最も南東側にある幅0.5m、 深さ20cmほ どの溝で、 S D58を 切る。西側はX56で撹乱によ

りはつきりしないが西側にみられるS D94に 続 く可能性がある。水路的な性格か。遺物には中世土師

器・珠洲がある。

94号溝 (S D94、 第21図 )

X55Y80～ X72Y72にかけてみられる幅0.5m～ 0.7m、 深さ5cmほ どの溝で、 S D 161、 S E01・

82に切られる。水路的な性格か。遺物には中世土師器 。珠洲がある。14世紀頃か。

161号溝 (S D161、 第22図 )

S D94に添うようにみられる幅 lm、 深さ10cmほ どの溝で、 S D94の後の流路とも考えられる溝

でS E01・ 82な ど近世遺構に切られる。遺物には中世土師器 。珠洲・青磁 。青花・釘がある。16世紀。

226号溝 (S D226、 第23図 )

X50Y70～ X57Y64にかけてみられ、北流する幅 lm、 深さ25cmほ どの溝で、 S D519と 平行して

2′
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第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

みられることから2本の溝に爽まれた部分は道である可能性がある。遺物には中世土師器・珠洲・八

尾・瀬戸 。青磁がある。時期は15世紀以降。

281号溝 (S D281、 第25図 )

X54Y62付近にみられる幅30cln～ 50cm、 深さ5cm～ 15cmほ どの溝で、平行してみられることからS

D279。 280。 281・ 267な どは畑の柵の可能性がある。遺物はS D281から中世土師器が出上している。

460号溝 (S D460、 第36図 )

X36Y56付近から幅約 lmで始まりX39Y52で幅 3m、 長さ3m、 深さ0.67mほ どの水溜状となる

溝で、中世下層にもみられる。またX39付近では左岸に土止めの礫が当てられている。この東にある

S D600と 同様の造 りとなっている。遺物は中世土師器・珠洲・八尾 。越前・青磁 。瀬戸・石塔婆・

砥石・バンドコ・釘 。板材が出上している。15世紀後半以降。

463号溝 (S D463、 第36図 )

X41Y50にみられる東西の溝で、幅0,7m、 深さ約30cmほ どの溝で西側の墓地から続 くと考えられ、

S D638と 平行してみられることから2本の溝に爽まれた部分は道であり、集落から続 く墓道である

可能性が高い。この道には土坑が後から作られていることから墓域の拡大に伴い使用されなくなって

いる。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸・釘 。鉄淳がある。15世紀後半以降。

o           1           2m

第19図  遺構実測図
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ユワ5Y4/1黄灰色砂興シルト (5/2暗灰黄色砂 炭蔵合)
2ワ 5Y4/1黄 灰色砂質シルト G″暗灰黄色砂含)
325Y9/1黒 灰褐色砂質ンルト (炭粒含)
42うY4/2残灰黄色砂 (4/ユ黄灰色砂50% 酸化鉄0

ユラ5Y71賣灰色砂質シ″卜 (炭凝含)
2ク 5Y4/1黄灰色砂質シルト (療粒含)
3ワ 5Y4/ユ黄灰缶砂質シルト (炭粒合 底部にレ■)
4ワ 5Y71黄灰色砂質シルト (2・OY5/2暗灰責色砂 廃位 酸化鉄含)

SD210
125Y4/2暗 灰黄色砂質ンルト (レキ合)
225Y5/2暗灰黄色砂レキ
325Y5/1暗灰責色砂質土

SK212
125Y5/1責 灰色砂質ンルト
Z95Y5/1責灰色砂質ンルト
325Y4/1責灰色砂質ンルト

125Y4/2暗 灰黄色砂質シルト (炭粒含)
225Y4/1責 灰色砂質シルト (災粒含)
8ワ 5Y4/1責灰色砂質シルト (及粒含 /H部 にレ■)
425V4/1資 灰色砂質シルト (2Ⅳ5/2暗灰黄色砂 炭粒
醐 ヒ鉄合)

SK26S

聰y
12うY4/ユ責灰色砂質シルト
(炭泣 酸イヒ鉄合)
ワ25Y3/2黒 獨色砂質シ″ト
(炭粒 蹴 ヒ鉄含)

SK314
ユ25Y4/ユ 寅灰色砂質シルト (炭粒 酸化鉄含)
,25■ 4/ユ黄灰色砂質シルト (25Y暗灰黄色砂 酸イヒ鉄含)
32●●Y4/ユ 黄灰色砂質シルト (酸化鉄多含)
425Y3/ユ黒褐色砂質シルト (酸化鉄 レキ含)
5 25YO/ユ 賠黒褐色シルト (酸化鉄 レキ含)

SK279
1わYVI黄灰色砂質シルト
(炭粒 酸化鉄含)
225Y4/1黄灰色砂質シルト
(2う Y5/2暗灰黄色砂 災粒 酸化鋏含)

躙2V
lワ 5Yνl責灰色砂質シルト
125Y6カ 灰黄色砂40% 醐 ヒ鉄含)
ワワ5Y5/2暗 灰黄色砂質ンルト (酸化鉄0
325Y3/2黒 褐色砂レキ 同色砂質■50%

l Z5Y4/1黄 灰色砂質ンルト

(25Y5/2暗 灰貨色砂 炭粒 酸化鉄含)
225Y3/2黒 褐色砂質ンルト
(炭粒 酸化鉄含)

SK546

SK500
125Y4/1費 灰色砂質シルト
(炭粒 酸イヒ鉄含)
225Y4/1黄灰色砂資シルト
(炭粒 酸イヒ鉄含)
32うY4/1費灰色砂質ンルト
42うYVl費灰色砂質シルト
(2う Yν叛 黄色砂 レキ含)

SK546                       SK547
125Y4/2暗 灰黄色砂質シルト
(つ Or5カ 暗灰黄色砂40% 炭粒 酸化鉄含)
22うY4/1資灰色砂質シルト (炭粒 酸化鉄含)
995Y3/2黒 褐色砂質ンルト (炭粒 駿化鉄含)
42うW4/2暗灰黄色砂質シルト
(ワ 碇▼2暗灰黄色砂50% 災粒 酸化鉄含)

輛一‐６
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輛一い
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(酸化鉄含)
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SK564

125Y71黄灰色砂質シルト
(炭粒 酸化鉄0
225Y5/2暗灰黄色砂質シルト
(酸化鉄含)
825Y5/2暗医黄色砂質シルト
(皮粒 酸イヒ鉄含)
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2遺 構

464号溝 (S D464、 第36図 )

X38Y55付近にみられる幅約0.5m、 深さ15cmほ どの東西溝で、 S D460や 土坑を切っている。この

ことから、中世末から近世にかけての溝と思われる。遺物は中世土師器・八尾が出上している。

465号溝 (S D465、 第14図 )

S D460の高側の下層にみられる幅約0.7mほ どの南北溝で、 S D460に先行する。遺物は中世土師

器が出土している。15世紀後半以降。

519号溝 (S D519、 第24図 )

S D226と 平行する幅約1.28m、 幅0.7mほ どの南北溝で、 2条の溝の間は道になる。また、溝は東

に屈曲するようである。溝内には、礫が投げ込まれている。遺物は中世土師器 。珠洲 。人尾・砥石が

出上している。

567号溝 (S D 567、 第28図 )

X55Y47付近にみられる幅約 lm～ 3m、 深さ0.5mほ どの方形に巡ると思われる溝で、溝に囲ま

れた内部は20cmほ どの盛土がみられ、琢状になっていたと思われる。いわゆる方形周溝遺構で、塚

や墓などとされる例が多い。遺物は中世土師器・八尾 。瓦質悟鉢・釘が出上している。15世紀以降。

574号溝 (S D574、 第15図 )

S D 572の 北側に平行する幅約 lm、 深さ40cmほ どの東西溝で、集落の北側を区画する溝と考えら

れ、 S K571を 切る。遺物は中世土師器・珠洲・砥石が出上している。

583号溝 (S D583、 第12図 )

S D600の東側に添っていき西に曲がる幅約0.5m～ 0,7m、 深さ35cmほ どの溝で、水溜状となるS

D600の排水を処理する溝と考えられる。遺物は中世土師器が出上している。15世紀後半以降。

600号溝 (S D600、 第12図 )

南から幅約 lm、 深さ35cmで流れ、北西で幅 3mと 大きく膨れる水溜状の遺構で、北側の壁には

大きな河原石を2段積む。同様の施設にS D460がある。遺物は中世土師器・珠洲・瓦質橋鉢が出土

している。15世紀後半以降。この溝も下層から検出される。

638号溝 (S D638、 第34図 )

X35Y41付近にみられる幅約0.8m、 深さ45cmほ どの東西溝で、 S D463な どと伴に集落からの道路

の側溝と考えられる溝で、S D749と 同時にあったと思われるが S D638がやや先行する。遺物は無い。

747号溝 (S D747、 第29図 )

X28Y30付近にみられる幅約0,7m、 深さ10cmほ どの東西溝で、性格は不明。遺物は人尾がある。

749号溝 (S D749、 第34図 )

北から集石 S X895に向かう道路の側溝と考えられる幅 1～ 1.8m、 深さ約40cmの溝で S X896の所

で東に折れる。東に折れた部分は後に盛土され、土塁状に作 り替えられ、幅0,7m、 高さ30cmほ どの

盛土が確認できた。また、 S D463・ 638,768が流れ込む。 S D7491よ一部の上坑を切っており最初か

ら作られていたのではなく、墓地が作られてから少し時間が経ってから作られたようである。また、

溝が埋まってからも土坑が作られていることから、使用期間はかなり長期間に渡ったと推測される。

遺物は中世土師器・珠洲・瀬戸・白磁 。青磁・バンドコ・刀子がある。15世紀以降。

768号溝 (S D768、 第34図 )

X37Y40付近で S D749か ら東に向かう溝で一部を確認した。性格は良く解らない。遺物は中世土

師器・口金具がある。

孝イ



1 2FoY4/2暗 灰黄色砂質ンルト (炭粒 酸イヒ鉄含)
225Y71黄灰色砂質シルト (2う Y6/2X黄 色砂 酸化鉄合)
325Y4/1黄 灰色砂質シルト (2う Y6/2灰黄色砂 炭疵 謝 ヒ鉄含)
4わYS/1黄灰色砂質ンルト (?5Y6/2X黄色砂 炭粒 謝 ヒ鋏含)

12うYシ I黄灰色砂質シルト
(レキ 酸化鉄 焼■al
2つうY5/2暗灰責色砂質ンルト
(炭幾 焼■含)
325Y6/1黄灰色砂質と (焼土 レキ台)

SK760
195Y5/2暗 灰費色砂質ンルト (焼土 炭粒 聞 ヒ鉄奇
2ワうY5/2暗灰責色砂質シルト
(2う Y6/2X責 色砂質シルト 焼土 酸化鉄0

SK718
1わY5/1黄灰色砂質シルト(25Y6/2X黄色砂 酸化鉄含)
22うYVI責灰色砂質シルト(25Y6/2X責色砂 酸化鉄含)
a2BY4/1茶色い黄灰色砂質シルト (理位 酸化鉄合)
425Y5/1責灰色砂質シルト (酸イヒ鉄含)
525Y4/2暗灰責色砂資シルト
12う Y仄黄色砂 VtTヒ 鉄含)

12うY5/2暗灰黄色砂質シルト
(友粒 鞍イヒ鉄含)          SK869
ワ 2うY4/2暗灰黄色砂賓シ″卜      1 25Yν ワ暗灰黄色砂質シルト
(25Yν 2暗灰黄色レキ 酸化鉄含)    (酸 イヒ鉄含)
3ワうY4/1茶色い責灰色砂質シルト

SK830
125Y5/2暗 灰黄色砂質シ,ン ト (酸化鋲含)
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ー
SK717

SK707
125Y5/1責 灰色砂質シルト
(焼土 炭泣 聞 ヒ鉄含)
225Y5/1茶色い黄灰色砂質シルト
(炭粒 駿イヒ鉄含)
32,r5/2暗灰黄色砂質土
(25Y6/2X黄色砂レキ 炭粒 酸化鉄含)

SK716

SK759
1つうY5/2暗灰黄色砂質シルト
(炭逆 焼工 酸化鉄合)
22うYν叛 黄色砂質■ (酸イヒ銀合)

SK761

1,う Y4/1黄灰色砂質シルト

(25Y6/2反 黄色砂 炭粒 醐 ヒ鉄含)
125V5/1黄 灰色砂質シルト
●5Y5/2暗灰黄色砂レキ 聞 ヒ鉄含)
2 25Yt71黄 灰色砂質シルト (酸イヒ鉄含)
3Z5Y5/1黄灰色砂質シルト
(炭粒 駿化鉄含)
425Y4/2暗灰責色砂質シルト (酸化鉄含)

SK712
525Y5/1黄灰色砂質シルト
95Y5/1青 っはい黄灰色砂
質ンルト 酸化鉄含)
0ワ 5Y6/1費 灰色砂質土
725Y4/1黄医色砂質シルト
(酸化鉄含)
825Y4/1黄 灰色秒質シルト
(炭粒 酸イ七鉄含)

125Y5/1黄 灰色砂質シルト
125Y6/2X責色砂 戻粒
酸イヒ鉄含)
225Y5/1黄灰色砂質シルト
(酸イヒ鉄含)

3    sK754     8

呻
SK754
1 25Yν l黄灰色砂質シルト
(焼土 レ■含)

獅一４
一Ｊ獅一３

一グ

1 25YV2暗 灰黄色砂質■
(焼土 酸化鉄合)
225Y4/2暗 灰黄色砂質■ (酸化鉄含)
325Y5/2暗 灰黄色砂質■ (酸化鉄含)

獅一‐２下餡
獅一‐０

一ヴ

鯉
輌一９

輌一‐４

SK743
125Y5/1責 灰色砂質シルト
(え粒 酸イヒ鉄含)
225Y5カ暗灰黄色砂質ンルト

SK752
125Y5/2暗 灰黄色砂質シルト
(皮粒 焼土 酸化鉄含)
22576/1責灰色砂質■ (聞ヒ鉄含)

1つうY5/1責灰色砂質シルト (炭粒 酸イヒ鉄0

舞韓せ9怠9子静鉄ω任―――工__呵
m

SK755
1必YFO/2暗灰責色砂質ンルト
(酸化鉄含)
21より黄色い砂質土 (酸化鉄含)

SK842
125Yシ2暗灰黄色砂資土
(炭粒 酸イヒ鉄含)

SK757
1 2�υl黄灰色砂質シルト (焼と含)
22あ■2灰黄色砂質土 (焼土 レ■含)
325Y5/1責 灰色砂質土 (レキ含)
425Y6/2X黄 色砂質土 (酸化鉄含)

SK758
125Y5/2暗 灰費色砂質砂質シルト
(レキ 酸イヒ鉄合)

1 2FDY5/2暗 灰資色砂質シルト   125Y5/2暗灰黄色砂質シルト
(酸化鉄 レキ合)        (レ キ nIL鉄含)

輛
一〕一げ

獅
一″一が

SK761
125Y5/1黄 灰色砂質シルト (炭粒 醐 ヒ鉄含)
225Y5/2暗 灰黄色砂質シルト (炭粒 酸化鉄含)

SKB22
125Y5/1黄 灰色ンルト (皮粒 焼土 謝 ヒ鉄含)

丁獅一舅

12煎V3黄褐色砂質シルト
(炭粒 焼■Ⅲ 聞 ヒ鉄含)
225Y5/2暗 灰黄色砂質シルト
(酸化鉄含)

12う Y5/2暗仄黄色砂質シルト

(焼上卜 酸化鉄 レキ含)

獅
一２９一π 獅一２８

よ25Yシ ?暗灰黄色砂質ンルト
(酸イヒ鉄 レキ含)
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SK719    -___

125Y4/2暗 灰黄色砂賓シルト
(25Y6/2灰 黄色砂 炭粒 酸オヒ鉄合 )
2 2�V2黒褐色砂質シルト
(25W4/2暗 灰黄色砂 炭粒 酸化鉄含 )
325Y4/21よ り黒い暗灰黄色砂質シルト
(酸化鉄含)

12うY4/1黄灰色砂質シルト
(炭粒 焼土含 )

SK715

125Y5/2暗 医黄色砂賓シルト         1わ Y4/1黄灰色砂質ンルト
(25Y6/2X黄色砂酸化鉄含)        (焼 上炭粒憫財ヒ鉄含)
22うY4/2暗灰黄色砂質シルト         225Y4/2暗 灰黄色砂質ンルトG財ヒ鉄含)
(25Y6/2X黄色砂 焼土炭荘瑚ヒ鉄含)  325Y3/2黒 褐色砂賓シルト(炭粒酸化鉄含)
825Y4/2暗灰黄色砂質シルト(炭粒酸化鉄含) 4 25YV2暗反黄色砂質シルト
425Y4/2暗灰黄色砂質シルト(酸化鉄含)    (炭粒酸イヒ鉄含)

SK770        V'   38      SK771

22うYS/2暗灰資色砂質シルト
(25V6/2灰 黄色砂 焼土 醐 ヒ鉄含)
3つうY4/2暗灰責色砂質シルト

(20おつ灰責色砂 .焼主 酸イヒ鉄含)
425Y5/2黄色い暗灰責色砂質シルト
(酸化鉄含)

SK726          98'

S摩71
1 2SY5/1黄 灰色砂質シルト
(炭粒 焼土 酸イと鉄含)
2 2SYシ修暗灰黄色砂質土
(焼土 酸イヒ鉄含)
325Y5カ 暗灰黄色砂質土 (滅イヒ鉄含)

獅
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獅
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万帥獅一セ
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獅
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(25Y6/2灰 費色砂 炭蔵 焼土 酸化鉄含)
225Y5/2暗 灰黄色砂質土
(25Y6/2X黄色砂酸イヒ鉄含)

SK726
425望V2暗灰黄色砂質シルト
(焼■決粒捐財ヒ鉄含)
525コ /24より茶色い暗灰黄色砂資シルト
(え粒翻ヒ鉄含)
6 2fJY3/2黒 福色砂質シルト(酸イヒ鉄含)

冨
125Y5/ユ 黄灰色砂質上
(25Y4/1費 灰色砂質■ 焼土 炭粒
酸イヒ鉄含)

125Y5/1黄 灰色砂質ンルト(炭逆 焼上含)
225Y5/1黒 い責灰色砂質ンルト
(25Y5/と茶色い責灰色砂質シ,ント酸イヒ鉄含)
325Y71責灰色砂資シルト(炭粒 酸化鉄含)

125Y5/1黄 灰色砂質ンルト
(ワ研rν顔 責色砂 炭粒 焼■ 酸化鉄奮)
225Y5/1黄 灰色砂質■ (炭粒 酸化鉄含 )
3 25YFO/2暗 灰黄色砂質シルト

(25Yν 琢 黄色砂 炭粒 酸イヒ鉄含)

12「rツ1黄灰色砂質土
(あYν叛 責色砂質土 炭粒 酸イヒ鉄含)
2 2dr5/ユ 費灰色砂質上 (炭粒 激化鉄含)
32・●Y3/ユ 黒褐色砂質上
(郷 Y6/2灰黄色砂 炭粒 酸イヒ鉄 し■含)

SK843     45
輌
一４５一Ｔ守Ю獅一“

一Ｔ

125Y5カ暗灰黄色砂質土
(25Y3/1黒 獨色砂質■ 焼土 炭粒・BIヒ鉄含)
2 2ar5/ユ 黄lX色砂質■
(?5Y5/2暗 灰黄色砂レキ焼土 皮歳 酸イヒ鉄含)

SK776                      SK311
125Y5/1黄 灰色砂質土 (炭粒 酸化鉄含)525Y5/1寅 灰色砂質土
2 25YI/2灰 責色砂レキ          (炭 粒 酸化鉄含)
(25Yシ ユ灰黄色砂質土 酸化鉄 レキ台)
3Z5YO/ユ黄灰色砂質と (炭粒

“

財ヒ鉄含)
4多 5Y4/ユ黄灰色砂質シ,レト(酸化鉄含)

12うY5/2暗灰黄色砂質シルト(炭粒 酸イヒ鉄含 )
22う76/21A黄色砂質シルト(炭粒 酸化鉄含)
a2ぅvシ察 っtFtヽ暗灰黄色砂質ンルト(つ 5Y6カ灰資色砂 炭粒 酸イヒ鉄含 )
42うY5/2暗灰黄色砂質ンルト(25Y3/1黒 獨色砂質シルト戻粒 酸化鉄含)
52うY5/2暗灰黄色砂質■(,5Y3/1黒 掲色砂質土 炭粒 酸化鉄含)

獅一４６

摩獅一零

SK784 SK783 47   sK783   守'

ヤ
125Y5/ユ 費灰色砂賛ンルト(酸化鉄合)

SK784
4ワ 5Y4/1白っ1=い資灰色砂質シルト     825Y4/1責 灰色砂冤シルト(あY財療黄色ψ焼と炭粒醐ヒ鉄含)
(25Y6/2X黄色砂・炭粒 酸化鉄含)   9 25YO/2黒召色砂質シルト(愛 41焼■・PI瞭合)

0                            1                           2m

S温 5
1225Y6/2X責 色シルト(25Y4/2暗 灰資色砂質シルト酸化鉄含)
ユ325Y6/2X黄 色砂質土 (酸化鉄含)
ユ425Y4/2暗灰寅色砂質ンルト(酸化鉄含)
ユ5わY5/2暗灰黄色砂質シルト(酸化鉄含)
1625Y6/2X黄 色砂質■ (酸イと鉄含)
ユ7 2FDY5/2茶色い暗灰費色砂質上 (百財ヒ鉄合)
1825Y5/2暗 灰黄色砂質シルト(25Y6/2灰 黄色砂質■含)
1925Y5/2暗 灰賣色砂質土
21125Y4/1黄 灰色砂質シルト(酸イヒ鉄含)

SK787
825Y5/2暗 灰黄色砂質ンルト(戻粒 酸イヒ鉄含)
025V5/2黒 っt勲 暗ヽ灰黄色砂賓シルト(酸化鉄含)
1025Y5/1黄 灰色砂質シルト(酸イヒ鉄含)
■ 25Y4/2暗 灰黄色砂質シルト(酸化鉄含)

SK851     50鷹獅一ｍ
一ＴЮ獅一ｏ

SK846   52

SK850
1 25YFO/ュ 言っI熟 黄ヽ灰色砂質■(酸化鉄含)
225Y6/1黄 灰色砂質土(炭粒該イヒ鉄含)
325Y6/1茶色っlFIヽ費灰色砂質シルト(醐ヒ鉄含)

単    SK885

425Y5/2黒っI頚 暗ヽ灰資色砂質ンルト
(酸化鉄含)
525筐説 暗灰色砂質■
(酸化鉄含)

SK851
62W5/2暗灰黄色砂質■(酸化鉄含)
仏2W5/2黒い暗灰黄色砂質■(炭蔵酸イヒ鉄含)

SK847
825Y5/2灰 色がかった暗灰黄亀秒質土
(酸イヒ鉄含)

獅一ψ一＝

SK84S                          SK346
125Y4/2暗 灰黄色砂質土(焼土坊9立 酸化鉄合) 3 25Yν 2暗灰黄色砂質土
225Y4/2暗 灰黄色砂質土(災粒酸化鉄奮)     (災 粒残土譲イヒ鉄合)1ワうYν叛 責色砂質ンルト(駿イヒ鉄含)

2クうY5/2暗灰黄色砂質土 (酸イヒ鉄含)
3ワうY5/2暗灰黄色砂質土 (2よ り黄色い綱財ヒ鉄合)
42うY5/24色 力排った暗灰黄色砂(酸化鉄合)
52うYV2暗灰黄色砂興シルト(炭逆酸イヒ鉄含)
02`Yν参 色っI爵 暗ヽ灰費色砂質上(激イヒ鉄含)
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SK724            1 25Y4/1黄灰色砂質ンルト
125Y6/2X責 色砂質土
(焼土 酸化鉄含)

SK308
225Y5/2暗灰黄t砂質シルト
(酸イヒ鉄含)

1,うY4/2黒っt勲 暗ヽ灰要色砂質シルト  525Y4/1赤 泰けた黄灰色砂質■     1025Y4/2暗灰贅色砂質ンルト(酸イと鉄含)
(25Yν琢 黄色砂合)         (炭 粒 焼土 酸化鉄含)        sK783
2僣
蓼χ男妥雲彊認鴇岳患焼土 醐 ヒ鉄ω

°

鶴 鰯 戻栽 醐 ヒ鉄合)と珊 甕湊色歌紹 雰 翻 望$)
3ワうY5/1黄灰色砂質■        725Yシ I責灰色砂質シルト        1925Y3/2黒 召色砂質シルト(2570/2灰 女色砂 酸イヒ鉄含)
(25Y6/2X黄色砂 廃位駿化鉄含)   (25Y6/22責色砂レキ駿イヒ鉄含)   14わ Yウ螺 つt説 暗ヽ灰貨色砂質シルト(わVV荻資色砂・HIヒ鉄含)
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SK648

125Y5/2暗 灰黄色砂質シルト       4つ 5W4/2暗灰責色
(25Y4/1黄 仄色砂質シルト鬱化鉄 炭蔵含) 砂質シルト
225Y4/1黄灰色砂質ンルト         (炭 粒含 )
(25Y5/2暗灰黄色砂質シルト炭粒 酸化鉄含 )
325Y4/2暗灰黄色砂質シルト
(25Y5/2暗 灰黄色砂質シルト炭粒 酸イヒ鉄含 )

03立 焼土栖財ヒ鉄合)
225Y4/1黄灰色砂質ンルト
(2 roY4/ユ 黄灰色砂レ■ 焼土炭粒含)

125Y5/1責 灰色砂質シ″ト
(25Y骸琢 黄色砂ウ研立焼土 酸イヒ鉄含)
22うYν l黒つI勲 黄ヽ灰色砂質シルト
(25Yν 2Fx費色砂 炭粒 焼土 酸化鉄含)
82うY4/1黄灰色砂質ンルト

120と 5/1責灰色砂質シルト
(25Yν 琢 黄色砂 酸化鉄含)
225Y5/ユ賣灰色砂質シルト
(25Yν 琢 黄色砂 炭粒・酸イヒ鉄含 )
325Y4/2暗 灰黄色砂質シルト
(25Yν琢 黄色砂 炭粒 該イヒ鉄含)

11?う Y5/1黒っt勲 費ヽ灰色砂質シルト
(25Y6/2X黄色砂 炭粒 焼土 醐 ヒ鉄含)
2Z5Yνl黄灰色砂質ンルト
(2W6/2k黄 色砂 皮粒 酸イヒ鉄含)
325Y5/黄灰色砂質シルト

獅一・３一２鮒獅一‐２
SK665 獅一‐５

一ｒ籠

ユワうY5/1黄灰色砂質ンルト(レキ酸化鉄合)
ワ26YVl黄灰色砂質シルト
(2う Yν2灰黄色砂 焼土 酸イヒ鉄含)
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SK704         ワ6獅一％
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SK682

獅一必一〃獅一２７

SK668
525Y5/2暗 灰黄色砂質シルト
(酸イヒ鉄含 ) 425Y4/1茶 色い黄灰色砂質シルト(25Yν琢 黄色砂 酸化鉄含)

SK671 輌一２‐一那獅一釣
SK681     21

SK682
125Yン2暗灰黄色砂質上
(ワ5Y6/2灰黄色砂 炭粒 酸化鉄含 )

1つ 5Y5/2暗灰黄色砂質シルト     SK701
(2う Y6/2灰黄色砂 炭粒捐猶ヒ鉄含) 3Z5Y5/2暗反黄色砂質ンルト
22うY5/1責灰色砂質シルト       (25Y6/2灰 黄色砂 酸イヒ鉄合)
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125Y4/2暗 灰黄色砂質ンルト
(焼土 炭粒 酸イヒ鉄含)
225Y4/1黄灰色砂質シルト
(2誠6/2灰 黄色砂 友粒 酸化鉄含)
320■力暗灰黄色砂質シルト(災粒 酸イヒ鉄合)
425W4/2暗灰黄色砂質シルト(酸化鉄含)

1参5Yシユ黄灰色砂質シルト
(25Yν 琢 黄色砂 炭粒 酸化鉄含)
2 25Yνユ黄灰色砂質シルト
(25Yν 2仄黄色砂 炭粒 醒 ヒ鉄含)
325V4/2暗 灰費色砂質シルト
(25Y骸仄黄色砂 酸化鉄含)
42576/2灰 黄色砂

SK647 SK648 SK649 SK650 SK652 SK656
SK667  SK668  SK676  SK674  SK671  SK680
SK700 SK701 SK702 SK703

125Y4/1黄 灰色砂質シルト(25Y6カ灰費色砂 皮粒 酸イヒ鉄含)
225Y4/1黄 灰色砂質ンルト(炭粒含)
32,rン1黄灰色砂質シルト(25Y6/2X責色砂 酸化鉄含)
4 25Yν2黒獨色砂質シルト(酸イヒ鉄含)
525Y34/2黒 褐色砂質シルト(謝ヒ鉄 炭粒含)

SK659  SK660  SK662
SK681 SK696 SK682

125Y5/1責 灰色砂質シルト(酸化鉄含 )
2 2ar5/ユ 黄灰色砂質シルト(2Nヽ′2灰黄色砂ウ研立酸イヒ鉄含)
325Y5/1黄 tい費灰色砂質シルト(酸化鉄含)

耐

卜
� 廠 訂

=プ

 聴 更 デ

▼

125Yシユ黄灰色砂質シルト

SK667                        0レ △な。

(25Y5/ユ黄灰色砂質ンルト焼土 炭Xt含 )
225Y4/ユ黄灰色砂質ンルト(炭荘含)

SK667
125Y5/1黄 灰色砂質シルト
(2う Y6/2灰黄色砂 駿イと鉄含)
2 25YO力灰黄色砂質シルト
(2う Yν l黒禍色砂賓シルト酸化鉄合)
32うY7を灰黄色砂質土
(つうY5/2暗灰黄色砂質土 酸イヒ鉄含 )
42うY7/2灰黄色砂質土 (酸化鉄含)

125Y4/ユ 黄灰色砂質ンルト(あ Y6カ灰黄色砂ウ晰立焼と 酸イヒ鉄含)
ワワ5Y4/2暗灰黄色砂質シルト(25Y6/1費 FAt粘土質シルト含)
3つ 5Yr。/1黄灰色砂質シルト(2可6/2FA黄 色砂 酸イヒ鉄 炭粒 レ■含)
(2おY4/2暗灰黄色砂質土

~11:::::::::;:III二ニラ7~     ~::::ii:i::fi:ii::::';ラ /~   s

i‰鈎綱争に魏
鶏Ⅷ絢甲ユ

42煎4′2暗灰黄色砂質土 (25Y6胞灰責色砂 酸化鉄含 )
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SK622
125Y4/ユ 費灰色砂質シルト
(2う Yν2灰黄色砂炭粒酸化鉄含)

SK640
125Y5/1黄 灰色砂質シ,ント(残土酸化鉄含)

SK623
125Y5/2暗 灰黄色砂質シルト
(25Y6/2FA黄 色砂 酸イヒ鉄含)
225Y4/2暗 灰責色砂質シルト
(25Y6/2灰 責色砂 酸1ヒ鉄含)

SK624
1 25Yν2暗灰責色砂質土
2 25YFO/2暗 灰黄色砂質シルト(6′琢 黄色砂レキ酸イヒ鉄合)
3 25YF。 /1黄灰色砂質シルト(炭粒含)
4わ Y4/2暗灰黄色砂質シルト(炭蔵合)

獅一７
一
げ獅一６

一
げ獅一５

輌一Ю
一
げ

鯉
獅一Ｂ

SK625
l Z5Y5/1黄 灰色砂質ン,レト(戻粒酸イヒ鉄含)
2 25YFO/2暗 灰資色砂質土(25Y6/2医 黄色砂レ■酸イヒ鉄合) SK629             SK630

125Y4/2暗 灰黄色砂質シルト 325Y4/ユ 黄灰色砂質シルト
(友 酸化鉄合)       (炭 粒酸イヒ鉄含)
22いとVl責灰色砂質ンルト  425Y4/2茶 色い暗灰黄t砂質シルト
(炭蔵謝 ヒ鉄含)      (酸 イヒ鉄含)

525Y4/2X色 の暗灰責色砂質シルト
(酸イヒ鉄含)

SK639
125Y4/1責 灰色砂質土(2 FOY6/2X色 砂レ■ 酸イヒ鉄含)

18   sD812

125Y4/2暗 灰資色砂質ンルト(25Y6/2仄 黄色砂 炭粒 酸化鉄含)
2 25Y lよ り黒っIれ 暗ヽ灰責色砂質シル(25Y6カ 灰黄色砂 酸化鉄含)
325Y3/2黒 獨色砂質ンルト(酸イと鉄含)
SD631
4 2rJYシ I黄仄色砂質)ント(炭粒朗と鉄含)
52W4/2暗灰費色砂質ンルト(2ar6/2灰 黄色砂酸イと鉄含)

SK634
125Y5/1黒 っ

`れ
責ヽ灰色砂質シ,レト

(25Y6カ灰賓色砂レキ駿化鉄含)
SK635
225Y5/ユ黄とい責灰色砂質ンルト(酸イヒ鉄含)

SK637
12うYジ I黄灰色砂質シルト(25Y6/2X資色砂 災粒酸化鉄合)

SK663
125Y5/ユ 黄灰色砂質ンルト
(25Y6/2灰黄色砂焼主炭粒酸化鉄含)

SD638 lr   12       sK640 SK663            14

獅
一‐４一ＥЮ

獅
一‐３一２

十

SK641
125Y72暗灰黄色砂質シルト
(25Y6/21X黄色砂焼土炭粒酸化鉄含)

125Y4/1黄 灰色砂質シルト
(25Yνワ灰寅色砂指射ヒ鉄含)
225Y4/ユ 黒っI燕 費ヽ灰色砂質シルト
(25Y躍灰黄色砂含)
325Y4/2暗 灰黄色砂質ンルト(酸イヒ鉄含)
4 20Юρ黒褐色砂レキ

ア獅一‐７
一Ｅ獅一・５

輌一孤丁
摩軸一知

一げ獅一・９

SK664

SK664
1 2ar4/2暗 灰責色砂質ンルト
(25Yνワ暗灰黄色砂質シルト酸化鉄含)

第35図  遺構実測図
SK620 SK622 SK623
SK637  SD638  SK640

50   SK813

SD749
125Yシ I責灰色砂質シルト(炭粒携工酸イヒ鉄含)
2ワうY,ワ暗灰責色砂質シルト(戻粒酸化鉄含)
3つ5Y2より黒い砂質シルト(炭粒酸化鉄含)

SK769
125Y5/1黄 灰色砂質シルト(炭粒酸化鉄含)
225Y4/1責 灰色砂質シルト(酸化鉄含)
325Y4/2暗灰責色砂レキ(酸イヒ鉄含)

質Ｕ　Ｄ８‐２めい

SK763
125Y5/2暗 灰黄色砂レ■(25Y4/ユ費灰色砂賓ンルトつ5Y6//2灰黄色砂レキ炭粒酸化鉄含)
2 ZW6″灰資色砂レ■(酸イヒ鉄含)
325Y5/1黒 い責灰色砂質ンルト(25YF。/2暗灰黄色砂資土炭粒酸化鉄含)
42吋 5/1賀灰色砂レイ(酸イヒ鉄含)
SD764
5 2FJY4/2暗 灰責色砂資シルト(炭粒酸イヒ鉄含)

SK778
125Y5/1責 灰色砂質土
(25YO/2灰 黄色砂 炭粒 酸イヒ鉄含)
2参5Yシワ暗灰費色砂質土 (酸化鉄含)
325Y4/2暗 灰黄色砂質土 (酸化鉄含)

SK813
12いrジ1黄灰色砂質シルト(炭粒酸化鉄含)
225Y4/2暗 灰資色砂質シルト(酸イヒ鉄含)
3 25YV必痣又黄色砂質ンルト(焼土酸化鉄含)

SK624 SK625 SK629 SK630
SK641 SK663 SK664 SD749

SK639 SD631 SK632 SK634 SK635
SK769 SD812 SD764 SK763 SK778
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SK327

4 ワ5Y5/1黄仄色砂質シルト 19うY4/1黄灰色砂質シルト
(資財ヒ鉄含)        (醐 ヒ鉄含)
5 25Y4/2暗灰黄色砂質と  つあ Y4/1黄灰色砂質シルト
(炭疵 醐 ヒ鉄含)      (2う Yν坂 黄色砂レキ含)

92うY5/1責灰色砂質■
(酸化鉄含 )

SK326        _

下陥獅一４

輌一６
一
げ

輌一９
一げ獅一８

一″聰獅一７

ユ25Y4/ユ 黄灰色砂質土 (膏財ヒ鉄含)
22斑V2暗灰黄色砂質土 (2う YV2黒褐色砂質シルト酸イヒ鉄含)
325Y54/2暗 灰黄色砂レキ(百猶ヒ鉄含)
■25Y5/1黄 灰色砂質土(25Y6/1黄 灰色砂 駿イヒ鉄合)

SK351
125Y5/2暗 灰黄色砂質土
(95Y5/1責灰色砂レ■酸化鉄 炭粒含)
22謀4′2暗灰黄色砂質土
(ワ

`Y5/1責
灰色砂レ■酸化鉄合)

SK40S        12    19       sK430

SK430
12うY4/2暗灰黄色砂質シルト
(ワうY6″灰黄色砂レ■・BIヒ鉄含)
225Yシ 1黄灰色砂質ンルト
(酸化鉄合)

SK341
1つうY5/71黄灰色砂質土 (炭耗 酸化鉄多含 )
2 25Yν琢 黄色砂 (駿イと鉄多含)
8,うY5/2暗灰黄色砂賓土 (炭粒 酸化鉄多含)

1 25YS/1黄 灰色砂質シルト(炭 酸イヒ鉄含)
225Y4/1責 灰色砂質シルト(レ■含)
82うY3/2黒褐色砂質シルト

!磯 鰺
)鞠
霧
色
ζ施
ユ
催 麟 子

パ

SK421           16'   17

Ⅷ
勧
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!抑
鶏

(該化鉄含)

SK425         17
獅
一‐６一・

鯉

獅
一
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一ビ陥獅一】

獅
一
ｐ

一ｒ獅一‐８

SK420
125Y5/1黄 灰色砂質土
(炭粒酸化鉄歩合)

獅一払

…
SK451
1つ 5Y4/1黄灰色砂質シルト
(25Yシワ暗灰黄色砂醐ヒ鉄炭粒含)

輌
一
あ

一舛獅一あ一２鶴

1 25Yν l費灰色砂質シルト
(駿イヒ鉄含)
225Y4/2暗灰黄色砂質シルト
(2う Y6カ灰黄色砂 酸化鉄多 炭粒含)
8 95YS/1責 灰色砂質土 (酸イヒ鉄含)
42うY71黄灰色砂質土 (酸イヒ鉄多)

SK351

SK458
125Y4/1資 灰色砂質シルト(25Y6カ 灰黄砂レキ皮粒 glTと鉄含)
ワ25Y71黄灰色砂質シルト(25Y6/2灰 黄色砂レキ炭粒駿イヒ鉄含)

)           1           2m

第37図  遺構実測図
SK327  SK326  SK332  SK333  SK336  SK339  SK338  SK351  SK341  SK358  SK400  SK354
SK401  SK357  SK403  SK404  SK405  SK430  S里 19  S理 20  SK421  SK425  SK426  SK451

52   SK439  SK437  SK440  SK450  SK455  SK453  SK458  SD460

125Y5/1黄 灰色砂質シルト
(皮粒 酸イヒ鉄多含)
225Y,9暗灰費色砂質土
(酸化鉄多含 )

SK426
12領Vi黄灰色砂質ン,レト
(25Y6/1黄 灰色砂 酸化鉄多含)
225Y4/1黄 灰色砂質シルト
(2576/1責 灰色砂 炭粒 酸イヒ鉄多含)

SK437
125Y5/1費 灰色砂質土
(25Yツ 2暗灰責色砂 炭粒 駿1ヒ鉄含 )
22「 rVユ黄灰色砂質シルト
(つ 0お力灰責色砂 魔粒 酸イと鉄合 )
325Y4/ユ黄灰色砂質シルト(酸イヒ鉄含 )

螂
12うY5/1黄灰色砂質シルト(25笙確 暗灰責色砂 酸化鉄含)
225Y5/2稽灰黄色砂質シルト(ワうY6/2Fk黄 色砂レキ炭粒 閉 ヒ鉄含)
3つうY4/1黄仄色砂質ンルト(25Y4/1費 灰色砂質ンルト酸化鉄含)
42うW4/1黄灰色砂質シルト(25Y4/2暗 灰黄色砂 酸化鉄含)

SK338
5つうマ4/2暗灰責色砂質土
(9う Y5/1責灰色砂酸化鉄合)

SK403        SK404

SK421
125Y5/1黄 灰色砂質土
(炭粒酸化鉄多含)

SK358
4つ 5Y4/2暗 灰黄色砂質ンルト

125Y4/1黄 灰色砂質ンルト
(?5Yν 2暗灰黄色砂レ■ 炭粒 酸イヒ鉄多含)
2257r。 /1黄灰色砂質シルト

(2う Y5/2暗灰黄色砂レキ 炭粒 酸イヒ鉄多含)
925Y3/1黒 褐色砂質シルト(皮粒 該化鉄含)

20          sK439

125Y5/2暗 灰黄色砂質シルト(酸化鉄多含)
22「 rνユ黄灰色砂質と
3 2ar5/ユ 黄灰色砂質と (酸化鉄多含)

SK450
(2575/2暗 灰黄色砂 炭粒・酸化鉄合) 125Y4/1黄 灰色砂質シルト(2う Yウワ暗灰黄色砂 炭粒 酸イヒ鉄含)225Y4/1黄灰色砂質シルト(炭粒 酸化鉄含)

2 2 FOY4/ユ 黄灰色砂質シルト(炭栽 酸化鉄含)
325H/ユ 黄灰色砂質シルト(災粒 開 ヒ鉄含)
425Y4/ユ資灰色砂質シルト(炭粒含)

225Y4/1黄灰色砂質ンルト
(Z5Y5カ 贈灰黄色砂 炭差 酸イと鉄含 )

125Yフ 1黄灰色砂質シルトG財ヒ鉄含)
225Yシユ責灰色砂レキ(懃化鉄合)
3 25YVl黄 灰色砂質シルト(炭粒)
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獅一努
20   sD427  29'

マ 2

SD427
125Y4/1黄灰色砂質ンルト
(炭粒酸化鉄合)
225Y4/1黄灰色砂質シルト
(酸化鉄合)

SK417
1,Or71黄灰色砂質シルト(酸化鉄多含)
225Y4/1黄灰色砂質シルト(魔位酸化鉄含)
SK418
8ワ・●Y4/1黄灰色砂質ラつレト(臓位酸化鉄含)
4つ 5Y4/2暗灰黄色砂質シルト(醐ヒ鉄含)

125V4/1黄 灰色砂質シルト(25Y6/2X賣色砂 炭粒 酸イヒ鉄含 )
225Y44/1黄 灰色砂質シルト(酸イヒ鉄多合)
320r71黄灰色砂質シルト
425W4/1費 灰色砂質シルト(酸イヒ鉄含)

22W4/1黄灰色砂質ンルト(酸化鉄多合)
92W4/2暗灰黄色砂質シルト(醜ヒ鉄奮)
425Y5/1黄 灰色砂質シルト(炭粒 酸化鉄含)
525Y4/1黄 灰色砂質シルト

SK462
125Y4/1黄 灰色砂質シルト(炭粒酸化鉄含)

SD460

獅
一３６一研

獅
一
３５一望

印加一３４
SK467
125Y4/1黄 灰色砂質シルト(酸化鉄含)
2 2FDY4/1暗 灰費色砂質シルト(酸化鉄含 )SK463

125Y4/1黄 灰色砂質シルト(炭粒・BIヒ鉄合)

1ワうY5/2暗灰黄色砂質シルト(炭粒 酸化鉄含)
225Y5/2暗灰黄色砂質シルト
39うYν I黄灰色砂質ンルト(炭粒 酸化鉄含)
■ ,うYF。/1黄灰色砂質シルト(25Y5″ 暗灰黄色砂 酸化鉄含)
525Y3/1黒4B色砂質シルト(郷Y5/2暗灰黄色レ,酸 イヒ鉄合)
S2うY5/1黄灰色砂質シルト(酸イヒ鉄含)
″ ?うY4/1黄灰色砂質シルト(砂レ■炭蔵 酸イヒ鉄含)

役
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32學
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SK461
12うY4/1黄灰色砂質シルト(災粒酸イヒ鉄含)

o                          1                         2m
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777号溝 (S D777、 第34図 )

S D749同様に北から集石 S X8961こ 向かう道路の側溝で、 S X896の 全面で西に折れる。 S D749と

同時に作られたと考えられる。遺物は珠洲がある。

812号溝 (S D812、 第34図 )

X33Y43に ある幅47cm、 深さ16cmの東西溝で、 S K813な どを切 り作られる。新しい溝と考えられ

るが性格は不明。遺物には珠洲がある。 S D749に 切られ、 S K813を切る。

中世上層の上坑

02号土坑 (S K02、 第25図 )

X51Y63にある47cm× 60cm、 深さ16cmの楕円形の土坑で、遺物には中世土師器がある。16世紀前

半。

男
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34号土坑 (S K34、 第21図 )

X55Y80に ある直径約35cm、 深さ17cmの円形の上坑で、遺物にはバンドコ・土錘がある。

47号土坑 (S K47、 第21図 )

X58Y80に ある直径約25cm、 深さ10cmの 円形の上坑で、遺物には青磁がある。 S K48に 切れる。

52号土坑 (S K52、 第21図 )

X59Y80に ある直径41cm× 56cm、 深さ32cmの 楕円形の土坑で、遺物は中世土師器がある。14世紀

～15世紀。

61号土坑 (S K61、 第21図 )

X56Y83に ある直径26cm× 35cm、 深さ29cmの円形の土坑で、遺物には中世土師器がある。14世紀

～15世紀。

62号土坑 (S K62、 第21図 )

X56Y83に ある直径31cmX40cm、 深さ15cmの 円形の土坑で、遺物には中世土師器・珠洲がある。

90号土坑 (S K90、 第22図 )

X61Y73で S D92の中に見つかった直径0.68m× 0.98m、 深さ19cmの楕円形の上坑で、遺物には中

世土師器がある。用途は不明。

96号土坑 (S K96、 第21図 )

X57Y82に ある直径0.55m、 深さ20cmの 円形の上坑で、撹乱により西半分が切られている。遺物に

は中世土師器がある。時期は15世紀。

165号土坑 (S K165、 第21図 )

X57Y76に ある直径約0.85m、 深さ48cmの精円形の上坑で、遺物には中世土師器がある。重複関係

は、 S K73。 158、 S E01に 切られ、 S D375を 切る。時期は16世紀前半。

185号土坑 (S K185、 第23図 )

X50Y70で S D226を切 り作られた直径0.54m× 0.64m、 深さ13cmの楕円形の土坑で、遺物には中

世土師器がある。

194号土坑 (S K194、 第23図 )

X44Y71に ある直径35cm、 深さ7cmの 円形の土坑で、遺物には中世土師器がある。

197号土坑 (S K197、 第23図 )

X50Y70にある直径1.55m× 1.83mの不整形な土坑で、中には礫がたくさん入れられていた。遺物

には中世土師器・銅銭がある。

199号土坑 (S K199、 第23図 )

X46Y70に ある直径30cm、 深さ6cmの 円形の土坑で、S K200を 切る。遺物には中世土師器がある。

111号土坑 (S Klll、 第21図 )

X61Y81にある直径約18cm、 深さ7cmの円形の小さな柱穴状土坑で、 SK■2を切る。遺物には中

世土師器 。砥石がある。

120号土坑 (S K120、 第22図 )

X55Y74に ある直径約90cm、 深さ9cmの 円形の上坑で、遺物には中世土師器がある。

130号土坑 (S K130、 第22図 )

X54Y75に ある一辺 2m、 深さ26cmの隅円方形の竪穴状土坑で、南の調査区外に続 く。遺物には

珠洲・青磁がある。
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143号土坑 (S K143、 第22図 )

X50Y70に ある直径43cm× 60cm、 深さ13cmの楕円形の上坑で、 S D296を切る。中には礫が入れ

られていた。遺物には中世土師器がある。

203号土坑 (S K203、 第23図 )

X49Y70に ある直径40cm× 70cm、 深さ12cmの楕円形の土坑で、 S K204に切られる。遺物には中

世土師器・珠洲 。人尾がある。

208号土坑 (S K208、 第21図 )

X56Y77に ある直径20cm、 深さ13cmの 円形の柱穴状土坑で、 S K152に 切られる。遺物には中世土

師器・珠洲がある。

2■号土坑 (S K211、 第23図 )

X47Y70に ある長さ1.15m× 0,95m、 深さ15clnの楕円形の土坑で、遺物には珠洲がある。

212号土坑 (S K212、 第23図 )

X46Y70に ある長さ1.37m× 1.03m、 深さ32cmの楕円形の土坑で、遺物には珠洲・唐津がある。

213号土坑 (S K213、 第23図 )

X44Y70に ある長さ1.28m× 1.64m、 深さ25cmの楕円形の上坑で、遺物には珠洲がある。

S K211～ 213は遺構の集中する部分から離れており、ゴミ穴的な性格が強いと考えられる。

223号土坑 (S K223、 第25図 )

X56Y77に ある直径約30cm、 深さ8cmの 円形の柱穴状土坑で、遺物には中世土師器がある。

228号土坑 (S K228、 第25図 )

X50Y59にある直径36cm、 深さ13cmの 円形の柱穴状土坑で、南側は試掘 トレンチによりに切られ

る。遺物には中世土師器 。珠洲・八尾がある。

229号土坑 (S K229、 第25図 )

X51Y61に ある直径33cm× 41cm、 深さ24cmの楕円形の柱穴状土坑で、 S K239の 中から検出され

た。遺物には瀬戸 。硯がある。

230号土坑 (S K230、 第25図 )

X50Y60に ある直径33cm× 48cm、 深さ13cmの楕円形の柱穴状土坑で、 S K231を切る。遺物には

中世土師器がある。

234号土坑 (S K234、 第25図 )

X50Y60に ある直径0,76m× 0.8m、 深さ23cmの 円形の上坑で、遺物には中世土師器がある。

239号土坑 (S K239、 第25図 )

X50Y61に ある短軸2.26m、 長軸3.3m以上、深さ15cmの隅円方形の竪穴状土坑で、 S K230を 切る。

遺物には中世土師器・瀬戸・石臼・バンドコ・紡錘車・釘がある。時期は16世紀中頃か。

247号土坑 (S K247、 第25図 )

X50Y58に ある1.05m× 1.23m、 深さ12cmの 隅円方形の上坑で、 S K249イこ切られる。遺物には中

世土師器がある。時期は14世紀～15世紀。

248号土坑 (S K248、 第25図 )

X52Y63に ある0.59m× 0.67m、 深さ8cmの隅円方形の上坑で、遺物には中世土師器がある。

252号土坑 (S K252、 第24図 )

X53Y65に ある2.15m× 0.55m、 深さ17cmの溝状の上坑で、 S K251に重複する。遺物には中世土
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師器 。珠洲・白磁がある。

269号土坑 (S K269、 第27図 )

X49Y53に ある直径約45cm、 深さ22cmの 長円形の土坑で、 S K2621こ切られる。遺物には中世土師

器がある。時期は16世紀以降。

271号土坑 (S K271、 第25図 )

X55Y62に ある直径約0.5m、 深さ12cmの 円形の土坑で、 S D281を 切る。遺物には中世土師器があ

る。

272号土坑 (S K272、 第25図 )

X53Y61に ある37cm× 30cm、 深さ18cmの柱穴状の長円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

274号土坑 (S K274、 第25図 )

X53Y60に ある0.55m× 0,94m、 深さ24cmの楕円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

277号土坑 (S K277、 第25図 )

X53Y61あ る直径0.89m、 深さ16cmの 円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

278号土坑 (S K278、 第25図 )

X53Y61にある直径46cm、 深さ8cmの柱穴状の円形土坑で、 S K295<294に 切られる。遺物には

中世土師器がある。時期は14世紀～15世紀。

299号土坑 (S K299、 第27図 )

X50Y54に ある2.55m× 1.91m、 深さ30cmの不整形な土坑で、中が1.3mの方形に掘られている。 S

K270。 287に切られる。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸・砥石がある。15世紀後半。

300号土坑 (S K300、 第27図 )

X51Y54に ある2.25m× 1,73m、 深さ36cmの 不整形土坑で北に向かって深 くなる。 S K303を 切る。

遺物には中世土師器がある。

302号土坑 (S K302、 第25図 )

X48Y56にある一辺約1.8m、 深さ20cmの不整楕円形土坑で、 S K304。 305を切る。遺物には中世

土師器・瓦質指鉢がある。時期は14世紀～15世紀。

303号土坑 (S K303、 第27図 )

X51Y54に ある直径25cm、 深さ14cmの柱穴状の円形土坑で、 S K300に 切られる。遺物には珠洲が

ある。

305号土坑 (S K305、 第26図 )

X48Y56にあるS K300の 中で検出された直径約30cm、 深さ46cmの柱穴状の円形土坑で、 S K300

に切られる。遺物には中世土師器がある。

306号土坑 (S K306、 第27図 )

S K302の中で検出された直径約30cm、 深さ40cmの柱穴状の円形土坑で、 S K302を 切る。遺物に

は中世土師器がある。

312号土坑 (S K312、 第25図 )

X50Y56で検出された直径約40cm、 深さ6cmの柱穴状の円形土坑で、 S K311を 切る。遺物には中

世土師器がある。時期は16世紀か。

387号土坑 (S K337、 第36図 )

X34Y55で検出された0.61m× 0.77m、 深さ24cmの 円形土坑で、 S K317に 切られる。遺物には中
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SK688
1 25Yγ l黄灰色砂質シルト(炭粒 酸イヒ鉄含)
22煎Vユ黄灰色砂質シルト(25X6/2灰 黄色砂 聞 ヒ鉄含)
325Yウワ暗灰責色砂質ンルト(翻ヒ鉄含)

1,うYシ2暗灰責色砂質土     SK690
(砂レキ酸化鉄多含)     ユ25Y5″暗灰黄色砂質シルⅢ

(決粒 酸化鉄含)
225Y5/1責 灰色砂質シルト
(酸化鉄含)
3 25Yν l責灰色砂質シルト
(酸化鉄合)

SK693              11'

SK693
125Y5/1黄 灰色砂質シルト(酸化鉄含)
2 25Yνワ暗灰黄色砂質シルト(レキ酸化鉄含)

SK692
1″ 5Y5/2確灰黄色砂質シルト(炭粒酸化鉄含)
225Y5/1責灰色砂質シルト(炭粒焼土含)

獅
一・・一ｏ獅一Ю

セ獅一鬱

獅一お

獅
一
Ｂ

一″獅一・７

獅一褒

馬

SK691
125お /2暗灰黄色砂質シルト(開ヒ鉄含)

SK722
62うY4/2暗灰黄色砂質シルト(焼土友粒捐財ヒ鉄含)
79うYν l責灰色砂質ンルト(つ

「
r6/2X責色砂 皮粒酸イと鉄含)

ユワうYシ2暗灰責色砂資■(2誠げ2灰黄色砂酸化鉄含)

SK720
1ワ 5Y5/2暗灰色砂質シルト(炭粒 焼土譲イヒ鉄含)
ワワうY5/2 1よ り赤い砂質シルト(炭蔵酸化鉄含)
825Y4/2暗仄黄色砂質シルト(酸化鉄含)
425Y5/2暗灰黄色砂質シルト(酸化鉄含)

下貯獅一“
一げЮ獅一‐５

SK734
125Y4/2暗 灰黄色砂質シルト
(胞位焼土 酸化鉄含)
22うY5/2暗灰黄色砂質ンルト
(2軒

“

力灰資色砂レキ炭粒 酸化鉄合 )
325Y5/2暗 灰黄色砂質土 (酸イヒ鉄含)

125聖 /2暗灰黄色砂質シルト
(炭イヒ物 焼上 酸化鉄合,
225Y5カ 暗灰黄色砂質シルト
(炭粒 焼土 酸化鉄合)
325Y4/2暗灰資色砂質ンルト(酸4ヒ鉄含)
425Y5/2暗灰黄色砂質シルト(酸イヒ鉄含)
52うY4/2暗灰黄色砂質シルト(激イヒ鉄含)

22 sK858 SK857  22.   23

18'  19    sK834   19'  pO     sK835    21.

125Y6/2X黄 色砂質シルト
(酸化鉄合 )

ロ ーSK831                                SK834                       SK335
125Y5カ暗灰黄色砂質シルト(炭粒開 ヒ鉄焼土合)    120r6/2FA黄 色砂質土(焼土含)      125Y5/2暗灰黄色砂質と

2つうY5/2暗灰黄色砂質■(鬱化鋏合)     (酸化鉄含)

SK741
12いr5/2暗灰黄色砂質シルト(焼上酸化鉄合)

第40図 遺構実測図
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l       SK643      r

ー

SK643
125Y4/2贈灰責色砂質ンルト
(酸化鉄焼土炭粒含)

SK892
125Yシワ暗灰黄色砂質シルト

第42図 遺構実測図
SK643  SK669  SK673
SK805  SK892  SK891

1つ 5Y5/1黒 い責灰色砂質シルト    325Y5/1黄 色い黄灰色砂質シルト
(焼■ 酸イヒ鉄含)          (焼 土 炭粒 酸化鉄含)
2つ 5Y5/1よ り黒い黄灰色砂質シルト   425V5/1責 灰色砂質シ″ト
(焼土 炭粒含)           (炭 粒 焼■ 酸化鉄含)

2                              2      3            sK673           3
SK669

SK669                                  sK673
125Y5/1黒 っI熟 黄ヽ灰色砂質シルト            1 25Yν I黄灰色砂質シ″ト
(25YO以黄色砂醐 し鉄含)             (焼 土酸化鉄含)
225Y5/2暗 灰黄色砂質ンルト               225Y4/1黄 灰色砂質シウント
(酸化鉄含)                      (2FoYν 琢 黄色砂)
325V5/1茶 色い黄灰色砂質シルト             3 2FoYVl茶色い黄灰色砂質シルト
(酸化鉄含)                     425Y71黄 灰色砂質土

SD777                  5     6                    6'     7
SK730

２ａ‐Ｏｎ
一
‐４

一Ｆ陥

12,r5/2暗灰責色砂質土
(25Y6/2X黄色砂レキ焼土 レⅢ 炭泣 譲化鉄含)

125Y5/2暗灰黄色砂質シルト
(2う Y5/1責 灰色シルト焼土 酸化鉄含)

SK670 SK729 SD777 SK730 SK737

SK804
12煎4′2暗灰黄色砂質シルト
(炭粒焼土レキ含)

SK803  SK738  SK802  SK804

世土師器がある。

351号土坑 (S K351、 第36図 )

X33Y52で検出された1.■ m× 1,97m、 深さ19cmの隅円方形土坑で、遺物には中世土師器がある。

357号土坑 (S K357、 第36図 )

X35Y57で検出された1.91m× 1.63m、 深さ45cmの円形土坑で、東と南側が調査区外に延びる。遺

物には中世土師器 。珠洲・八尾 。釘がある。時期は14世紀後半～15世紀。

388号土坑 (S K383、 第21図 )

X56Y83で検出された直径約31cm～ 40cm、 深さ7cmの柱穴状の楕円形土坑で、 S K513を 切る。遺

物には中世土師器がある。時期は14世紀～15世紀。

400号土坑 (S K400、 第36図 )

X37Y55で検出された残存部0.85m、 深さ40cmの円形土坑で、 S D460と S K3581こ 切られる。遺物

には刀子がある。

402号土坑 (S K402、 第36図 )

S K400同様 S K358の中で検出された55cm× 45cm、 深さ43cmの円形土坑で、 S K358に切られる。

遺物には釘がある。

403号土坑 (S K403、 第36図 )

X37Y53で検出された長辺1.22m、 短辺0.7m深 さ17cmの楕円形土坑で、 S K404を 切る。遺物には

中世土師器がある。時期は14世紀～15世紀。

SK670

SK670
12螂″暗灰責色砂質シルト
(焼土酸化鉄含)
225Y4/2暗灰黄色砂質シルト
(焼土酸化鉄含)
325Y5/1黄 灰色砂質土(酸化鉄含)

ヤ
SKB03
125Y5/2暗 灰責色砂質シルト
(炭粒酸化鉄含)

トーーT――T――コ~~~「 ~~キ~~~――――――――――一―引
m

ユ″5Y5/2茶 とい暗灰黄色砂質シルト
(酸イヒ鉄含)
2つうY5カ灰色がかった暗灰黄色砂質ンルト

(焼土 炭粒 酸イヒ鉄含)
3,5Yν2灰黄色砂質■ (酸化鉄含)
4,5Yン2黒い暗灰黄色砂質シルト(酸化鉄含)

ω
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415号土坑 (S K415、 第36図 )

X36Y54で検出された35cm× 39cm、 深さ15cmの柱穴状の円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

417号土坑 (S K417、 第36図 )

X36Y55で検出された1.62m× 1.12m、 深さ21cmの 隅円方形土坑で、 S K418を 切る。両者とも墓坑

の可能性がある。遺物には八尾・棒状鉄製品がある。

421号土坑 (S K421、 第36図 )

X39Y53で検出された1.4m× 1.3m、 深さ9cmの 隅円方形土坑で、 S K461、 S D460を 切る。遺物

には中世土師器がある。

425号土坑 (S K425、 第36図 )

X39Y51で検出された一辺0.82m、 深さ30cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物には中

世土師器がある。

426号土坑 (S K426、 第36図 )

X39Y52で検出された0.92m× 1.32m、 深さ16cmの不整形な土坑で、 S K428を切る。遺物には中

世土師器がある。

429号土坑 (S K429、 第36図 )

X39Y50で検出された46cm× 42cm、 深さ14cmの 円形土坑で、 S D427を切る。遺物には中世土師

器がある。

437号土坑 (S K437、 第36図 )

X42Y52で検出された1.91m× 1.7m、 深さ16cmの不整形な土坑で、 S K456、 S D460を切る。遺

物には珠洲・中世土師器がある。

438号土坑 (S K438、 第36図 )

X39Y52で検出された1.85m× 3.46m、 深さ46cmの不整形な土坑で、 S D427、 S K458・ 461、 S

D460を切る。遺物には中世土師器・石臼・硯・バンドコがある。時期は15世紀以降。

450号土坑 (S K450、 第36図 )

X36Y53で検出された1.33m× 2.2m、 深さ39cmの不整形な土坑で、 S K451を切 り、 S D464に切

られる。遺物には中世土師器がある。時期は14世紀～15世紀。

451号土坑 (S K451、 第36図 )

X36Y53で検出された0.87m× 1.12m、 深さ30cmの不整形な土坑で、 S K450に切られる。遺物に

は中世土師器・八尾・バンドコがある。

456号土坑 (S K456、 第36図 )

X40Y52で検出された1.35m× 1.8m、 深さ38cmの不整形な土坑で、 S D460を切 り、 S K437に切

られる。遺物には中世土師器・珠洲 。バンドコ・釘がある。

458号土坑 (S K458、 第36図 )

X40Y52で検出された1.5m× 0。9m、 深さ31cmの不整形な土坑で、 S K458を 切 り、 S K438に切ら

れる。遺物には中世土師器がある。

461号土坑 (S K461、 第36図 )

X40Y53で検出された1.49m× 1.22m、 深さ37cmの不整形な土坑で、 S D460を切 り、 S K421・

438に切られる。遺物には中世土師器がある。

474号土坑 (S K474、 第36図 )

び′



2遺 構

X41Y50で検出された30cm× 60cm、 深さ6cmの不整形な土坑で、 S K473に切られる。遺物には

中世土師器がある。時期は15世紀後半以降。

483号土坑 (S K483、 第28図 )

X52Y51で検出された0.5m× 0,64m、 深さ19cmの 円形土坑で、 S E4821こ切られる。遺物には中世

土師器・鉄津がある。

484号土坑 (S K484、 第28図 )

X52Y51で検出された直径30cm、 深さ18cmの柱穴状の円形土坑で、遺物には釘がある。

485号土坑 (S K485、 第28図 )

X52Y52で検出された30cm× 61cm、 深さ24cmの楕円形土坑で、遺物には瀬戸・釘がある。

488号土坑 (S K488、 第28図 )

X52Y50で検出された0.87m× 0,95m、 深さ25cmの 円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

502号土坑 (S K502、 第28図 )

X54Y49で検出された40cm× 45cm、 深さ35cmの 円形土坑で、 S K588を切る。遺物には瓦質火鉢

がある。

504号土坑 (S K504、 第28図 )

X54Y51で検出された1.15m× 0。94m、 深さ13cmの不整形土坑で、 S E 505を 切る。遺物には中世

土師器がある。

509号土坑 (S K509、 第28図 )

X55Y51で検出された48cm× 53cm、 深さ23cmの精円形土坑で、遺物には中世土師器・青磁・小柄

がある。

512号土坑 (S K512、 第28図 )

X55Y50で検出された0.5m× 0.6m、 深さ34cmの精円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

513号土坑 (S K513、 第21図 )

X56Y83で検出された0.69m× 0.71m、 深さ8cmの楕円形土坑で、 S D59、 S K382・ 383を切る。

遺物には中世土師器・珠洲・須恵器がある。14世紀～15世紀。

531号土坑 (S K531、 第28図 )

X56Y47で検出された0,81m× 0。91m、 深さ16cmの 円形土坑で、 S K530を 切る。遺物には中世土

師器がある。

540号土坑 (S K540、 第28図 )

X57Y49で検出された0.84m× 1,17m、 深さ15cmの不整形土坑で、遺物には中世土師器がある。

541号土坑 (S K541、 第28図 )

X56Y50で検出された1.14m× 1.9m、 深さ29cmの不整形土坑で、遺物には中世土師器・瀬戸・越

中瀬戸がある。

542号土坑 (S K542、 第28図 )

X56Y50で検出された0.76m× 0.88m、 深さ40cmの不整形土坑で、 S K602を 切る。遺物には中世

土師器・バンドコがある。

546号土坑 (S K546、 第28図 )

X53Y49で検出された1,72m× 1.97m、 深さ36cmの不整形土坑で、 S K497・ 550を切 り、S K499・

500・ 588に切られる。遺物には中世土師器 .釘がある。
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第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

561号土坑 (S K561、 第28図 )

X54Y49で検出された1.86m× 2.03m、 深さ30cmの 不整形土坑で、 S K561を 切 り、 S D545、 SK

560に切られる。遺物には中世土師器・珠洲がある。

568号土坑 (S K568、 第28図 )

X59Y49で検出された0.55m× 0.63m、 深さ14cmの 円形土坑で、 S D567に切られる。遺物には中

世土師器がある。時期は15世紀後半以降。

580号土坑 (S K580、 第15図 )

X60Y46で検出された1.24m× 1.87m、 深さ17cmの 円形土坑で、 S K5781こ 切られる。遺物には釘

がある。

591号土坑 (S K591)

X63Y49で検出された38cm× 46cm、 深さ13cmの楕円形土坑で、遺物には刀子がある。

592号土坑 (S K592)

X63Y49で検出された42cm× 46cm、 深さ29cmの 円形土坑で、 S D 5741こ 切られる。遺物には珠

洲・釘がある。

596号土坑 (S K596)

X63Y47で検出された36cm× 35cm、 深さ17cmの円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

620号土坑 (S K620、 第34図 )

X31Y44で検出された0.65m× 0.85m、 深さ24cmの楕円形土坑で、遺物にはバンドコがある。

621号土坑 (S K621、 第34図 )

X35Y43で検出された0.54m× 0,62m、 深さ37cmの 円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

623号土坑 (S K623、 第34図 )

X31Y43で検出された0。 92m× 1.23m、 深さ23cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は釘がある。

660号土坑 (S K660、 第31図 )

X35Y38で検出された1.13m× 1.86m、 深さ18cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器がある。

665号土坑 (S K665、 第31図 )

X30Y39で検出された1.12m× 1.42m、 深さ19cmの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。また S

D777に切られる。遺物には珠洲がある。

667号土坑 (S K667、 第31図 )

X30Y39で検出された1.63m× 1.96m、 深さ27cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器・板状鉄製品がある。 S K668を 切る。

672号土坑 (S K672、 第31図 )

X32Y40で検出された一辺1.lm、 深さ23cmの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物には珠

洲がある。 S K694に 切られる。

673号土坑 (S K673、 第41図 )

X28Y41で検出された0.95m× 1.38m、 深さ36cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器がある。時期は15世紀後半以降。

6盈号土坑 (S K674、 第31図 )
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X34Y36で検出された0.82m Xl.04m、 深さ29cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は珠洲がある。

676号土坑 (S K676、 第31図 )

X36Y35で検出された1.32m× 1.34m、 深さ31cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は珠洲がある。 S K702を 切る。

681号土坑 (S K681、 第31図 )

X36Y35で検出された0.87m× 1.12m、 深さ28cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器がある。 S K682を 切る。時期は15世紀以降。

688号土坑 (S K688、 第39図 )

X24Y40で検出された0,99m× 1.94m、 深さ0.54mの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物

には中世土師器がある。

695号土坑 (S K695、 第31図 )

X33Y39で検出された1.13m× 1.75m、 深さ21cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器がある。S K694・ 726を切る。

697号土坑 (S K697、 第29・ 31図 )

X29Y34で検出された0おm× 0。 7m、 深さ1lcmの 円形土坑で、遺物には珠洲がある。

698号土坑 (S K698、 第29図 )

X32Y33で検出された0.58m× 0.78mm、 深さ12cmの隅円方形土坑で、遺物には中世土師器がある。

704号土坑 (S K704、 第31図 )

X35Y34で検出された1.04m× 1.25m、 深さ48cmの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器がある。 S K6M・ 726を切る。

706号土坑 (S K706、 第29図 )

X34Y33で検出された0.84m× 0。 97m、 深さ27cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器がある。

707号土坑 (S K707、 第29図 )

X33Y32で検出された0.93m× 0。 97m、 深さ40cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器がある。 S K706を 切る。

711号土坑 (S K711、 第29図 )

X31Y32で検出された lm× 1.66m、 深さ48cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物には

中世土師器があるむ SK割 1を切 り、 S K7121こ切られる。時期は14世紀～15世紀。

718号土坑 (S K718、 第29図 )

X33Y31で検出された0.97m× 1.18m、 深さ49cmの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は釘がある。

722号土坑 (S K722、 第31図 )

X28Y35で検出された0,91m× 1.44m、 深さ0.75mの長円形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は珠洲がある。 S K721を 切る。

729号土坑 (S K729、 第34図 )

X29Y42で検出された0.80m× 1.86m、 深さ24cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器がある。 S D 777に切られる。
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742号土坑 (S K742、 第29図 )

X32Y30で検出された0.81m× 1.14m、 深さ0.54mの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物

には中世土師器・砥石がある。 S D777に 切られる。

743号土坑 (S K743、 第29図 )

X31Y31で検出された0。 93m× 1.08m、 深さ21cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は毛抜きがある。 S K755に切られる。

752号土坑 (S K752、 第29図 )

X29Y31で検出された 1.21m× 1.31m、 深さ26cmの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物

には珠洲がある。 S K7471こ切られる。

755号土坑 (S K755、 第29図 )

X30Y31で検出された 1.15m× 1,74m、 深さ24cmの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物

には釘がある。 S K743・ 756を切る。

756号土坑 (S K756、 第29図 )

X30Y31で検出された0.54m× 0,79m、 深さ31cmの楕円形土坑で、遺物には珠洲がある。

784号土坑 (S K784、 第31図 )

X33Y34で検出された 1.20m× 1.75m、 深さ41cmの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物

には中世土師器・砥石がある。 S K783。 785に切られる。

785号土坑 (S K785、 第29図 )

X32Y33で検出された0。7m× 1,95m、 深さ0.66mの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器 。瀬戸・釘がある。 S K784・ 786・ 810を切る。

786号土坑 (S K786、 第29図 )

X32Y34で検出された0,97m× 1.86m、 深さ0.7mの隅円方形土坑で、墓坑である。覆土断面にはは

っきりと木棺の痕跡を残す。遺物は無い。 S K784・ 785,787を切る。

791号土坑 (S K791、 第29図 )

X30Y29で検出された0,74m× 1,lm、 深さ0.62mの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は釘がある。 S K790を 切る。

817号土坑 (S K817、 第29図 )

X30Y27で検出された0.73m XO.58m、 深さ19cmの 円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

821号土坑 (S K821、 第29図 )

X27Y30で検出されたO.86m× 1.12m、 深さ29cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は珠洲がある。 S D747に切られる。

824号土坑 (S K824、 第29図 )

X27Y33で検出された35cm× 39cln、 深さ20cmの 円形土坑で、遺物には中世土師器がある。

830号土坑 (S K830、 第29図 )

X25Y32で検出された1.47m× 1.64m、 深さ24cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は珠洲・八尾・砥石・鉄津がある。

874号土坑 (S K874、 第29図 )

X28Y33で検出された 2m× 2.5m、 深さ45cmの隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物には

珠洲がある。
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896号石積 (S X896、 第20。 41図 )

X26Y45で検出された4m× 6m、 高さ30cmの方形に積み上げられた石積みで、特に並べたり端

取りはされていない。性格ははっきりしないが、墓地に関係する特別な施設と考える。また、礫を外

したが特別な施設はみられない。遺物には珠洲・越中瀬戸がある。

B 近世 の遺構

遺構には建物・土坑・溝・井戸などがあり17世紀と19世紀の 2時期に分けられる。

掘立柱建物

09号建物 (S B09、 第43図 )

調査区の東側 S E32を 切 り作られる 1間 ×2間の東西棟建物で、楕円形の柱穴を持つ。柱は 3本残

るが S P63の 柱は、撹乱で倒されていた。梁行は不明。遺物は中世土師器・珠洲がある。時期は17世

紀。

10号建物 (S B10、 第43図 )

S E32の北東側に建つ 1間 ×2間の南北棟建物で、北側に庇か、間柱がある掘立柱建物。遺物は、

S P09か ら珠洲・唐津、 S P03か ら砥石が出土している。時期は17世紀。

11号建物 (S Bll、 第43図 )

X60Y78付近にある近世土坑 S K145に柱穴が切られる 1間 ×2間の南北棟の掘立柱建物で、楕円

柱穴。遺物はS P50から中世土師器・砥石、 S P78,146か ら中世土師器が出土。時期は17世紀。

12号建物 (S B12、 第43図 )

X56Y77付近にある 1間×2間の南北棟の掘立柱建物で、柱が 4本確認される。時期は17世紀か。

13号建物 (S B13、 第44図 )

X58Y80付近にある 2間 ×2間の南北棟の掘立柱建物で竪穴状土坑 SK■3が付 く。遺物はS P60

から中世土師器 。珠洲が出土している。

14号建物 (S B14、 第44図 )

X55Y82付近にある 1間 ×2間の南北棟の掘立柱建物で、西側の柱 1本と東隅の 1本は撹乱と溝で

確認できない。

15号建物 (S B15、 第44図 )

S B13と ほぼ同位置に建つ 1間×2間の南北棟の掘立柱建物で、 S B13・ 14と建物の軸の向きが同

じとなる。新旧ははっきりしないが S B15は S B13の 立て替えの可能ザ陛がある。

16号建物 (S B16、 第44図 )

S B15と ほぼ同位置で建物の軸がずれてみられる2間 ×2間のやや大きい南北棟の掘立柱建物で、

東隅の柱は撹乱により無い。

溝

92号溝 (S D92、 第51・ 52図 )

X60Y70列 ～80列 にかけてみられる幅 lm、 長さ20mの溝で、Y78付近では、石が並べられる。ま

た、この付近には大きな石が投げ込まれる。遺物は、中世土師器・珠洲・越中瀬戸・伊万里などがあ

る。

用水 (第27図 )

墓域と集落の間X41Y54付近を流れる用水で、ごく最近まで使われていた。いつ頃から使われたか

はっきりしないが、古い流路から遺物が出上した。用水の幅は約1.5m、 深さ0.6mである。遺物には
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中世土師器・珠洲 。越前・八尾・五輪塔・石塔婆・宝魔印塔・バンドコ・砥石・石塔台座がある。

井戸

01号井戸 (S E01、 第21・ 52図 )

X56Y76にある石組井戸で、直径45cm、 深さ0.8mの小型の井戸で、底面に細長い 3個の河原石を

三角に組み、その上から右回りに石を積む。掘 り方は大きく1.5mで東に寄せ作る。遺物は須恵器が

ある。

08号井戸 (S E08、 第21・ 52図 )

X57Y77にある石組井戸で、直径0.7m、 深さ0.8mの井戸で、底面から右回りに石を積む。掘 り方

は大きく1.8mで ある。遺物は中世土師器・越中瀬戸 。唐津・伊万里がある。時期は19世紀か。

33号井戸 (S E33、 第52図 )

X57Y80に ある井戸で、直径 1.8mの 掘方の中に0。7m程の井戸枠跡が残る。深さは0。94mで、遺物

イま中世土師器・珠洲 。越中瀬戸・唐津 。伊万里がある。時期は19世紀か。

82号井戸 (S E82、 第22・ 51図 )

X56Y75にある石組井戸で、直径0。 7m、 深さ0。9mの井戸で、底面に3個の石を組み右回りに石を

積む。作 りは S E01に似る。掘方は大きく1.8mである。遺物は中世土師器・石臼・漆器椀・箸・板

材がある。時期は17世紀～19世紀。

301号井戸 (S E301、 第22・ 51図 )

X59Y75にある石組井戸で、直径0,7m、 深さ1.lmの 井戸で、底面から右回りに石を積む。掘 り方

は大きく2mである。遺物は中世土師器・越中瀬戸 。漆器椀・板材がある。時期は17世紀～19世紀。

土坑

撹三坦圭7)」Lウ花は、 S K05, 11か -16。 25。 27・ 30,31 ・36^ヤ 38,40^ヤ 44・ 47・ 48・ 53^ヤ 56・ 67・ 69・ 71

～74・ 77・ 79・ 80・ 88。 95・ 98。 101-105。 107^ヤ 110・ 113・ 114・ 128。 144・ 145・ 148・ 152-154・

158・ 163′―-166・ 202・ 240。 393・ 554。 652・ 654・ 855。 895' 1286Ч Oあら
'る

。

05号土坑 (S K05、 第52図 )

X56Y79で検出された0.66m× 0.69m、 深さ33cmの 円形の上坑で、柱根が残る。遺物は中世土師

器・伊万里がある。

11号土坑 (S Kll、 第52図 )

X59Y79で検出された0.85m× 1.29m、 深さ5cmの 円形の上坑で、 S K12に 切られる。

31号土坑 (S K31、 第52図 )

X56Y81で検出した30cm× 47cm、 深さ13cmの上坑で、撹乱により切られる。遺物は中世土師器が

ある。

36。 37号土坑 (S K36。 37、 第52図 )

X56Y79で検出された直径約35cm、 深さ18cmの柱穴状の円形の土坑で、 S K37に切られる。遺物

は S K36に 中世土師器がある。

41号土坑 (S K41、 第52図 )

X58Y79で検出された0.56m× 0.75m、 深さ7cmの浅い楕円形の上坑で、遺物は中世土師器がある。

48号土坑 (S K48、 第52図 )

X58Y80で検出された1.37m× 1.46mの 浅い楕円形の土坑で、遺物は中世土師器・珠洲・唐津があ

る。
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3遺 物

71号土坑 (S K71、 第51図 )

X58Y75で検出された1.19m× 1.6m、 深さ7clnの楕円形の土坑で、遺物は唐津がある。

74号土坑 (S K74、 第51図 )

X59Y76で検出された1.05m× 1.5m、 深さ28cmの楕円形の土坑で、遺物は越中瀬戸がある。

95号土坑 (S K95、 第51図 )

X62Y74で検出された4.42m× 6.8m、 深さ30cmの不整形な土坑で、 S D92に切られる。また、南

側には石が投げ込まれている。遺物は中世土師器・珠洲・八尾・青磁・染付・越中瀬戸・唐津・伊万

里・京焼か 。須恵器・切石・砥石・釘がある。

98号土坑 (S K98、 第52図 )

X61Y82で検出された直径1,7m、 深さ18cmの円形の上坑で、遺物は中世土師器・越中瀬戸がある。

108号土坑 (S K108、 第52図 )

X59Y79で検出された直径1.67m、 深さ27cmの 円形の上坑で、中には河原石が敷き詰めたように入

れられている。 S K109を 切る。遺物は中世土師器・越中瀬戸がある。

113号土坑 (SK■ 3、 第52図 )

X59Y89で検出された3.62m× 2.92mが残る不整形な土坑で、 S K54・ 55,56・ 93に切られる。ま

た、土坑部分は整地がされている。遺物には中世土師器・珠洲・釘がある。

128号土坑 (S K128、 第51図 )

X57Y73で検出された1.1lm× 1.59m、 深さ22cmの 長方形土坑で、中にはびっしりと砂利と礫が詰

まっていた。遺物には中世土師器がある。

145号土坑 (S K145、 第52図 )

X59Y78で検出された2.89m× 3.07m、 深さ32cmの不整形な長方形土坑で、南側に2～ 3段の石積

みを設け、西・北側を細かい石で縁取つている。水屋的な性格 と考えられる。 S K 163を 切る。遺物

には中世土師器・珠洲・越中瀬戸・伊万里・唐津・加工石がある。

148号土坑 (S K148、 第52図 )

X56Y78で検出された60cm× 40cm、 深さ28cmの楕円形土坑で、 S D150を切る。遺物には中世土

師器・越中瀬戸がある。

164号土坑 (S K164、 第52図 )

X62Y81で検出された4.04m× 4.87m、 深さ30cmの 不整形な土坑で、南西隅に縁取 りの礫が並べら

れ、土坑の南半分は礫を敷いたようになっている。建物に関係する施設と考えられるが、性格は不明。

遺物には中世土師器・珠洲・唐津・越中瀬戸がある。

166号土坑 (S K166、 第51図 )

X56Y75で検出された0.52m× 0.64m、 深さ8cmの精円形土坑で、 S K1381こ 切られる。遺物には越

中瀬戸・唐津がある。

212号土坑 (S K212、 第23図 )

X46Y71で検出された1.03m× 1.37m、 深さ32cmの楕円形土坑で、遺物には珠洲・唐津がある。

240号土坑 (S K240、 第52図 )

X64Y80で検出された1.lm× 2.42m、 深さ47cmの隅円方形土坑で、西側を除き河原石を並べて縁

取 りがされている。遺物は無い。

652号土坑 (S K652、 第31図 )

刀



第皿章 清水島Ⅱ遺跡

X31Y37で検出された0.88m× 1.38m、 深さ27cmの 隅円方形土坑で、墓坑の可能性がある。遺物に

は中世土師器 。珠洲・瀬戸・唐津がある。

3 遺物
遺構は調査区東半分で 2面に分かれて検出されたが、遺物は厳密に上層と下層は分けきれない。そ

のため、中世をまとめて扱うこととする。

A 中世 の遺物

02号土坑 (S K02、 第53図 1・ 2、 図版18)

中世土師器が 2点ある。中型と小型の物で、胴上部に 1段ナデを施し、ナデ部分から折れ、外反し、

端部を外面に緩 く摘み出す。15世紀後半。

34号土坑 (S K34、 第53図 3)

直径1.7cmの細身の土錘で約半分が残る。穴の径は 4411n。

47号土坑 (S K47、 第53図 3、 図版30)

同安窯系の青磁皿が 1点ある。

52号土坑 (S K52、 第53図 4)

短い胴部に 1段ナデを施し、緩 く外反する器形で、底面は九みを帯びる。14世紀後半～15世紀。

61号土坑 (S K61、 第53図 6・ 7)

6は コースター形の中世土師器で、胴部を強めになで外反させる。14世紀～15世紀。 7は緩 く湾曲

しながら立ち、口縁端部を九 く収める物で15世紀。

62号土坑 (S K62、 第53図 8。 28、 図版24)

8は緩 く湾曲して立ち、口縁端部を九く収める15世紀の小型の中世土師器。28は珠洲鉢で13世紀。

96号土坑 (S K96、 第53図 9)

胴部に 1段ナデを施し、緩 く外反する器形で、底面は九みを帯びる。14世紀後半～15世紀。

130号土坑 (S K130、 第53図 10。 20、 図版26)

10は珠洲鉢で、内面に放射文と格子目文を併せた押印が付けられる。13世紀か。20は飼葉文青磁。

165号土坑 (S K165、 第53図 13)

中世土師器で、胴上部に 1段ナデを施し、ナデ部分から折れ、外反し、端部を外面に強く摘み出す。

15世紀後半～16世紀初め頃。

185号土坑 (S K185、 第53図 14)

14は ロクロ土師器で高台が付 くと考えられる。15世紀後半～16世紀初め。

199号土坑 (S K199、 第53図21)

底部を回転糸切 りできるロクロ土師器で、やや深めである。時期は15世紀後半。

228号土坑 (S K228、 第60図237・ 238)

237は珠洲壼の口縁。228は甕で13世紀。

230号土坑 (S K230、 第53図 15・ 22、 図版18)

中世土師器で、胴上部に 1段ナデを施し、ナデ部分から折れ、外反し、端部を外面に摘み出す。15

世紀後半。22も 同様の時期であろう。

239号土坑 (S K239、 第53図 16～ 19。 45、 図版34・ 39)

16は瀬戸・美濃の天目茶碗で、内面に陵を持つ。17は 中世土師器で、ナデ部分から折れ、外反し、

端部を外面に摘み出す。18は上臼で1/4が残る。側面には煤が付着する。19は鉄製紡錘車で、軸棒を

7r
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第46図 遺構実測図
SK164

久損する。45は舟釘で、長さ12.5cm以上ある。時期は15世紀後半～16世紀前半。

223号土坑 (S K223、 第53図 23)

中世土師器で、緩 く丸みを帯びて立ちあがり外反し、端部を外面に摘み出す。時期は15世紀後半。

253号土坑 (S K253、 第53図 31、 図版18)

口縁部が外に折れるロクロ土師器の皿で内面には漆か煤の跡が残る。時期は15世紀後半。

269号土坑 (S K269、 第53図 30)

中世土師器で 1段ナデを施し、ナデ部から折れ、緩く外反し、端部を外面に摘み出す。15世紀後半。

278号土坑 (S K278、 第53図 43)

中世土師器で、緩く丸みを帯びて立ちあがり外反し、端部を外面に摘み出す。時期は15世紀後半。
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285号土坑 (S K285、 第53図 29)

短い胴部に1段ナデを施し、緩く外反する器形で、時期は14世紀後半～15世紀か。

299号土坑 (S K299、 第53図46～ 49、 図版27・ 32)

46,47は仕上げ砥石で、丹波・山城産か。48・ 49は瀬戸美濃の卸皿で、15世紀後半以降。49は SD
l180からも破片が出上している。

300号土坑 (S K300、 第53図 32)

直線的に広がるロクロ土師器の皿で、時期は15世紀後半。

302号土坑 (S K302、 第開図43,44・ 51、 図版28)

43・ 44は、中世土師器でく緩く丸みを帯びて立ちあがり外反し、端部を外面に摘み出す。時期は15

世紀後半。51は瓦質播鉢で卸目は6条、S D567から同一個体の破片が出土した|。

312号土坑 (S K312、 第53図 50)

白色の中世土師器で、緩く丸みを帯びて立ちあがり外反し、端部を外面に摘み出す。時期は15世紀。

357号上抗 (S K357、 第54図53～ 56)

53は、緩く丸みを帯びて立ちあがり端部を丸くする物で14世紀～15世紀。54は、端部を外面に摘み

出す物で煤が付着する。15世紀後半。56は釘。

383号土坑 (S K383、 第54図57・ 58、 図版21.39)

57は 1段ナデで深めの碗状の土師器で、内面上部に媒が付着する。時期は14世紀か。

387号土坑 (S K387、 第54図66、 図版39)

66は鋳造品と考えられる鍬か鋤の刃先で、刃先は1.5cmほ ど内側に由がる。

400号土坑 (S K400、 第54図67、 図版39)

67は小刀の柄の部分と考えられ、 5 11ullほ どの目釘穴が 1カ所みられる。

402号土抗 (S K402、 第54図68)

68は釘で先端と頭部が欠損している。

403号土坑 (S K403、 第54図56)

56は緩く丸みを帯びて立ちあがり端部を外側に摘み上げる土師器で15世紀。

415号土坑 (S K415、 第54図60)

60は端部を外側に摘み上げる土師器で15世紀。

417号土坑 (S K417、 第54図73、 図版39)

73は長さ12.5cm、 断面方形の棒状製品で、先端が細くなる。火箸か。

438号土坑 (S K438、 第54図74～ 79、 図版31・ 34)

遺物には74・ 77のバンドコ、申世土師器75、 硯76、 釘78、 石自79がある。土師器75は緩く丸みを帯

びて立ちあがり端部を外側に摘み上げる。硯は側縁がはがれた硯尻の部分で、使用痕が残る。79は上

自で、すり目は8分割で、外面の所々に煤が付着している。

450号土坑 (S K450、 第54図61)

61は胴部が肥厚し、口縁端部に狭い 1段ナデを施し摘み上げる土師器で、14世紀後半～15世紀。

456号土坑 (S K456、 第54図64、 図版33)

64は泥岩で作られたバンドコの一部で、大半はこの材質を使用している。在地産。

483号土坑 (S K483、 第54図58、 図版39)

58は小型の鉄津で、鍛冶津。
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484号土坑 (S K484、 第54図 70、 図版39)

70は太さ5帥ほどの角釘で、中央で「く」の字状に曲がっている。

488号土坑 (S K488、 第54図 62、 図版21)

62は 口縁部が肥厚し、口縁端部に狭い 1段ナデを施し摘み上げる土師器で15世紀後半。

504・ 505号土坑 (S K504・ 505、 第54図 63、 図版22)

63は 62同様の作 りの土師器で、内外面に煤が幅3.5cmで帯状に付着する。15世紀後半。

509号土坑 (S K509、 第54図 71・ 72、 図版30)

71は くすんだ釉がかかる龍泉窯系の青磁碗。72は飼製の小柄の柄部分。

S K357・ 410・ 417・ 575。 582・ 982、  S E482、  S D460・ 463・ 519・ 547・ 567・ 574・ 600・ 605。

606号土坑 (S K606外、第54図65)

65は人尾の大甕で、外面は板状の工具で掻き上げ、内面は粘土をねじ立てた手の痕が残 り、口縁部

はナデて仕上げる。また、この破片は広い範囲に散らばっている。時期は、14世紀前半だが長く使用

されたようである。

513号土坑 (S K513、 第55図 80。 81、 図版22)

80は九みを帯びた底部から緩 く立ち上がり、日縁部が小さく折れ 1段ナデで仕上げる。14世紀～15

世紀。81は 口縁端部に狭い 1段ナデを施し摘み上げる土師器で15世紀。

540号土坑 (S K540、 第55図 82)

82は 口縁部が肥厚し、口縁端部に狭い 1段ナデを施し摘み上げる土師器で15世紀後半。

546号土坑 (S K546、 第55図 85・ 86、 図版17・ 20)

85は ロクロ土師器で、底部から緩 く外反し口縁を九く仕上げる。底部糸切 りで15世紀後半～16世紀。

86は幅 lcm、 長さ6 cm、 厚さ 5 11ulで両端を欠損する釘状の鉄製品。

542号土坑 (S K542、 第55図 89、 図版33)

89は泥岩製のバンドコの一部で、内面に火を受けた跡がある。

555号土坑 (S K555、 第55図 90。 91)

90は 口縁端部に狭い 1段ナデを施し外側に摘み出す土師器。91は ロクロ土師器の皿で、時期は両者

とも15世紀後半～16世紀初め。

561号土坑 (S K561、 第55図 98、 図版25)

98は珠洲片口鉢で、口縁部はやや広 く伸び、卸目は荒く散漫で一単位 9条。時期は15世紀。

561号土坑 (S K561、 第55図99)

99は 口縁部に 1段ナデを施し外側に摘み出す土師器。時期は15世紀後半～16世紀初め。

580号土坑 (S K580、 第55図88)

88は頭部を内側に曲げられた釘で、先端を欠損する。

603号土坑 (S K603、 第55図 100。 107)

100は緩 く丸みを帯びて立ちあがり端部を摘み上げる土師器で15世紀、107は ロクロ土師器で口縁に

油炎が付 く。

620号土坑 (S K620、 第55図 97・ ■0、 図版33)

いずれもバンドコの一部で同一個体である。110は内面が良く焦げている。

654号土坑 (S K654、 第55図 101)

101は緩 く九みを帯びて立ちあがり端部を摘み上げる土師器で15世紀。
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669号土坑 (S K669、 第55図 106)

106は鏑連弁の文様をもつ龍泉窯の青磁。

672号土坑 (S K672、 第55図 102)

荒い卸目が付けられる珠洲鉢で、14世紀後半の物。

673号土坑 (S K673、 第55図 103)

103は 口縁部に 1段ナデを施し外側に摘み出す。時期は15世紀後半～16世紀初め。

681号土坑 (S K681、 第55図 104)

104は緩 く丸みを帯びて立ちあがり端部を摘み上げる。器壁は厚い。15世紀末～16世紀前半。

695号土坑 (S K695、 第55図 105、 図版22)

105は緩 く九みを帯びて立ちあがり外反し、端部を外面に摘み出す。時期は16世紀前後半。

748号土坑 (S K748、 第55図 87、 図版39)

87は長さ7.8cmの毛抜きで先端がやや幅広となる。

755号土坑 (S K755、 第55図 95)

95は 曲がった舟釘状の鉄製品。

756号土坑 (S K756、 第55図 108)

珠洲悟鉢の胴部で荒い卸目が付けられる。14世紀～15世紀か。

830号土坑 (S K830、 第55図 83・ 84・ 109。 1■、図版33)

83は人尾指鉢で、不定型な卸目が付けられる。84は珠洲胴部片で叩きは平行叩きに斜行線がはいる

例で、 S X896からも同じ叩きの珠洲が出土している。111は 中砥で在地産。109は碗形鍛冶津。

1107号土坑 (S K1107、 第56図 112・ 113)

112は緩く丸みを帯びて立ちあがり端部を摘み上げる。器壁は厚い。113は ロクロ土師器底部で糸切

り痕が残る。丁寧な作 りである。時期は15世紀後半～16世紀。

1079号土坑 (S K 1079、 第56図 114)

114は 口縁部に 1段ナデを施し外側に摘み出す。また油炎が付着する。時期は15世紀後半。

1111号土坑 (SK■ 11、 第56図 133)

133は 口縁部に 1段ナデを施し緩い括れを作 り外側に摘み出す。時期は15世紀後半。

■16号土坑 (SK■ 15、 第56図 138)

138は 口縁部が小さく開き、切り込みを入れ輪花とする白磁碗でⅦ類。

■18号土坑 (SK■ 18、 第56図 134)

134は緩 く九みを帯びて立ちあがり端部を摘み出す。日縁部には油炎がのこる。

1127号土坑 (S Kl127、 第56図 135)

135は付け高台のロクロ土師器皿で、時期は15世紀後半。

1129号土坑 (S K l129、 第56図 136・ 137)

いずれも口縁部に 1段ナデを施し外側に摘み出すもので、時期は15世紀後半。

l131号土坑 (S Kl131、 第56図 144)

前者の186同様の作 りで時期も同じである。

1136号土坑 (S Kl136、 第56図 145)

145は緩 く丸みを帯びて立ちあがり端部を摘み上げる。15世紀後半。

1141号土坑 (S K l141、 第56図 139、 図版25)
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139は珠洲の橋鉢で、口縁は外に伸びている。多「目は 9条で良く使われ摩耗する。時期は15世紀。

1148号土坑 (S K l148、 第56図 146・ 147)

両者とも口縁部に 1段ナデを施し、緩い括れを作 り外側に摘み出す。時期は15世紀後半。

l149号土坑 (SK■ 49、 第56図 140～ 142、 図版23)

140は珠洲の甕で外面にヘラ記号、内面には縦に数条の沈線が引かれる。14世紀。141は括鉢で、口

縁が伸びている。卸目は 9条。1421よ 口縁部に 1段ナデを施し、外側に摘み出す。時期は15世紀後半。

1183号土坑 (S Kl183、 第56図 148。 154、 図版18)

148は口縁部に 1段ナデを施し、緩い括れを作 り外側に摘み出す大きい中世土師器。時期は15世紀

後半。154は珠洲悟鉢で荒く卸目が施される。14世紀頃のものか。

1194号土坑 (S K 1194、 第56図 143、 図版26)

143は人尾播鉢で、外面は板状工具でナデ仕上げる。内面の卸目は曲線的である。14世紀～15世紀。

1249号土坑 (S K 1249、 第56図 149)

149は瓦質のバンドコの一部である。

1295号土坑 (S K1295、 第56図 150～ 153)

いずれも中世土師器で1501ま 口縁部に 1段ナデを施し、外側に摘み出す。152は緩い括れを作 り外側

に摘み出す。153は ロクロ土師器。時期は15世紀後半～16世紀初め。

1349号土坑 (S K 1349、 第56図 115。 117～ 132、 図版20。 27・ 30・ 32)

115。 117・ 118は緩 く丸みを帯びて立ちあがり端部を摘み出す。15世紀後半の上師器。1191よ厚い作

りの上師器で丸みを帯びて立ち上がり端部を摘み上げるようにして丸 く仕上げる。15世紀。120は口

縁部に 1段ナデを施し、外側に摘み出す物で、15世紀後半～16世紀。123は瀬戸の天目茶碗、125は折

縁皿。124は 白磁皿で焼きが甘い。126・ 127は龍泉窯の青磁で、127は 内面に花文の型押しが施される。

130は珠洲悟鉢で口縁部が外に伸びている。破片はS K1018。 1183な どからも出土している。

128。 129は仕上砥で、産地は丹波・山城産。131・ 1321ま鉄製品で132は釘。131は長さ 6 cm、 断面方

形の鉄製品で用途不明。

1351号土坑 (S K1351、 第57図 155)

155は ロクロ土師器で高台が付 くかもしれない。時期は15世紀後半～16世紀初め。

1352号土坑 (S K 1352、 第57図 156・ 157)

2点 とも古代の内黒土器碗で、157は内面を丁寧にヘラミガキする。

1361号土坑 (S K1361、 第57図 159～ 162、 図版21・ 27)

159は九みを帯びて立ち上がり端部を摘み上げるようにして九 く仕上げる。 160は 口縁部に 1段ナ

デを施し括れを作 り外側に摘み出す。時期は15世紀後半～16世紀。161は瀬戸の九胴の壷で、灰釉が

かかる。162は珠洲悟鉢の底部で内面には密に卸目が付けられる。

■49号土坑 (SK■ 49、 第57図 166)

166は釘で先端部が折れている。

1196号土坑 (S Kl196、 第57図 165)

直径 3cm、 幅 4 mllの刃物の口金具。

1115号土坑 (S Kll15、 第57図 168)

長さ6cm、 断面 711111の方形の鉄製品で、両端を欠損する。用途不明。

1295号土坑 (S K1295、 第57図 167、 図版39)
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168は長さ4cm、 厚さ1.8cmの碗形鍛冶淳。

896号石積 (S X896、 第57図 158。 163、 図版36)

158は石積遺構の上層で見つかった越中瀬戸皿で、内面に印花文と釉止めの段をもつ。時代は17世

紀頃。163は珠洲奏の胴部片で、平行叩きに斜行文が入る例で S K830を はじめ包含層からも数点出土

している。

井戸

32号井戸 (S E32、 第58・ 59図 169～ 203、 図版32・ 40)

遺物には中世土師器 。櫛・箸・砥石・折敷・漆器・板材・棒材などがある。169は九みを帯びて立

ち上がり端部を摘み上げるように九 く仕上げる。1701よ 1段ナデで、九い底部から開き口縁を作る。

171は立ち気味に開き、底部付近までナデる。時代は14世紀後半。172は在地産の中砥。173・ 174は総

黒漆器椀の底部破片。175は櫛で、日は粗い。箸は断片が多く全ては示していないが、186・ 188。 190

の15cmの物と181,182の 20cmの 2種類がある。196は折敷の底板で、目釘跡や切 り傷が残る。まな板

への転用か。197は漆塗 りの入隅足付折敷で、丁寧に面取 りされ、縁の高さは 3 malほ どである。裏面

は 2カ所に足を貼 り付けた痕跡が残る。118は直径 4cm、 長さ75cmの加工された棒で、片方に切 り込

みを入れている。何かの柄だろうか。その他に板材、加工痕のある木材がみられる。

304号井戸 (S E304、 第53・ 59図33～ 35。 2髄～211、 図版25・ 44)

33は 口縁部に1段ナデを施し、緩い括れを作り外側に摘み出す。34は高台付のロクロ土師器。時期

は15世紀後半～16世紀。35は珠洲橋鉢で卸目が付けられる。14世紀。204～ 207。 210・ 2111ま箸で、

∂B
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15cm～ 18cmである。2081ま加工木。209は棒状品で用途不明。

315号井戸 (S E315、 第60図212～ 224、 図版16。 27・ 30・ 39。 44)

219・ 221～226は丸みを帯びて立ち上がり端部を摘み上げるように仕上げる。やや括れをもつ225や

口縁が肥厚 してから立つ219。 222・ 226、 端部を外へ摘み出す220。 221、 直線的に開き端部を九 くす

る226がある。時期は15世紀から16世紀。223は瀬戸緑釉小皿。224は珠洲悟鉢底部。215は雷文が付け

られた青磁。216・ 217は釘か。218は長さ9.6cmの毛抜き。

482号井戸 (S E482、 第60図229～ 232、 図版44)

321は小型のロクロ土師器で、底部糸切 り。時期は15世紀後半から16世紀。322は龍泉窯の青磁で、

草花文の押印が付けられる。229は泥岩製のバンドコ。230は五輪塔火輪の頂部を打ち欠いたもの。

411号井戸 (S E411、 第60図233、 図版43)

233は総黒漆の漆器椀で、内面に赤色漆で文様が描かれる。

675号井戸 (S E675、 第60図228)

228は釘で長さ4.5cmで頭の部分が曲げられている。また端部が曲がる。

205号井戸 (S E205、 第60・ 61図 234～ 236・ 240～ 253、 図版41,42)

226は珠洲甕の胴部片で14世紀頃。224は差歯下駄で台裏に溝を切 り歯をはめ込む。台には歯を挿入

する穴が 2個並ぶ。225は版木の一部と思われ、彫刻刀の痕がびっしりと残る。意匠は不明。240は水

溜に使われていた曲物。241・ 244・ 248・ 249は井戸枠の横木で、柱の膳穴に挿すため両端は削られて

いる。243～247は井戸の縦板で全て図示 していないが板目取 りが多い。250～253は隅柱で交互に膳穴

が穿たれる。

309号井戸 (S E309、 第60図 239、 図版18)

239は ロクロ土師器で、時期は15世紀後半から16世紀。

1265号井戸 (S E 1265、 第60図239、 図版43)

木組井戸の井戸枠で柱 (254～256)が 3本、横木が 3本 (257～ 259)が残る。柱は、横木を挿すた

め横から同じ位置で穿たれ、中でつながっている。横木は膳穴に差し込むために両端が削られている。

溝

58号溝 (S D58、 第62図260～ 262)

両者とも九みを帯びて小さく立ち上がり端部を丸く作る土師器で、14世紀後半。262は珠洲鉢。

59号溝 (S D59、 第62図263、 図版24)

263は小型の珠洲鉢で、口縁部に強いナデを施す。卸目は付けられない。13世紀頃か。

94号溝 (S D94、 第62図 265。 266、 図版24)

265は中世土師器で 1段ナデで日縁端部を九 く作る。14世紀頃か。256は珠洲悟鉢で、口縁が角張る。

161号溝 (S D 161、 第62図277～ 279、 図版29)

277は染付で、宝草華唐草文が描かれる。278は同安窯系の青磁。279は釘。

195号溝 (S D195、 第62図292)

292は龍泉窯の青磁で鏑葉連弁が描かれている。

226号溝 (S D226、 第62図267～ 271)

268・ 270は ロクロ土師器で、九みを帯びて立ち上がる268と 直線的に開く例がある。267は 口縁部に

1段ナデを施し、外側に摘み出す。271は人尾の中型広口壼の口縁。

460号溝 (S D460、 第62図280～ 291、 図版30。 32)

炒
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包含層

280は ロクロ土師器で底部糸切 り。281・ 283は龍泉窯系の青磁で、281は碗、283は花瓶。282・

286・ 289・ 290・ 291は珠洲括鉢で、時期は15世紀。284・ 285は釘。280は板材で、日釘穴があけられ

ている。

465号溝 (S D465、 第62図273)

273は ロクロ土師器で、底部から直線的に開く。

588号溝 (S D583、 第62図 272、 図版20)

小型のロクロ土師器で、底部は糸切 りの後ナデ、糸切 り痕を消している。

545号溝 (S D 545、 第62図274)

274は珠洲悟鉢で口縁が外に伸びている。15世紀。

574号溝 (S D 574、 第62図275)

275は、人尾小型壼の口縁で、端部は外側に折られる。

567号溝 (S D 567、 第62図276、 図版26)

276は、人尾鉢の底部で卸目は付けられない。

605号溝 (S D605、 第63図298～ 296、 図版24)

293～ 295は珠洲甕の口縁部で、14世紀～15世紀にかけての遺物。296は珠洲鉢底部で、静止糸切 り。

433号溝 (S D433、 第63図297、 図版33)

297は泥岩製のバンドコで、一部焦げている。

463号溝 (S D463、 第63図298～ 301、 図版24)

300は 中世土師器。九みを帯びた胴部で、日縁端部を小さく摘み出す。16世紀か。298は鉄淳。299

′92



第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

は釘。301は珠洲橋鉢で散漫な卸目を施す。13世紀。

519号溝 (S D 519、 第63図310、 図版32)

310は 3cm× 4cm、 厚さ 5 1unの 在地産砥石。

574号溝 (S D5雅、第63図311、 図版32)

311は 3cm角の仕上砥石で、丹波・山城産。

460号溝 (S D460、 第63図312,313、 図版31・ 33)

312は安山岩製の板塔婆で、表に「バーン」と彫られる。基部は自然面を残す。313は泥岩製のバン

ドコの底部分。内面は良く焼けている。

600号溝 (S D600、 第63図314～ 317)

315は 中世土師器で口縁端部を外へ摘み出す。16世紀。316は ロクロ土師器で底部回転糸切 り。

314・ 317は珠洲指鉢で、良く使い込まれて卸目が磨 り減っている。

638号溝 (S D638、 第63図323)

321は珠洲鉢で口縁は角張、作られている。時期は14世紀。

711号溝 (S D711、 第63図318)

318は中世土師器で九みを帯びた胴部で、口縁端部を丸 く仕上げる。15世紀。

749号溝 (S D749、 第63図302～ 309。 320、 図版17・ 26・ 29・ 80・ 33・ 38)

302は 白磁皿で焼きは良い。305は軟質の自磁で高台に4カ所扶 りを入れ、内面に重ね焼きの跡が残

る。306は龍泉窯系の青磁で、鏑蓮弁文が施される。303・ 3041ま中世土師器で、丸みを帯びた胴部で、

口縁端部を外へ摘み出す。307は人尾甕の口縁部。308。 309は泥岩製のバンドコ。320は銅銭で 7枚が

付着している。最上部のものしか読みとれないが、元祐通宝 (初鋳1086年)がある。

768号溝 (S D768、 第63図319、 図版38)

319は鉄製の口金具で、直径2.5cmで ある。

777号溝 (S D777、 第63図322・ 324)

両者とも珠洲悟鉢の底部で密に卸目が付けられる。724は良く使用されている。

812号溝 (S D812、 第63図321、 図版25)

323は珠洲悟鉢の口縁部で、卸目は13条である。14世紀頃のものか。

用水出土の遺物 (第 64図 325～ 338、 図版24・ 30・ 32・ 33・ 35)

325は泥岩製のバンドコ。326は 中世土師器で口縁端部を外へ摘み出す。327。 328は珠洲奏の口縁部

で、327が 13世紀、328が 14世紀。329。 301～303は珠洲橋鉢で13世紀～14世紀。3191ま龍泉窯系の青磁

で内底面に草花文の印刻。334は在地の中砥石。335。 386は 同一個体の宝医印塔の笠と塔心部分で塔

心には「バーン」と梵字が書かれる。337は五輪塔の火輪で頂部が打ち欠かれている。台石に転用さ

れたかもしれない。338は灯籠か石像の基礎と考えられ、格狭間と反花が彫られている。

包含層の遺物 (第65～ 70図、図版39)

遺物は339～ 336、 427～474が中世土師器で、九みを帯びた胴部で口縁端部を上に摘み上げ仕上げる

339～ 342・ 429～ 433、 口縁端部を外へ摘み出す342～ 351・ 434～ 441・ 471、 日縁が緩 く外反し端部を

九 くする352。 353・ 442～ 444、 コースター形の浅い例で緩 く外へ開く354・ 356・ 448・ 449と 直立的に

なる356・ 446・ 447がある。450・ 451は 口縁端部に面取 りを行う。時期は13世紀後半～14世紀。口縁

に括れをもつものであまり開かない357,358・ 452・ 453と 大きく外反する360～ 362,471～ 473があ

る。後者は16世紀前半。364・ 865。 455～469は ロクロ土師器で、直線的に開く461・ 455・ 457他や端

′Oθ
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3遺 物

部が外反する466～467他がある。365・ 457は 13世紀前半のもの。

367・ 368。 387～ 390。 397は瀬戸美濃の天目茶碗。346は九碗。371は瓶子の口。368,394・ 395は卸

皿。370は灰釉の平碗。391は鉄釉の九皿。392は灰釉の端反皿。393は灰釉の内禿皿か。420は鉄釉の

茶壷でS K228・ 299。 ■49・ 1152・ 1183。 1295'1361な どから破片が出土する。396は越中瀬戸の天

目茶碗。417・ 418は大型の上錘。

珠洲は甕・壺・鉢がみられるが12世紀～15世紀まで時代幅を持ちみられる。379は 2連の矢羽根状

記号が付けられる。476は S X896に見られたと同様な叩きをもつ珠洲甕の胴部片。419イよ壷T種で13

世紀。385は人尾鉢。399・ 400,415は 瓦質土器悟鉢で産地不明。416は火鉢の脚。475は瓦質の鍋。

中国製品には天目茶碗 。青磁・白磁がある。401は 天目茶碗胴部。青磁碗は、端反りとなる409・

410。 482・ 483、 玉縁の480、 外反器形となる407・ 408外があり、錦葉蓮弁・雷文・草花文などが施さ

れる。406は小型の壼か。481・ 486は香炉。殆どが龍泉窯系である。487は梅瓶の胴部。

白磁は402が角杯。403・ 414が口禿の皿。412・ 413・ 492・ 493が平皿。488が端反の碗。494が端反皿。

489は 白磁皿の底部。491は青花碗で内外面に雷文を施し、外面には花輪・枝連文が描かれる。

499・ 538・ 539・ 540はバンドコで499以外は同一個体。440は蓋。503は石臼の下臼で両面に溝が付け

られる。502は縄文時代後期以降の磨製石斧で、刃部がかけ再加工している。

495・ 496・ 498・ 500。 501・ 541は丹波・山城産の仕上砥。500狽1面には切 り出し時ののこぎり痕が

残る。497・ 542～ 545は地元産の中砥。

金属製品には釘506～ 513、 刀子516・ 517、 小柄504、 鋳物の鋼520・ 522、 鋏か毛抜き526、 鍬先521、

日金具523～ 525、 刃物状の505・ 518、 用途不明の514・ 519、 銅製の引き手金具527、 鉄津528な どがあ

る。銅銭は元祐通賓530。 熙寧通賓531・ 永楽通費532・ 元豊通費533・ 開元通賓534・ 元祐通費535,成

平通賓536と不明な537がある。529は側面に刻みを2カ所と目釘穴を2カ所もつ板材。用途不明。

B 近世 の遺物

03号土坑 (S K03、 第71図 546、 図版33)

M6は、細かい砂岩製の砥石で裏面が剥がれる。

41号土坑 (S K41、 第71図 M8)

548は浅 く外開きに口縁が立つ中世土師器。

留号土坑 (S K74、 第71図 555)

越中瀬戸の褐釉皿で、内底面に釉はかからない。

95号土坑 (S K95、 第71,72図550～ 554・ 578～ 582、 図版29。 31。 34)

550は褐釉の越中瀬戸橋鉢。551は唐津か京焼き風の焼物。552・ 553は釘。5541ま 高島硯の破片で縁

の痕跡が残る。578は方形に加工された台石で自然面を残す。579～ 581は 中世土師器。582は青花。

102号土坑 (S K102、 第71図 560)

560は小型の中世土師器で口縁部力Mヽさく立つ。器壁は厚い。

104号土坑 (S Kl髄、第71図 558、 図版36)

558は灰釉の九碗で、緻密な胎土をもつ。産地不明。同一個体がS K654・ 652か ら出土している。

105号柱穴 (S P 105、 第71図 561)

561は越中瀬戸褐釉皿。

108号土坑 (S K108、 第71図 562、 図版36)

562は内野山窯の製品で内面は蛇ノロ内禿。
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第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

109号土坑 (S K109、 第72図 584、 図版45)

584は板目の材で、桶の側板か。

113号土坑 (S Kl13、 第71図 559、 図版23)

559は珠洲のT種壼で、13世紀頃のもの。

145号土坑 (S K145、 第71・ 72図563～ 569。 585、 図版36～ 38)

563は越中瀬戸の褐釉皿。564は三島手の刷毛唐津碗。565は越中瀬戸の褐釉広口壷。567は三島手の

刷毛唐津大皿。568は珠洲悟鉢で混入品。569は越中瀬戸の褐釉橋鉢。585は方形に加工された石で何

かの台石を転用した物か。

148号土坑 (S K148、 第71図 570)

570は浅 く外開きに口縁が立つ中世土師器。

164号土坑 (S K164、 第71図 571～ 574)

572は三島手の刷毛唐津、折縁皿。5731ま珠洲悟鉢で内面に放射状の印刻がある。574は中世土師器。

571は越中瀬戸の褐釉広口壼で、底部は回転糸切 り。

20号柱穴 (S P20、 第72図 586、 図版45)

586は S B09に 伴う柱で、底面は切り倒したときそのままで柱としている。

04号柱穴 (S P04、 第72図 587、 図版45)

587は S B09に 伴う柱で、底面は切り倒したときの斜めのままで柱としている。

63号柱穴 (S P63、 第72図 583、 図版45)

583は S B09に 伴う柱で、底面は切り倒したときの斜めのままで柱としている。

106号柱穴 (S P106、 第72図 588、 図版45)

588は S B16の 柱で、底面は平に面取りがしてある。

溝

92号溝 (S D92、 第72図 575～ 577、 図版36)

575は越中瀬戸褐釉の広口壼で底部回転糸切り。576は 同じく越中瀬戸の指鉢。577は京焼か唐津風

の焼き物で、胴部に模様が描かれる。また外底面には記号が印刻される。 S K652か ら同一個体が出

土。

井戸

08号井戸 (S E08、 第73図 589～ 592、 図版33・ 36)

589は越中瀬戸褐釉指鉢で口縁端部が内側に折れる。591は伊万里で内面は蛇の目釉禿。590は責茶

褐色の陶器で高台底面のみ釉禿で、砂目が付 く。唐津か。592は細かい砂岩製の中砥石。

33号井戸 (S E33、 第73図 593～ 594、 図版36)

593は伊万里皿で内面は蛇の目内禿。549は中世土師器。

82号井戸 (S E82、 第73図 600～ 604、 図版44)

600は石臼の上臼で指目は 6分割。601は総黒の漆器椀。602は直径 5 1nlnほ どの九い棒で用途不明。

603は板の横に目釘の穴が10カ所あけられた正目の板材で桶の転用材か。604は楔状に削られた板。

301号井戸 (S E301、 第73図596～ 598、 図版37・ 43)

596は 中世土師器皿。597は越中瀬戸灰釉皿。598は漆器椀で、黄色漆で九輪を描き中に赤色漆と黄

色漆で植物意匠を描 く。599は桶の板材。

包含層の遺物
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3遺 物

605。 607は三島手の刷毛唐津碗。617も 同じ唐津皿。6081よ伊万里徳利の首部分。609～ 6111ま内野山

系の皿で内面は蛇の目釉禿。612は在地窯の九山焼の鉢。19世紀。613・ 614・ 620は越中瀬戸褐釉の悟

鉢。616イよ越中瀬戸の鉄釉香炉。6181よ同じく鉄釉皿。619も 同じ天目茶碗。615は青磁の香炉で緑色が

濃い。

遺物は、13世紀から16世紀にかけてみられ、珠洲では13世紀～15世紀までほぼ各時代の物があるが、

陶磁器よりは古い時代を示す例が多い。中世土師器では、13・ 14世紀の物がわずかに混じるが15世紀

～16世紀中頃までの物が多くみられる。瀬戸美濃はわずかに古い物がみられるが、大半は大窯期の物

であろう。八尾は、14世紀に主体があると考えているが、珠洲同様に長く使用されている。中国製陶

磁器は、13世紀頃の青磁から16世紀頃のものまでみられるが、白磁は14・ 15世紀を主体としている。

このような器種組成はむしろ県内の一般集落と共通している。また、16世紀後半になると増加する端

反りの白磁や青花がわずかしかみられず、集落が縮小していつたことを伺わせる。

集落の西側に作られた墓地は墓坑の形にいくつかの種類がみられる。一つは円形や方形に掘られた

比較的浅い例である。他の例は長方形を基本とした深い墓坑で、明らかに木棺を入れたとみられる墓

坑である。覆土は穴の最下部にわずかに黒っぽい土があり中はほとんど地山上が埋まる例で、掘って

から短期間で埋め戻されたことを伺わせている。また墓坑は数基から10個ほどの単位で狭い場所に作

られており、区画が決められていたような在り方を示している。墓坑は南東向きと北西に主軸を向け

る例が多く軸が90° ずれている。両者の数は北西向きがやや多いがほぼ半数くらいである。しかし両

者の上坑には重複関係がみられ時期差とは考えられず何か意味を持つかもしれない。この事は死者の

性別などにより向きをずらしたとみることも可能だが詳細は不明である。

遺物はほとんどみられないが、墓坑の底から釘が 1～ 2点出上している例がある。このような例は

円形や方形の浅い物と棺が入れられた深い例の両者にみられ、棺の蓋を止めるためだけではなく厄払

いの呪いとして死者に持たせた可能性がある。

この墓域とは別にS D567(方形周溝遺構)がある。これは墓坑は確認できないが、屋敷地あるい

は集落の中の墓域的な性格として位置づけられる遺構である。この集落は、西側に墓域 (墓地)を持

ちながら、なおかつ集落の中に墓域的な空間を持ち存在している。また墓域の中には墓道と集石遺構

が存在し、追善供養などの葬祭を行う施設とみられ、集落内にみられる同じ意味合いの施設が重複し

ている。このような二つの空間を共有している集落は少なく簡単に性格付けはできないが、埋め墓と

参り墓を持つと考えられ、ある一定の地位を持った人たちで墓を管理する集団と考えておきたい。

(酒井 重洋)
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第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

第4表 柱穴 (1)
図版香号 量構番日 建物・柵番号 平面形 民さ。cm 幅 出土遺物 特 記 事 項

4 SP1258 SA01 柱 穴 円 22 20 7

4 SP1261 SA01 柱穴 円 28 SK1261>SK1260。

5 SP233 SA02 柱穴 円 7 中世土師器

5 SP264 SA02 柱穴 円 35

5 SP897 SA02 柱穴

5 SA03 柱穴 楕円 SK220と ともに掘立柱建物を構成する可能性がある。

5 SP220 SA03 柱穴 楕 円 50 SK218と ともに掘立柱建物を構成する可能性がある。

5 SP1358 SA03 柱穴 円 柱穴の可能性がある。

7 SP522 SA04 柱 穴 円 SK522>SK562。

7 SP556 SA04 柱穴 円 40

7 SP1075 SA05 柱穴 円 40

7 SP1081 SA05 柱 穴 円 32 1世土師器

7 SP1364 SA05 柱穴 楕円 24

7 SP486 SA06 柱穴 円 30

4 SP1048 SA06 柱穴 円 28

4 SP23 SB0 柱穴 円 35 24

4 SP1268 SB0 柱穴 円 SK1268>SD1266。

4 SP12招ЭSB0 柱穴 円

4 観 1271 SB0 柱穴 円 20 1世土師器

4 SP1273 SB01 柱穴 円

4 SP1244 SB02 桂穴 円

4 骰 1250 SB02 柱穴 楕円 34

4 SP1254 SB02 柱穴 円

4 SP1256 SB02 柱穴 円

5 SP140 SB03 柱穴 円 守 44 43 1世土師器

5 SB03 桂穴 円 32

5 SP1228 SB03 柱穴 円

5 SP1231 SB03 柱穴 円

6 SP518 SB04 柱 穴 円 47 23 1世土師器

6 SPl184 SB04 柱穴 円

6 SPl185 SB04 柱 穴 円 42

6 SP1357 SB04 柱穴 円 37 SK1357く SKl186。

SP1359 SB04 柱穴 49 SK1359

SP189 SB05 柱穴 楕円 SK189>SK188。 掘立柱建物を構成する可能性がある。

6 SPl188 SB05 柱穴 97 22 1世土師器 SKl188>SKl186。

6 SPl198 SB05 柱穴 不整形 72

6 SP1202 SB05 柱穴 円 42 SK1202>SK1204。 柱本艮力彰鳴る。

SP1220 饂 05 柱穴 円 62
SK1220は上層の遺構として掘ったSD894を切っており、SD894は 下層の時

期の遺構と考えられる。

SP249 SB06 柱穴 楕 円 60 ,世上帥器・珠け SK249>SK247。

SP1098 饂 06 柱 穴 円 SK1098>SK1312。

饂 06 桂 穴 円 近坦

SB06 柱穴 円

6 饂 06 柱穴 円

6 饂 06 柱穴 不整形 17

6 SP1309 SB06 柱穴 精円

6 SP1869 SB06 柱穴

7 SP496 SB07 柱穴 SK496く SK497。

7 SP498 SB07 柱穴 SK498<SK499。

7 SP508 SB07 柱穴 円 4 SK508>SK507。

7 SB07 柱 穴 精円

7 SB07 柱 穴 円

7 SP560 SB07 柱穴 円 SK560>SK561。

7 SP590 SB07 柱穴 楕円 未洲

7 SP492 SB08 柱穴 円 34

7 SP557 SB08 柱穴 不整形 SK557<SK497。 SK557>SK601。

7 SP1055 SB08 柱穴 円 14

7 SP1066 SB08 柱穴 楕円

7 SP1078 SB08 柱穴 上層のSE482に切られている。

7 V1089 SB08 柱 穴 上層のSK546に切られている。

弔 SP04 SB09 柱 穴 楕 円 80 〒世土帥器・珠初 近型 SK04>SK372。 掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

SP20 SB09 柱 穴 楕 円 ■世土師器 近迎 SP20>SE32。柱根が残る。SK05。 SK63ととも|こ掘立柱建物を構成している。

SP63 SB09 柱 穴 楕円 ■世土師器 近迎 SK63く SK15。 SK05と SP20とともに掘立柱建物を構成する。

SP03 SB10 柱 穴 楕円 氏石 近型 SK03>SD150。 掘立柱建物の注穴の可能性がある。

SP09 SB10 柱穴 精円 飛肝唐津 近翌 掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

SP10 SB10 柱穴 円 近迎 柱穴の可能性がある。

SP151 SB10 柱穴 円 近‖

SP156 SB10 柱穴 円 48 近型 SK156>SK157。

SP160 SB10 柱穴 不整形 近翌 SK160>SD369'SK376。

SP50 SBll 柱穴 楕円 ■世土師器・砥雁 丘週 SK50>SK51。
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第4表 柱穴 (2)

第5表 建物一覧

]版番号 欝 番
=
建物・禍呑号 瓢善種寿 平面形 更さ。cm 幅 朱だ 出土遺物 時舜 特 記 事  項

SP78 SBl 柱穴 方 中世土師器 丘世 SK78く SK79。

SP39 SBl 柱穴 楕 円 丘世 柱穴の可能性がある。

SP146 SBl 柱 穴 精円 中世土師器 丘世 SK146<SK145。 柱穴の可能性がある。

SP854 SBll 柱 穴 円 丘世
SK854>SK855。 柱根が残っている。SE08の掘形に切られているが、下層掘

削の際に検出したもの。

SP1284 SBll 柱穴 楕円 丘世

SP06 SB12 柱穴 楕円 近世 SK06>SD155。 SD369'SD370。 掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

13 SP68 SB12 柱穴 楕円 二世 SK68>SK152。 柱穴の可能性がある。

SP1241 SB12 柱穴 6 SK1241>SK1240。

SP1292 SB12 柱 穴 上層のSE08に切られている。SK40の 残りか ?

SP46 SB13 柱 穴 円 8 丘世

SP60 SB13 柱 穴 珠洲 中世土師怒 丘世 SD60く SD59。 SD60>SK61。

SP75 SB13 柱 穴 円 SE75<SK51。

SP97 SB13 桂 穴 円 9 丘世 SK97(SD58。 石が入ってヤゝる。

SP395 SB13 柱穴 円 丘世

14 SP398 SB13 柱穴 円 近世 SK398<SK103。

14 SP1272 SB13 柱穴 円 8 近世

14 SP1290 SB13 柱穴 円 丘世

SP19 SB14 柱 穴 円

SP29 SB14 柱 穴 円

SP388 SB14 柱穴 円

SP394 SB14 柱 穴 円 近世 SK394>SK393。

SP21 SB15 を 穴 円 中世土師器 近世 SK21>SKl13。 検出した際の切合で1ま SK21の 方力もK■ 3より新しし

SP45 SB15 柱穴 円 中世土師器・近磁摯 近世

SP49 SB15 柱魚 円 近世

14 SP65 SB15 注穴 楕円 中世土師器 近世 SK65く SE33。

14 SP93 SB15 柱穴 円 8 丘世 SK93>SKl13。

14 SP392 SB15 桂穴 楕円 8 SK392く SK391。

SP07 SB16 柱穴 楕円 中世土師器 丘世 SK07>SE08・ SK38。 掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

SP12 SB16 柱 穴 楕円 中世土師器 丘世 掘立柱建物の柱穴の可能性がある。SK12>SKll

SP17 SB16 柱 穴 楕円 丘世 SK17>SKl13。 掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

SB16 柱 穴 円 近世 SK26>SK27。 掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

SP57 SB16 桂 穴 精円 中世土師器 近世 柱穴の可能性がある。

SP106 SB16 柱穴 楕円 中世土師器 近世 SK106>SP105。 柱穴の可能性がある。

SP372 SB16 柱穴 不整形 (63) 9 SK372<SE33。 SK372>SD369。

No 規 模 桁長 (m) 梁長(m) 面積 (∬ ) 棟方向 方 位 柱形式 時代 備 考 挿図 図版

l 2× 2? 18×22 東西 N-88°一E 総柱 中世 SA01が付く 4

1× 2? 22× 22 東西 N-82°一E 総柱 中世 4

2× 1? 27× 27 21× 東西 N-82°一E 総柱 中世 5

4 1× 2 2.7× 12 東西 N-52°一E 総柱 中世 庇あり 6 2

5 2× 1 2.8× 2.8 東西 N-58°一E 総柱 中世 6

3× 1? 2.3× 25× 1.2 21× 東西 N-73°一E 総柱 中世 庇あり 6

7 2× 2? 2.2× 22 24× 24 東西 N-88°一E 側柱 中世 SE482SA04 7 3

2× 1 2.0× 20 東西 N-78°一E 中世 SA06 7 4

2× 1 4.5×40 N-72°一E 近世 柱3本残る 郷

2× 1 21× 3.3 南北 N-20°―W 近世

2× 1 32× 3.6 居す】ヒ N-27°一W 近世

2× 1 32× 2.4 君す】ヒ N-14°一W 近世

2× 2 32× 32 32× 34 南北 N-lΨ―W 総柱 近世 44

14 1× 2 20× 20 君
=】

ヒ N-0°一W 近世 44

2× 2 2.1×2.7 2.1× 2.1 南北 N-4°一W 近世

2× 2 36× 27 27× 21 南北 N-20°一W 近世
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第Ⅲ章 清水島 H遺跡

第6表 井戸一覧

第7表 近世土坑一覧

畳構番毛 自構種聾 平面図 貫さ・cr 幅 深さ 出土遺物 時期 挿 図 図版 詳細時期 特 記 事 項

SE01 井戸 円 須恵器 近世

SE01>SD150・ SD16卜 SK165・ SK169。 包含

層掘削の際にすでに確認されたもの。掘方は

大きψゝが石組は/1ヽさヤヽ。

SE08 井戸 円 中世土師器・越中瀬戸・唐津・伊万 近世 2 19C SE08<SK07。 掘方は/1ヽさしゝ。

SE32 井戸 円 猾 土師器 ,中世土師器・珠洲。人尾・砥石 中世 14C― SE32<SP20。 大型の石組井戸。

SE33 井戸 円
須恵・中世土師器・珠洲・越中瀬戸・層

津・近陶器・伊万利・
近世

SE33>SK65'SK373。 石組井戸であったが、

石を抜かれている。

SE82 井戸 円 中世土師器・石臼 近世
SE82>SD94。 大きな石を組んだもので、一番

下は3個の石で組まれている。

SE205 井戸 円 中世土師器・珠洲 中世 14C7-
石組の下に木組の井戸枠をもち、中央に曲物

が入っている。

SE301 井戸 円 中世土師器・越中瀬戸・鉄筒状 近世 18C―
SE301>SK145。 石組の井戸で、他の井戸に

比べてやや浅めである。

SE304 井戸 不整形 169) 中世土師器・珠洲・瀬戸・越中瀬戸 133前
SK304<SK302。 その下に石組の井戸が検出

された。

SE309 井戸 不整形 205) 中世土師器 15C末～1俺初

SE309<SE315。 上層には拳大の石がぎっしり

入っている。その下には石組の井戸があり、下

部の石組が残っていた。

SE315 井戸 220
中世土師器・珠洲・瀬戸・青磁・鉄刀子

・釘
57 15C中～16C中

SE315>SE309。 上言Бの上坑部分から遺朋が

出土している。下部には石組の井戸があり、石

組の下部数段が残存した。

SE411 井戸 円 6 SE411>SK440。 SE411<SK412。 石組のもの。

SE482 井戸 円
中世土師器・人尾 瀬戸・青磁・五輪塔

・バンドコ
ユ配 末～16C

石組の井戸で、比較的小さいものである。

SE482く SK483。 SE482>SD586。

SE675 井戸 円 釘 石組のもの。

SE1265 井戸 不整形 150 中世土師器 4
上層のSK15の下で検出したもので、木枠が残

っていた。

挿図番ち 自構番毛 脅濡群縮 湖 子面形 長さ,cm 幅 深さ 出土遺物 時則 特 記 事 項

SK05 土坑 壱円 69 中世土師器 近世磁器・柱 丘世 剛 >〔X箭 >〔Dlm。 掘立柱建物の柱穴で、柱根が残る。
SKll 土坑 有円 5 丘世 里 11<SK12。

SK31 土坑 弓 30 中世土師器 E世 創毬1>y【Ю。カクランにより半分|こ切らオして▼ヽる。

SK86 土坑 刊 24 中世土師器 路 6<蹄 。開 6>SE870。
SK37 土坑 ヨ 33 L世 ∈)と(〔17'>剛。

SK41 土坑 宿円 56 7 近世磁器・中世上師器 二世 柱穴の可能性力湧 る。

SK47 土坑 宥円 青磁 潔 多 醜

SK51 土坑 有円 49 SK60<SK61kSK52。 SK51>SK75。

SK52 土抗 有円 中世土師器 妙 SЖあ1。 SK磁くSK53。 SK52ysK76。

SK53 土抗 ヨ 140 中世土師器・珠洲 E世 y【B>sЖ

“

2。 sX18>SKl13。

SK54 土坑 宕円 丘世 y巖4<観(1盈
SK55 土坑 ヨ 26 7 中世土師器 こ世 SX15>縣 113。

SK56 土坑 協丸 126 近世磁器 L世 受Qおく訴配 。SK56>SKl13。

SK71 土坑 有円 7 唐津 こ型 非常に浅く、凹み状のものである。

22 SK73 土坑 Hl 106 中世土師器 二迎

22 SK74 土坑 育円 越中瀬戸 E世 縣7夢Sm11。

22 SK95 土坑 示整形 (680) 442
中世土師器・珠洲ツ即書青磁・シ暫+越中瀬戸
・唐津・伊万里・須恵器・切石・砥石・釘・京焼系

E世
SK95<SD92。 南半分端には石が投げ込まれた状態で入って

▼ヽる。

SK154 土坑 下整形 79 中世土師器 こ世

SK164 土坑 下整形 (487) 404 中世土師器・珠洲・越中瀬戸・唐津 丘担
南西隅に縁取の石が並べられ、南半捷 中心に石を敷いたよ

うになっており、建物に付属した施設と考えられる

22 SK165 土坑 ヨ 中世土師器 SK165<SE81,S(73・劇【1酪。SK165>SD375>SK3η 。

22 SK166 土坑 有円 8 越中瀬戸・唐津・近世陶器。近世磁器 二世 Ы(166くこX138。

SK98 土坑 ヨ 170 中世土師器・越中瀬戸 L型

SK102 土坑 看円 57 8 中世土師器 丘型 Ы(102>SK103。

SK104 土坑 下整形 (570) 中世土師器 丘赳 SK104<SK144kSD磁 。SKl似>S幽 。
SP105 掘立建 宥円 54 越中瀬戸 E世 骰 105<GX106。 柱恨か残 る。

SP106 柱欠 宕円 中世土師器 SKl∞>♂1∝。柱穴の可能性力湧る。

SK108 土坑 ヨ 167 中世土師器・越中瀬戸 巨大な川原石を致きつめたようにしてある。罰(108>SKl∞。

SK109 土坑 ヨ 中世土師器 SKl∞<SKl饂。

SKl14 土坑 偶丸 123 中世土師器 丘迎 罰(1里>SK■5。

22 SK128 土坑 方 111 中世土師器 二型
径20cm大の川原石や秒利力消ヒ半分にやや偏った状態怠ぎっ

しりつまっていた。試掘の際に検出されている。

SK144 土坑 下動 二迎 SK144kSD92。 SK144>SK1046

SK145 土坑 下動
中世土師器・珠洲・越中瀬戸・伊万里・近世磁

器・加工石

M烈≫SK163。 南側は川原石を2～ 3段に並べ積み、西、北側
には細かい石を集めて縁取っている。水屋のよう

SK148 土坑 冑円 越中瀬戸・中世土師器 二翌 M148>(Dl耐。柱穴の可能性力あ る。

20 SX896 塚 方 390 索 州
石積みの塚状のもの。上部に盛土を施されているが、下部には

何の施静もなかった。墓域の中心的み施設の可能性力湧る。

′′,



3遺 物

第8表 溝一覧
挿図番号 遺構番号 幅 (clll) 深さ 出 土 遺 物 時期

SD58 中世土師器・珠洲 近世

SD59 7 中世土師器・珠洲

455152 SD92 中世土師器・珠洲・越瀬。近磁器 近世

16651 SD94 27 中世土師器・珠洲

SD155 27

22 SD161 中世土師器・珠洲・青磁・染付・釘

SD195 73 珠洲・青磁 近世

SD123 29

22 SD125 5

2326 SD210

SD215 150 7

162324 SD226 中世土師器・珠洲・八尾・瀬戸・青磁 中世

23 SD258

25 SD267

SD279 6

25 SD280 60 9

25 SD281 路 中世土師器

SD296 92

SD297

SD298 蟄

1 SD369 48

SD370

SD375 45 3

3a38 SD427 9

SD438 ″ヾンドコ

168637 SD460 122 中世土師器・珠洲。人尾・越前・青磁・瀬戸・加工石・石碑・砥石・バンドコ・釘・鉄刀子・釘

〕43638 SD463 中世土師器・珠洲・瀬戸・釘・鉄滓

SD464 8 人尾・中世土師器

3638 SD465 63 中世土師器

SD493 24 5

22 SD516 65 7

101624 SK519 67 中世土師器・珠洲・八尾・砥石

28 SD545 45

151628 SD567 300 中世土師器。人尾・瓦質橋り鉢・釘

SD572 中世土師器。人尾

SD573 6

SD574 97 中世土師器・珠洲・砥石

1216 SD583 中世土師器

27 SD586

1216 SD600 368 中世土師器・珠洲・瓦質橋り鉢

SD605 162 中世土師器・珠洲・人尾・釘 近代

SD606 332 珠洲・八尾

3435 SD631

3435 SD638 77

29 SD747 65 メ梶

31343541 SD749 39 中世土師器・珠洲。瀬戸・白磁・青磁・バンドコ・鉄刀子

29,30 SD751 40

3435 SD764

SD768 105 44 中世土師器・鉄輪

31,32,344,42 SD777 22 珠洲

SD312 47 珠洲

SD1010 も

SD1058

SD1059

SD1060

10,11 SD

SD 25 珠洲

SD 40 17

10,11,13 SD 25 中世土師器・珠洲

SD 中世土師器

SD 63

10,13 SD 22 中世土師器・珠洲・瀬戸

8 SD1266 20

8 SD1285 32 11

SD1330 34
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第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

第9表 土坑一覧 (1)

だらだらと南側へ深くなっている。

SK165>SD375>SK377。
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3遺 物

第9表 土坑一覧 (2)

5K204 橋 円 SK204>SK203。
1 脩 円 6

l16。

SK209 円

もK″ 11 脩 円 妹 洲 |

SK214 円 ЬK214く SD215。
5KZ16 ZZ 円 4b

くもKZ16。

SK219 24 円

もKZ21 13 5K221>も K222。
ЬKZZZ<も KZZl。

SKZ24 25 円

づKZZb 円

υZZ6。

SK228 Z5 円

もKZZυ 脩 円 5Kクυ<じK239。
13 甲 上 16じ 日J 5KZ30>じ KZ31。

づK232 Z5 脩 円

うKZ34 Z5 脩 円 甲 上

ЬKZ3b<も KZ3υ。
SK236 25

づK237 Z5 橋 円 6

円

SK241 25 浩

SK24Z Z5 円 SK242>SK243。
3K243
SK245

1 ЬK243<SK22。

SK246 25 橋 ト BK246<SK
SK247
SK248

25 円 中 土 SK247<SK249。

25 円

3K251 僑 円

SK252
SK254

甲上 、珠 )、 日磁

SK255 24 17
SK256
3K257

24 円

SK259 25 橋 ト

SK260 円 7

SK261
SK262

27

SK265 円 bK265>SK603。

SK268 25 円

SK269 脩 円 中 土 16C Hj SK269<SK262。
SK271

SK273 SK273>SK29,
SK274 甲 上

SK277 25 円

SK278 Z5 冶 円 8 中 上

SK283
円

SK285 2 袴 円 中 土

SK286 10

SK288 27 円

SK289 円

SK290

SK292 袴 円

SK293 ЬK293<も KZ92。

SK300 不整形 中上 13C前
う43υU>もK3U3。 コヒ側^ヽアこうアこうこ
深くなる。

SK302 不整形 177 中上、中陶器 14C後～15C
SK306と の切合は不明。

SK303 円 14 抹 粉 | SK303<SK300。
SK307

SK310 円 SK310<SK259。 SK310>SK311。
SK311

SK313 楕 円 9

SK314 26 円 中土、青磁、瓦質火鉢、石臼 16C初 ～中

箔り鉢次の上J/1で、底に川県れがス
っていたもので、おそらく井戸を凄
棄し、石を抜いた後、埋まったと完
えられる。

SK316

SK318 円

SK319
SK320

f′び



第Ⅲ章 清水島H遺跡

第9表 土坑一覧 (3)

不明である。
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3遺 物

第9表 土坑一覧 (4)
十損 橘

SK421
SK92 円

:5

SK425 不

く壁と6 蟹 形 中 土 SK426>

SK430 円 1ユ

SK431
SK432

49,

SK434 円

SK435 橋 円 132 SK485>SKコ
SK436 もK零 6くもK435。 SK436>SD433。

D460。

K438 不整形 中上、石臼、硯、バンドコ 15C末～ 16C
SK461>SD460。

SK439 蟹形

K441 円 2]

SK442

K444 円

SK445
SK446

円

K448 円 よ SK448<
SK449

SK451 112

円

桁
一
円

SK454
SK65 円 23

1// 135 洲、アヽンドコ、釘 SK456<SK487。 SK456>SD460ハ
SK67
SK458

円 弼 30) SK459く SK458。

SK461 不 整形 122) 37 中土
もK401くもK4Zl・ もK43も。

ミて4FIク

爵K46′ D464。

SK468 円

くて4A0 円

RK471 円

SK472
3 SK478>SK474。

RK474
SK475
SK476
SK477 lIつ ていない。

SK478 楕円
bK478くもK479 掘つていないので、
検おした際の確認のみ。

SK479 楕 円 57
SK479>SK478 孤 っ て い な い の で 、
総 取 の 蔭 ォr腋つ の ス

SK480
"

lTEつ Kい ない。
SK483 Rて 4RR>ミ Fな R,

3K485 円 61

烏K4R7 ¬ 55 30 7

SK489
,K490 権

SK491>SK555。
合K494 くもK495。

SK495 64

SK497 不 整形 147 147
もK4tJ/>も K4υO・ もKb40・ もKう 4イ
SK548・ SK558。 SK601。

SK499 不

SK500 不整形 70
もKうυllくもK546。

SK500>SK589>SD586。
島K501
SK502 40

RK「D

SK503>SK563。
,K504くもK505。

K505 17

イヽ 17

bK507く SK508。
SK509
SK510 40 40

SK512
SK513 形

SK514

RK島 21 橋 円 45 32 9

SK524

rF∂



第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

第9表 土坑一覧 (5)

]K525 祥欠 の可能性 が あ る。

SK526 十円 SK526<SK527。
28 十円 SK527>SK526。

SK529
SK530 | 形 7 SK530く SK531。

２ィ

一２‐jK53Z ;  | 15  1
3K533 ２‐

一２‐

| 69 SK533く SK534。
(534

|
袴 円 SK534>SK533。

２‐

一

|

円 36
SK537 |円 25

一タ

16  1
SK540 | 中 上 5C～ 16C

SK541
|

不整形 190 中上、瀬戸、越瀬
SK541と SD5451こ tyJ含があるかどう

lK542 | 不 40 中十、アヾンドコ SK542>SK602ぉ
SK543

l― ll

SK546
|

下整形 197 中止、釘 3C前
Rて氏林 >ミて400・ ミて氏nn・ ミkttRA^

SK547 ２６

一
|

円 14

ЬK54bくもK
SK549>SDRK549 可

ヨK550
|

円 23 SK550>SK546。
,  | 20  1

ミK55馬
|

不啓形 149 5C後 K555<SK491ぅ
SK558

|

不率形 54) SK558く SK557く SK497。 SK558く SK559。

SK561
|

不整形 203 186 中上、珠洲
もKb61くもυ54b。 もKb60。
SK561>SK562。

l  L

SK563
|

不整形 ミXttP7>Rて氏A4^

SK564
|

円 122 SK564>も K563>SD586。

RK5おお
|

RK568
|

円 中 十 15C後

;  | 16  1
RK577

|

円

SK578
|

bK578>も K580。

R(5R0
|

田 17 釘

3K581
|

ア  | 7  1 bK584>もD583。

RK587 ¬ 円

SK588
|

示整形

SK589
|

SK599
|

円 のびてし

SK602
|

円 24
穴の可能性がある

[  | 24  1
SK621

|

円 中 十

|

嶋引. 14 IK鬱 2<SD749。

SK624 可 隅丸
墓坑の可能性がある。

南西隅に出っぱ りがある。

!  | 15  1

|円 F貨の可 能 14があ る .

t  l

|橋 47)

SK632 |隅丸
SK632<SD631。 墓抗の可能性があ
り、SD631は SK632に 関連したもの
>芽 う云カス

|円 SK6A3<RD631.
SK684>SK635。 SK634<SD777。

8  1 SK635<SK634<SD777。
1楕円 RK6R6>RK62ら ハ
|

|

R0 6  1 くRD777ハ

SK641
|

31  1 14  1

|

[R苛 十抗 豪 の可 rlp件 が あ るハ

SK645
|

隅丸 盈
SK645>SK843。

31
|

4J

RR
|

の可 能′昨が あ るハ

SK649 隅丸 126
もK649>も K650>も K651。
キ折堂 の前 静 l■が 示 ス ^

′′9



3遺 物

第9表 土坑一覧 (6)

7 ミてお「40く Rて 649^

K65 <SK650く R(649ハ

SK652 33 隅九
H4■、赤洲、四声、江倣喬 く刀フン明
″座ゝ 19C～

土抗暴の可能性がある。

44
烏κ654 SK654<SK104ぃ

SK655 不整形
SK655>SK702。
十抗真の可台レ1/rがムス^

SK656 隅丸
SK656>SK657。
キ 汁 真 の 打 静 14が 示 ス

SK657 1

弓K659
SK660 隅

40 7 RKA61<ミ

SK663 不整形
うIt003く もワイ7r。

120 8 爵K664く SK6ARハ

SK665く SD777^
SK666 円 180 ;68。

SK667 隅九 中土、鉄板状
SK667>SK668。
十玩豪の可能梓があるハ

SK668 隅丸 (125)
SK668く SK666・ SK667。

十抗豪 の可能 /14が瀦 ,

SK670 隅丸
SK670>SK731。
十妍童の可能性がふス

SK671 隅九 148 44
SK671>も K844・ もK846。
十坑真の可能trrがある

^

乱K672 隅 苛 K694ぅ
]K673 IR苛 lRR 中

104 珠 洲 の可 台レ

SK676 隅九 珠洲
SK676>SK792。
十汁墓の可能性があス^

162 ミ(

Ъ ]K678<SK677ぃ
乱K679

'28。

SK680 円
SK680くもK682。
十抗墓の可能 14があるハ

SK68ユ K681>SK682。
SK682 不率形 172) 163 681。

40 イヽ盗畳升多 20

3K685 40 円

SK686 40 隅丸 41
十坑 墓 の可 能′眸が あ るハ

Kヽ687 40 の る。

3K688 40 隅 丸

の 可 があるぉ
]K691 隅 ち 千Wヽ。

692

105

SK694 隅九 123
うK6υ4>もK6/Z・ SKOyぅ。
キす童 ゐ可能佐 .hN童 し、

】K695 隅丸 175 (113) 中土 15C～ SK695<SK694 SK726。
十す真のす鬱Jl■が示ス^

3K696 楕円 +針章 ゐ可能 j14おミネ ス
11 洲

Kヽ6911

3K699

SK700 糖 円
SK700>SK701。
土坑墓の可能性がある。

SK701 不 整形

SK702 隅丸
もK70Z<も K676・ もK655。
上坑墓の可能性がある。

SK703 精 円
もK703>も K783。
十坊墓の可静梓が蒸る^

104 中 土 十坑 のBr静 4
SK705 SK705く SKm〕 7ぃ
SK706 隅 丸

SKttЭ 7 精円 40 中土
SK707>SKηЭ6。
十坑墓の可能

j14が
ある。

SK708 隅 丸 の 可 る。

bK709 Ⅲ謁丸

SK711 隅丸 中土 14C後～15C SK711<SK712。  SK711>SK841。

橋 円 104 RK712>
SK,

隅 丸

桁 円 43

SK716 楕 円
SK716>SK717。
土坑墓の可能性が高いぅ

SK717 不 率

坑 の可 能 4/F尤

RK719

SK720 隅丸
SK720>SK721。  SK720<SK693。

F2θ



第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

第9表 土坑一覧 (7)
朦巷号 1挿図番号 | 図 版 さ。cn 鷺さ !損物 語細時期     1特 記

SK723 牌
SK7

SK724 1 SK724>SK8086
SK725 円

SK726 隅丸 37
SK726>も K695。 じK726<も K771。
十坊墓の可能枠がある。

SK727 円 14

SK728>SK679。
十

RK730 隅 十坑豪 の F が 高 い 。

3K731 不 影 27) SK731く SK670。

SK732 隅丸 り坊ミある
^

SK733 不 整 形 SK733<SK686ぅ

SK734 隅九
bK734>SK735。
十坊墓の可能性があるハ

SK735 隅丸
ЬK/3bくもK734。
土坑墓の可能性がある。

BK737 円 60)

SK738 Ⅲ島丸 1駆 29 土坑基 の可 がある。
RK7R9 SK739>も K720。

SK742 塙 土坑豪 の可 能性 が あ るぅ

ミて74R イヽ蟹形 釘 SK743<SK755。

K7も
SK746 SK746く SK717。
弓K74R SK748くもK642。

SK752 隅丸 26 珠洲
もK/うZ>もつ74/。

土坑墓の可能性がある。

SK754 楕 円 14
土坑墓の可能性がある。

SK755 隅丸 24 釘
十坑墓 の可 能 14があ る。

もK756 橋 円 3ユ 殊洲 SK756く SK755。
RK757 4ヽ蟹形

SK760 隅丸 土坑墓の可能性があるが、調査区列
に延びているため不明

^

1 SK761<SK760。
33

126 17 土坑異 の可能性 が あ る。

SK771 1 隅九 24
bK771>SK726。
十坑墓の可能Frrがある

^

SK772 1 隅丸
もKイ /Z>も K/13。

土坑墓の可能性がある。

SK774 隔九
もItγ 74>も K775。

土坑墓の可能性がある。

SK775 1 隅九 中土
十坑稟 の可育レt4が あ るハ

SK776<SD749。 SK776>SK811

SK780 円 襲 39) SK7
δK781 円 17 SK781>SD749。

SK783 隅丸

もK7も3<もK696・ もK/υ3。
SK788>SK784。
土坑墓の可能性が高い。

SK784 隅九 175 中上、砥石、鍋 SK784<>SK786。
土坑墓の可能性がある。

SK785 隅丸 195 70 中土、瀬戸、釘
SK/もう>もKrも4° もK/も0・ もKも lυ。

土坑墓の可能性がある。

SK786 隅丸 186)
もK786くもK784・ もK7bb・ もK7も7。

木構を埋葬したものと考えられる。

SK787 隅九 土坑墓の可能性がある。

SK789
17

SK790 隅丸 土坑墓の可能性がある。

SK791 隅九 74 62 釘 土坑墓の可能性がある。
ミκ70, 円 i27)

5K7

SK795 円

SK;
RK;

SK798 円

′2」



3遺 物

第9表 土坑一覧 (3)

SK799 円 l 30
もK800 円

イ運 形 240
SKも03 卜爵ラ

'lJもKも04 ,渇λ υ

SK805 (75)
SK805<SD749。
土坑墓の可能性がある。

もK806 小蟹形 57

円 154

SK809 僑 円

もK810 円 33

SK811く SK776。

SK8 イヽヨ昏)多
もK814 Ⅲ尚九 54

SK817 円 中 土

もKblb 円 56

SK820 円 28 SK820くもD747。

SK821 29 隅九 珠洲
うKbZlくもつ747。
土坑墓の可能性がある。

もK823 円

もKど膠4 円 jb ZtJ 甲 主

もKヲ6 円

もKbZ7 円

SK830 卜R夕叱   1164
jKも 3」

ЬK832く SK668。

SK833 僑 円 j7

づK心34 円

うK837 円 J5

うKも3b

SK840 円 35

うKも41 4り ,

SK843 隅九 104
土坑墓の可能性がある。

SK845 隅丸
土坑墓の可能性がある。

SK846 82) 土坑墓の可能性がある。

SK847 隅丸 103) ミF761^

SK849くもK848。

SK850 橋 円 80, bK850>も Kb47。 もKb50>SK851。
うK851

SK856
SK857 円

ЬK860 円

ЬK861

SK863 円

5Kb65 41J 円

SK867 円

SK868 円 29

SK871 円

SK872 円

SK874 250 土坑 墓 の

SK875

円

SK878 精 円

SK880<SK790ぅ
SK881 円 49 40

SK882 円

]K884 7

SK885 隅丸 (128)
づK885くもK699・ もK737。
十坑墓の可能性が高い。

づKもb6
3K887 2

:22



第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

第9表 土坑一覧 (9)

ミてAR9

岳K890 RKR90くミK757ハ

十坑豪 の可 能性 が あ るハ

ミκRO)

SK893 14 205 バンドコ
SK893>SD460。
下層の航潮同にム リ

ミК1002

ミK100R 5 円

SD1004く SD547

くて1006 7ク

SK1007 ▼ 38
SK1007<SK1008。
SK1007>SD1010。

ミて1 5

弓K1009 15 円

ク

SK1013 15
bK1013<もD1010。
L層 のS(571に 切訪れている

^

SK1014>SK1015ぅ
RK1015 15 円

SK1016 15 中 十

42 ヒ層の播種に切られているハ

SK1019 15 円

橋 円 ▼ 11

SK1022 15 隅九 5
Ｋ

Ｋ

022<SK1023。
0分ク>RKl∩ R5ハ

SK1025
円 4 4

SK1028 5 円

SK1029 5 円 4

SK1031
SK1032 小整形 8

SK1033 冶 円 4

SK1034 不整形 7
SK1034(SK1033。

SK1035 不整形
SK1035と SK1034の 切合は不明。

SK1037 12 円 中 十

SK1038

Ｋ

Ｋ

Ｆ

038>SK1039。
038くSK1082。

SK1039 12 20
Ｋ

Ｋ

039<SK1038く SK1082。
039>SD5676

12 円

SK1041 RK 041くRD「167ハ
Rkl∩な2

3K1044 12 格 円

SK1045 橋 円

SK1046 12 不整形 38 中土、鉄刀子
SK1046<SK1044。
Rて 104A>RK1045^

SK1047 円

SK1052 不整形
Ｋ

Ｋ

05ツ <も K1051。

052>SK1077ハ

弓K1054 12 円
一２６

3K1056 12 円 15

3K1061
SK1062 イ`整形 89

53) SK1063く SK1062。

SK1065 13 12 不整 /// 7A｀

1067 円

SK 068>SK1072・ SD567
SK1069
SK1070 円 48 42 SK 070>SK10716

SK1071
Ｋ

Ｋ

071<SK1070。
071<RK1072ハ

SK1072
Ｋ

Ｋ

∪/Z<も K1071。
072く SD567。

SK1074 円

SK1076
SK1077

楕 円 SK1076>SK10616
SK1077<SK1052<SK1051。

SK1080 円

SK1082 49 12

SK1082<SK1040。
SK1082>SK1038。
SK1082>SD567ハ
SK1083<SK546。

r2_9



3遺 物

第9表 土坑一覧 (10)
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第9表 土坑一覧 (11)

第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

庫じ

3Kl186 不整形 732 SKl186<SKl1896
SKl187 SKl187<SKl186。

49

iKl191

SK1192
円 37

SKl195 SK 195<SKl194.
SKl196 l

円 31

Sて
SKl199
SK1200

円 25

SK1204 SK1204<SK1202ハ
170 115

SK1207
SK1208 円

円 46 42
SK12
SKl のSE205の 弔形 に切 られているハ

円

SK1219
SK1221 9 円 40

円

SK1228 味洲

SK1224 9

9 160 20
46

SK1227 RK 227く RK1225ハ
づK12″9

円

SK1232
SK1233

円

SK1236
SK1237 30

ぢ]

3K1239

のSD369の 腐 で絵 出 1フ オハ
SK124R 円 5

SK1246 卜膠の SE150に LrJら ″してい る ^

SK1247 4 3 SK1247く SK1248。
r層 のミnl氏nιi tJ六 カてぃス^

SK1248 RK 1247
SK1249

円 40

SK1258
30 へ延 びてい るハ

5
SK1259
SK1260 形

」

SK1263 ミて1
SK1264

円 8 1266。

SK1274 ト の溝に |ら れているハ
SK1275

K1277 r の に切 られて い るハ

37

隋 円 8

R(1 2Rl 円 ]K101と だぶって立ヽるぃ
SK1282 円 398と だぶっている。

RKl力 R7 隔 円
「

24
SK1291
SK1293 27 欠の可

円 38
SK1295 15C後～
SK1297 円 297く SDl180ハ
もK1298
SK1299

円 1180。

3

SK1300 円

自然流路内を約 5cn掘 り下げたところで

検 出したもの 。以 下 SK1312ま で、
RKl MO・ミて1■51～R【 lR馬5=ぺ 同繕 ^

SK1302 円

円

爵K1305

/2j



3遺 物

第9表 土坑一覧 (12)

]K1307 10     +円

1308 10  +円

Kヽ1311 十円

K1312

]K1815 1不率 T// 70

SK1316 1石円 70
SK1817>SK1318.
SK1318<SK1317。

K1319 1霜円

SKl乾 2 14     +円 7

SK1323

司

K1326 4 判

SK1329 14  +円 4Cl

SK1331 43 1 5
の潰種 に切 られてい るぅ

1糖円 6

SK1334 4 J

SK1387 4 」
I 64 9

SK1388 4  +円

十円 災

SK1341 判 9

K1344 判 22
SK1345 イヽ

SK1347 隅丸
SK1347>SK1348。 上層のSK425に
切ら″しているハ
S(1348<SK1347ぅ

SK1349 1 不整形 600 43
甲と、堺洲、人尾、服声、言ほ、 L
磁、瓦質バ ン ドコ、バ ン ドコ、釘、 15C～16C前

自然況路の いで確認したもので、天さ
な川原石が入っている。井戸の石を抜
いてt王うりよんだ■うた状,■であるハ

10  1 十 弓K1350<SDl180ハ

SK1351 1 中土 15C末～16C初
SK1351>SK1352。
r層のRFA00しこ切られているハ

SK1352 l 中土
jK13bZ>も K1351。
上層のSE309に 切 られている。

SK1353 1

SK1355>SK1358ハ
SK1856 6 SK1356<SKl186。
SK1360

十円 46

SK1368 12  +円 浜洲、 丁 暫穏欲

SK1367 ユ

r26



第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

第10表 木製品一覧 (1)
算凶杏号 凶 倣 遺種コード 出土地点 種 類 帆格・長 cm 幅 厚 備考

SP1202 柱 486

SE32 漆器 (89) (07)

SE32 漆器

SE32 櫛

176 SE32 箸 (93)

SE32 箸 (105)

178 SE32 箸 (202)

SE32 箸 (102)

180 SE32 箸 (106)

SE32 箸 (202)

SE32 箸 206

SE32 箸 (168)

SE32 箸 (154)

185 SE32 箸 (145)

186 SE32 箸

SE32 箸 (146)

188 SE32 箸

189 SE32 箸 (150)

SE32 箸 152

SE32 箸

SE32 箸

193 SE32 箸 (121)

194 SE32 箸

SE32 箸 (133)

196 SE32 折敷

197 SE32 漆器板

SE32 加工木 742

199 SE32 板 290

SE32 加工板 226

SE32 柱 235

202 SE32 板 844

SE32 加工板

204 SE304 箸 (102)

205 SE304 箸 (107)

206 SE304 箸

207 SE304 箸 (130)

SE304 加工板

209 SE304 加工棒

SE304 箸

SE304 箸

SE3 5 箸

SE3 5 箸 (166)

SE3 5 箸 (152)

233 SE4 漆器椀 (■ 8)

SE205 下駄 ユ A■ O A1218 A2(82)B77C(89)E■ 4H29 Jl■ 3
SE205 版木?

240 SE205 曲物

SE205 井戸枠

SE205 井戸枠

SE205 井戸粋

SE205 井戸枠

SE205 井戸枠 329

SE205 井戸枠

SE205 井戸枠

SE205 井戸枠

SE205 井戸粋

SE205 井戸枠

SE205 井戸枠

42 SE205 井戸枠

253 SE205 井戸枠

SE1265 井戸枠 369

SE1265 井戸枠 556

256 SE1265 井戸粋

257 SE1265 井戸枠

SE1265 井戸枠 692

SE1265 井戸杵

SD460 X38～40Y51～ 52 板

529 X60Y79 Ⅳ 折敷

583 SP63 柱

584 SK109 加工板

586 SP20 柱 484

SP04 桂 127

588 SP106 柱

127



3遺 物

第10表 木製品一覧 (2)
挿図番号 凶 版 貴 種 コー 出土地点 種類 幅 厚 備考

43 SE301 漆器椀

SE301 板 177

44 SE82 漆器椀 70

44 SE82 者 (202)

44 SE82 加工板 282 68

SE82 板 6

第11表 金属製品一覧
区 挿 図蓉

=
凶版蓉サ 出土地 点 穂 輻 規格 。長 cm 幅 重宮 時期 備 考

SK239 初蝕 阜 45 1686
SK239 57 2163

SK357 釘 4 29(,司 ,

SK483 鉄澤 330
SK387 13752
SK400 刀子 ,封 3285
SK402 釘 ()乱 )

η SK453 釘 周 1256
70 SK484 釘

r2 SK509 小柄

5K417 憾】夫 123 4588
78 SK438 釘 周 )

55 SK546 鉗 402
SK743 毛抜 周 ) 699
bK580 釘 668

94 SK755 釘 周 ) 18υ6

SK755
SK830 鉄 浮 56 tJ9

SK 349 周 ) 1178

SK 349 釘 37()司 ,

SK 回令 ? 37 14 1065
SK 49 釘 48()司 ) 1126
SK 鉄津 1419
SK 釘 周 ) 1613
SE315 釘 5 周 ) 1352

SE〔 5 釘 周 ) 1673
SE315 刀子 4 周 ) 366

228 SE675 釘

279 SD161 釘 2(周 )
284 SD460 X37Y54 釘 440 517

SD460 X40Y51 へ
｀
ルト内 釘 3(周 ;

ЬD463 X42Y50 鉄 津 45 2274
SD463 X42Y50 釘 33(周 ) 617
bl1768 口令 ?

SD749 X36Y39 銭 24(周 ) 6あ団寸君
X54 55Y50 51 /1ヽ柄 1259
X62Y82 Ⅱ 刀子 3] 3499
X31Y31 Ⅱ 釘 周 ) 1246

X36Y56 Ⅱ 釘 34(周 )
X42Y49 Ⅱ ノミ 周 ) 1095
X57Y70 Ⅲ 釘 1218
X42Y51 Ⅲ 釘 周 )

X53Y61 Ⅲ 釘 51(ナ剖, 1164
X60Y82 Ⅲ 餅 3333
X53Y58 Ⅲ 釘 860
X52Y61 Ⅲ 釘 i周 ) 1774

39 X56Y82 Ⅳ 釘

X53Y52 Ⅲ 刀子 34(長 ) 14(短 ) 550
X57Y78 Ⅲ 刀子

X60Y71 Ⅲ 刀子 2126
X52Y57 Ⅲ ノミ 66(チ剖) 2380
X55Y62 Ⅱ 板 状 鋳造品 P

X60Y80 Ⅱ
522 X30Y28 ] 鍋 ?

X39Y52 ] 回金 ? 32(4差 )

X51Y58 Ⅲ 輪 (口金 P) 34(径 )
38 X54Y66 Ⅳ 日令 ? 2748

X40Y47 Ⅲ 輪状 43(長 ) 24(狂五) 1075
38 X51Y61 Ⅲ ◆ 星 193 034

X56Y82 Ⅲ 鉄津 5898
SD749 X36Y39 儀 16

SK197 銭

X38Y30 ] 儀 永楽通費

X39Y40 Ⅲ 銭 24(4そ )

X39Y40 Ⅲ 儀

X37Y40 Ⅲ 銭 197 死猛 迫雷

X37Y40 儀 咸平〒奮

X50Y58 Ⅲ 銭 20残径 li通 |

SK95 釘 闇 ) 455
RK95 釘 3(周 )

′28



第Ⅲ章 清水島Ⅱ遺跡

第12表 石製品一覧

原図 挿図番号 図版番号 遺構コード 出土地点 種類 材質 規格。長cm 幅 厚 重g 備考

SK239 石臼 (上 ) 200

SK299 砥 石 664

SK299 低 石

SK456 バンドコ

SK456 バンドコ 743

SK438 硯 45 844

SK438 ″ヾンドコ 863

SK438 石臼 (上 ) 9100

SK542 ンヾドコ 2146

SK620 バンドコ

SK893 バンドコ

SK620 バンドコ 100 20839

SK830 砥石 106 14634

SK1349 砥石

SK1349 砥石 595

SE32 低 石 1706

229 SE482 バンドコ 2718

230 SE482 五輪塔 2100 火輪の頂部

SD460 砥 石 2467

297 SD433 バンドコ 4983

308 SD749 X28Y44 ″ヾンドコ

SD749 X30Y43 バンドコ 4718

SD574 砥 看 679

SD567 X57Y65 砥石 1443

SD460 X40Y53 石碑 梵字あり

SD460 X38～ 40Y51‐ 52 バンドコ 21659

用水 づ(45Y50 ″ヾンドコ 643

用水 み色47Y48 砥石

用水 宝饉印塔 192 塔身 (梵字あり)

用水 宝医印塔 28500 笠

用水 五輪塔 323 317 15X l 27800 火輪

用水 石塔の基礎 297 八角形に面取り

X52Y66 1 砥石 932

496 X41Y50 1 砥石 12 613

X40Y54 1 砥 石 l

498 X36Y56 Ⅱ 砥石

499 X41Y48 バンドコ 3379

X52Y69 Ⅱ 砥石 6262

X41Y50 Ⅱ 砥石 3658

X55Y81 Ⅱ 磨製万斧

503 X55Y58 Ⅱ 石臼 (下 ) 199 152 123

X50Y69 Ⅲ下 バンドコ 122 l

ユ X50Y69 Ⅲ下 バンドコ

X50Y69 Ⅲ下 バンドコ

X40Y53 Ⅲ 砥石 2186

542 X39Y52 Ⅲ 砥 石 1223

X43Y45 Ⅲ 砥 石 4199

Ⅲ 砥石 1200

X58Y78 Ⅲ 砥 石 1 20301

546 SK03 砥 石 8518

SK95 硯 4213

557 SP50 砥 石 1482

72 578 SK95 切石 226 244 175 19500

SK145 加 工石 14100

592 SE08 X58Y79 砥 石 7058

SE82 石臼 (上 )
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第
13
表
 
土
器
一
覧
(1
)

∞ 　 帥 　 さ

魏 一
章
図
番
号
図
版
番
号
遺
構
コ
ー
ド

出
土
地
点

種
 
類

器
 
種
口
径
・
cn
器
高
底
 
径
高
台
径
器
厚

時
期

色
 
調

胎
 
土

備
 
考

1
SK
02

中
世
土
RT
器

皿
88

05
5Y
R7
/6

陵
色

2
SK
02

メ6
1Y
63
 
上
層

中
世
土
師
器

皿
l器

箭
06

10
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

3
SK
4/

青
磁

皿
10
0

04
25
GY
6/
2
灰
黄
色

7Ы
υ
l灰
色

4
SK
52

中
世
土
師
器

皿
90

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

5
中
世
土
師
器

皿
98

(2
0)

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
爺
伍

6
SK
61

中
世
土
師
器

皿
80

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

7
SK
61

中
世
土
師
器

皿
鋸

25
Y7
/2

天
黄
色

8
SK
62

中
世
土
師
器

皿
68

26
Yy
2

灰
白
色

ゆ
る
い
面
取

9
SK
96

中
世
土
師
器

皿
務

15
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
音
給
色

SK
13
0

珠
洲

鉢
(&
7)

N5
/0

灰
色

丸
に
格
子
花
の
ス
タ
カ
。

11
SK
34

土
錘

43
(長
さ
)
lB
(幅
)
04
(孔
径
)

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
栓
色

12
SP
14
0

中
世
土
師
器

皿
98

25
Y7
/2

灰
黄
色

口
縁
部
煤
付
着

13
SK
16
5

中
世
土
師
器

皿
12
0

(1
5)

10
3

F5
YR
7/
6
橙
色

SK
18
5

中
世
土
師
器

皿
13
8

(2
0)

1配
末
～
13
3前
10
YR
5/
2
に
ぶ
い
黄
褐
色

H7
H■
師
器

15
SK
23
0

中
世
土
師
器

皿
14
0

(2
8)

35
Y8
/3

淡
黄
色

SK
23
9

瀬
戸
美
濃

天
目

(3
6)

05
5

75
YR
4/
3
掲
色

2「
JY
8/
3淡
黄
色

釉
茶
・
黒

と
7

SK
23
9

Nα
2

中
世
土
師
器

皿
80

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

内
タ
ト面
媒
付
着

SK
13
0

青
磁

婉
(2
2)

,G
Y6
//
2

緑
灰
色

謙
イヽ
灰
白
色

蓬
弁
文

SK
19
9

中
世
土
師
器

皿
(3
0)
50

10
YR
5/
2
灰
黄
褐
色

砂
口
土
師
器

SK
23
0

中
世
土
師
器

皿
12
0

75
YR
8/
4
浅
黄
橙
色

SK
22
3

中
世
土
師
器

皿
12
0

(2
0)

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

SD
22
6 
SK
l1
86
る
25
1Y
64
 
Ⅲ
層
下
層

瀬
戸

瓶
,Y
R3
/8

暗
赤
褐
色
%Y
71
黄
灰
色

接
合

SD
22
6

中
世
土
師
器

皿
η

75
YR
7/
6
橙
色

媒
付
着

SD
22
6

N而
瀬
戸
美
濃

香
炉

F5
YG
6/
3
く
す
ん
だ
黄
緑
色
あ
W7
泡
灰
黄
色

灰
釉

SD
22
6

珠
洲

悪
鉢

(&
5)

14
N4
Ю

灰
色

SK
62

殊
洲

鉢
36
0

(5
3)

N7
狛
Э

灰
自
色

29
SK
28
5

中
世
土
師
器

皿
12
И
Э

(1
5)

;Y
R7
/6

髄

SK
26
9

中
世
土
師
器

ll
l

1劉
Э

10
YR
73

に
ぶ
い
黄
澄
色

1
SK
25
3

中
世
土
師
器

皿
15
0
(2
)

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
希
色

劇
↓
着

SK
30
0

中
世
土
師
器

皿
14
0

05
5
1配
末
～
旺
前
′ 5
YR
6/
4
に
ぶ
い
橙
色

P/
H土
師
器

33
SE
30
4

中
世
土
師
器

皿
14
0

35
Y7
/3

浅
賛
色

SE
30
4

中
世
土
師
器

皿
(2
3)
63

1配
末
～
1∝
初
,Y
R7
/6

髄

SE
30
4

珠
洲

鎌
29
6

(3
0)

■
0

;G
6/
1

翻
更
色

SK
31
4

中
世
土
師
器

皿
(2
2)

35
Yy
3

淡
責
色

煤
付
着

SK
31
4

中
世
土
師
器

皿
10
0

;Y
R7
/6

橙
色

SK
31
4

中
世
土
師
器

皿
,Y
R6
/6

橙
色

SK
31
4

中
世
土
師
器

皿
Ю

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色

SK
24
9

中
世
土
師
器

皿
88

05
:5
Y8
/2

灰
白
色

SD
22
6

中
世
土
師
器

皿
90

05
75
YR
8/
3
浅
責
橙
色

日
唇
部
に
媒
付
着

SK
27
8

中
世
土
師
器

皿
80

(1
1)

10
YR
8/
2
灰
白
色

SK
80
2

中
世
土
師
器

皿
Ю

05
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色

口
縁
訛
瞑
付
着

44
SK
30
2

中
世
土
師
器

皿
68

(1
0)

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貞
橙
色

口
縁
部
内
外
に
煤
付
着

48
SK
29
9

瀬
戸

お
ろ
し
皿
15
8

(2
7)

06
13
3後

5G
Y7
4
く
す
ん
だ
責
緑
色
N6
0灰
色

鰤

SK
29
9 
SD
l1
80
X5
4Y
63
 N
tt
 X
6Y
53
 
Ⅲ
層

瀬
戸
美
濃

皿
16
2

6「
j

25
Y7
/1

灰
白
色

鉄
釉
(7
5Ⅵ
陛
/2
灰
褐
色
)接
合

SK
31
2

中
世
土
師
器

皿
90

2
25
Yy
l

灰
白
色

SD
56
7 
SK
30
2
X5
σ
r毬

瓦
質
土
器

橋
鉢
(片
日
)
al
ll

(1
lB
)

10
YR
3/
1
黒
褐
色



第
13
表
 
土
器
一
覧
(2
)

章
図
香
号
図
版
番
号
遺
構
コ
ー
ド

出
土
地
点

種
類

器
種
日
径
,c
m
器
高
底
 
径
葛
台
密
器
厚

時
 
期

色
 
調

胎
 
土

備
 
考

SE
31
5

珠
洲

片
口
鉢

33
8

(8
9)

14
N6
/0

灰
色

オ
ロ
シ
ロ
9本
単
位
で
あ
cm
間
隔
 
漆
継
ぎ

53
SK
35
7

中
世
土
師
器

皿
80

「
5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

SK
35
7

中
世
土
師
器

皿
90

75
YR
7/
8
に
ぶ
い
橙
色

日
縁
靴
礫
付
着

SK
40
3

No
ユ

中
世
土
師
器

皿
80

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

口
縁
靴
陳
付
着

SK
38
3

中
世
土
師
器

皿
12
児
2

野
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

内
外
面
煤
付
着

SK
47
4

中
世
土
師
器

皿
20

10
YR
y3

浅
黄
橙
色

SK
41
5

中
世
土
師
器

皿
78

35
Y7
/2

灰
黄
色

SK
4〕
Э

中
世
土
師
器

皿
88

,Y
R6
/6

髄

SK
48
8

中
世
土
師
器

皿
9F
D
20

,Y
6/
2

灰
オ
リ
ー
ブ
色

附
着

SK
50
5・
50
4

中
世
土
師
器

皿
酌

,Y
R7
/6

髄
内
外
面
県
付
着
 
接
合

SD
57
4 
SK
41
7他
X3
2～
64
Yむ
～
58
1～
Ⅲ
層

八
尾

菱
(4
00
)

SK
50
9

青
磁

宛
17
6

(4
6)

75
GY
7/
2
く
す
ん
だ
黄
緑
色
質
Ⅳ
yl
灰
白
色

SK
43
8

中
世
土
師
器

皿
80

;Y
R6
/6

橙
色

務
V寸
譜

SK
51
8

No
l

中
世
土
師
器

皿
翻

附
10
YR
8/
2
浅
費
橙
色

SK
51
3

中
世
土
師
器

皿
80

10
YR
8/
8
浅
黄
橙
色

SK
54
0

中
世
土
師
器

皿
絡

5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
色

83
SK
83
0

No
3 
Xt
tY
37
)鬱
5Y
♂
Ⅲ
層

入
尾

信
鉢
(片
日
)

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

す
り
日
際
、 他
に
日
縁
都
底
部
1点
あ
り

84
SK
83
0

珠
洲

(6
2)

N5
狛
Э

灰
色

85
SK
54
6

中
世
土
師
器

皿
98

22
5Y
R6
//
6

橙
色

SK
55
5

中
世
土
師
器

皿
硲

14
75
YR
6/
4
に
ぶ
い
橙
色

煤
付
着

SK
55
5

中
世
土
師
器

皿
96

15
C末
～
13
3前
5Y
R6
/6

髄
II
PH
土
師
器

92
SK
51
8

中
世
土
師
器

皿
98

05
75
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

日
縁
報
媒
付
着

93
SK
51
8

中
世
土
師
器

皿
13
8

05
75
Y8
/1
灰
白
色

98
SK
56
1

X「
D4
55
Y5
11
51
 X
56
Y6
3 
Ⅲ
層
珠
洲

搭
鉢

22
6

(1
00
)

5Y
6/
0

灰
色

ロ
ク
ロ
 
内
面
オ
ロ
シ
ロ
(9
本
単
位
で
語
cm
間
隔
)

99
SK
56
8

中
世
土
師
器

皿
11
0

06
25
Y7
/2

灰
黄
色

10
0

SK
60
3

中
世
土
師
器

皿
拗

(2
3)

75
YR
7/
6
髄

SK
65
4

中
世
土
師
器

皿
90

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
栓
色

10
2

SK
67
2

珠
洲

隠
鉢

29
0

(5
0)

25
GY
71

〃
,ゲ
灰
色

SK
67
3

中
世
土
師
器

皿
珀

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

10
4

SK
68
1

中
世
土
師
器

皿
08

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

10
5
22

SK
69
5

中
世
土
師
器

皿
術

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

内
外
面
煤
付
着

10
6

SK
66
9

青
磁

碗
25
GY
72

灰
黄
色

障
すヽ
灰
自
色

10
7

SK
60
3

中
世
土
師
器

皿
80

04
5

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

ψ
口
土
師
器
?煤
付
潜

10
8

SK
75
6

珠
洲

悟
鉢

(6
3)

名
5Y
6/
1

灰
色

お
ろ
し
目
10
条

SK
l1
07

中
世
土
師
器

皿
90

10
YR
y3

浅
黄
橙
色

SK
l1
07

中
世
土
師
器

皿
10
Rγ
4

に
ぶ
い
赤
維

炭
化
物
付
塘

SK
10
79

中
世
上
師
器

皿
1∞

04
25
YR
6/
8
髄

日
縁
部
煤
付
着
、内
ク
ト面
被
熱

SK
13
49

中
世
土
師
器

皿
90

04
5
1配
末
～
10
3前
75
YR
7/
6
橙
色

HP
H■
師
器

SK
ll
10

越
中
瀬
戸

皿
お

10
Y7
/3

く
す
ん
だ
責
緑
色
7斑
7/
1灰
白
色

11
7

SK
13
49

中
世
土
師
器

皿
80

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

SK
13
49

中
世
土
師
器

皿
38

10
YR
6/
4
に
が
い
責
維
色

SK
13
49

中
世
土
師
器

皿
96

昴
11

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

lm
mA
の
砂
粒
混
じ
る

12
0

SK
13
49

中
世
土
師
器

皿
86

35
15
C末
～
16
C初
5Y
R6
/6

髄
貼
付
高
台
、ロ
ク
ロ
土
師
器

SK
13
49

みる
2Y
56

中
世
土
師
器

皿
(2
3)

15
G末
～
1∝
前
半
10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

I1
2H
土
師
器

SK
13
49

X5
2Y
56

中
世
土
師
器

皿
13
8

別
10
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

3(
lR
49

頑
戸

天
目
茶
碗

(「
DO
)

75
YR
4/
3
褐
色

メ
レ
ワ
灰
白
色

淡
対

韻 日 糾 　 一 珊 鴻 耶 口 面 事
ゝ 』 」
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表
 
土
器
一
覧
(3
)

戸
屁
章
図
番
号
図
版
香
弓
貴
構
コ
ー
ド

出
土
地
点

種
 
類

器
種
日
径
cm
器
高
底
 
径
罰
台
径
器
厚

時
 
期

色
 
調

胎
 
土

備
 
考

12
4

SK
13
49

白
磁

皿
10
0

04
5Y
8/
2

灰
白
色

5Y
yl
灰
自
色

12
5

SK
13
49

X4
4Y
51
用
末

瀬
戸
美
濃

お
ろ
し
ll
l
41
1

(8
0)

25
Y6
/4

に
ぶ
い
責
色

2F
D1
8 
3淡
黄
色

黄
瀬
戸
灰
釉

12
6

SK
13
49

X5
1Y
56

青
磁

碗
14
4
80

5Y
6/
2

灰
オ
リ
ー
ブ
色

識
/1
 
明
青
灰
色

内
面
に
車
花
文
の
浮
か
し
彫
、 露
胎

12
7

SK
13
49

青
磁

碗
13
4

05
25
GY
5/
3
暗
黄
緑
色

心
7海
灰
自
色

SK
18
3 
13
49
X5
7Y
64

珠
洲

橋
鉢

31
6

75
GY
6/
1
緑
灰
色

底
部
に
板
目
痕
 
内
面
に
オ
ロ
シ
ロ
(9
本
単
位
)

13
3

SK
中
世
土
師
器

皿
98

05
75
YR
7泡

に
ぶ
い
橙
色

回
唇
部
に
煤
付
着

13
4

SK
中
世
土
師
器

皿
i4

17
5Y
R7
/6

髄
日
縁
部
媒
付
着

13
5

SK
中
世
土
師
器

皿
(2
7)

と配
～
1て
C初
25
YR
7/
6
髄

貼
付
高
台
、砂
口
土
師
器

13
6

SK
中
世
土
師
器

皿
10
0

5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
色

13
7

SK
中
世
土
師
器

皿
80

lB
25
Y7
/3

浅
黄
色

煤
付
着

SK
白
磁

人
角
碗
?
16
0

75
Y9
/1

明
緑
灰
色

7税
71
灰
白
色

SK
珠
洲

橋
鉢

34
4

(8
6)

75
Y6
/ユ

灰
色

内
面
オ
ロ
シ
ロ

14
0

SK
殊
洲

箋
39
4

■
7

N5
/0

灰
色

SK
14
9

珠
洲

橋
鉢

29
6

(7
5)

「
5Y
6/
1

灰
色

3‐
4m
mの
石
力
W昆
じ
る
、1
0条
の
お
る
し
目

SK
14
9

中
世
土
師
器

ll
 l

10
0

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

SK
19
4

人
尾

橋
鉢

SK
中
世
土
師
器

皿
80

,Y
R6
/6

髄

SK
13
6

中
世
土
師
器

皿
88

25
Y7
/2

灰
黄
色

SK
14
8

中
世
土
師
器

皿
90

(1
8)

1配
木
～
1∝
前
ア 5
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

H7
H土
師
器
、 煤
付
着

SK
14
8

中
世
土
師
器

皿
14
0

′ 5
YR
7/
4
浅
黄
栓
色

SK
18
3

中
世
土
師
器

皿
la
9

(路
)

04
5

10
YR
5/
2
灰
黄
褐
色

煤
付
着
、
内
面
炭
化
物
付
着

SK
24
9

ギ
ン
ド
コ

(勢
Э )

12
75
Yy
l

灰
自
色

N6
0灰
色

SK
29
5

中
世
土
師
器

皿
80

,Y
R6
/8

髄
1髄
R7
/2
に
ぶ
い
責
橙
色

SK
中
世
土
師
器

皿
Ъ

35
Y7
/2

灰
黄
色

SK
12
95

中
世
土
師
器

皿
99

10
YR
5/
2
灰
黄
褐
色

SK
12
95

中
世
土
師
器

皿
14
0

lo
C末
～
16
G前
10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

砂
口
土
師
器

SK
18
3

X5
密
&上
層
X5
3W
η
 
Ⅱ
層

殊
洲

言
鉢

,Y
7/
1

灰
白
色

SK
中
世
土
師
器

皿
lm

(2
6)

I配
末
～
1∝
前
75
YR
76

橙
色

口 知
土
師
器

SK
35
2

内
黒
土
器

苑
1路

(3
0)

lκ
;Y
R7
6

橙
色

SK
35
2

内
黒
土
器

宛
12
4

(2
6)

12
C

〕5
YR
5/
4
に
ぶ
い
赤
褐
色

15
8

SX
89
6

K2
「
r略

越
中
瀬
戸

皿
10
6
28

10
10
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

7乱
R7
3に
ぶ
い
褐
色
印
花
文
黄
瀬
戸
灰
釉

15
9

SK
13
61

中
世
土
師
器

皿
35
YR
76

橙
色

口
縁
靴
県
付
着

SK
13
61

X5
密
63
Ⅲ
層
下
層

瀬
戸

卜
重
?(
水
注
)

(4
3)

11
,Y
6/
4

オ
リ
ツ
｀ 黄
色
25
18
2灰
白
色

灰
貌
、 接
合

SK
13
61

中
世
土
師
器

皿
13
6

(3
2)

75
YR
6/
4
に
ぶ
い
栓
色

外
部
煤
付
着

16
2

SK
13
61

殊
枡

|
盾
鉢

14
0

28
75
YR
6/
3
に
ぶ
い
褐
色

16
3

SX
89
6

1ヒ
東
フ
｀ ロ
ック

珠
洲

(7
0,

25
GY
7/
1
明
オ
リフ
｀ 灰
色

16
9

SE
32

中
世
土
師
器

皿
″

06
10
YR
8/
4
浅
黄
橙
色

SE
32

中
世
土
師
器

皿
13
8

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

SE
32

中
世
土
師
器

皿
12
8

10
YR
8/
2
灰
白
色

煤
付
着

SE
31
5

青
磁

碗
I〔
,I
;

(駆
)

10
GY
7/
2
緑
灰
色

照
rヽ
灰
白
色

漆
つ
ぎ
の
痕

SE
31
5

中
世
土
師
器

皿
殉

5Y
R6
/6

橙
色

中
世
土
師
器

皿
∞

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

SE
31
5

中
世
土
師
器

皿
猪

75
YR
5/
4
に
ぶ
い
褐
色

22
2
16

SE
31
5

No
4

中
世
土
師
器

皿
%

22
25
YR
6/
4
に
ぶ
い
橙
色

瀬
戸
美
濃

皿
盟

75
Y7
/2

緑
灰
色

7N
yl
灰
白
色

緑
釉
灰
釉

SE
31
5

N諺
珠
洲

情
鉢

(4
9)

14
C-
15
C
25
Y7
/2

灰
黄
色

∞ 　 闘 　 導



第
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表
 
土
器
一
覧
(4
)

烹
図
香
号
図
版
番
号
遺
構
コ
ー
ト

出
土
地
点

種
 
類

器
 
種
日
径
cm
器
高
底
 
径
高
台
a
器
厚

時
 
期

色
 
調

胎
 
土

備
 
考

SE
31
5

中
世
土
師
器

皿
%

35
Y6
/2

灰
責
色

閑
寸
着

22
6

SE
31
5

中
世
土
師
器

皿
98

75
YR
7/
6
縫

Ы
お
15

Nd
3

中
世
土
師
器

皿
14
0
(1
8)

15
C末
～
1∝
莉
10
YR
8/
2
灰
白
色

砂
口 土
師
器

44
SE
4罷

中
世
土
師
器

皿
58

15
C末
～
1∝
初
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
葺
橙
色

日
縁
言
脱
礫
付
着
 
砂
口
土
師
器

SE
48
2

青
磁

碗
(3
2)

1〕
10
Y7
2
オ
リ
ー
ブ
灰
色
Ni
/0
灰
白
色

内
面
見
込
み
に
ス
タ
ン
プ
文
,露
胎

SE
20
5

珠
洲

露
勲

(7
0)

N6
/0

灰
色

23
7

SE
筋
8

珠
洲

士 霊
23
4
(4
5)

N7
/1

灰
自
色

23
8

SE
22
8

珠
洲

霊
(5
6)

N5
/0

灰
色

23
9

SE
30
9

No
2

中
世
土
師
器

碗
(4
0)

25
Y6
/2

灰
黄
色

26
0

SD
58

中
世
土
師
器

皿
89

(1
0)

25
Y7
/3

浅
黄
色

SD
58

中
世
土
師
器

皿
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
音
裕
色

SD
58

珠
洲

鉢
(2
7)

N5
/0

灰
色

26
3

SD
59

珠
洲

鉢
N7
/0

灰
白
色

26
4

中
世
土
師
器

皿
(1
2)

10
YR
7/
8
に
ぶ
い
黄
橙
色

26
5

SD
94

X5
6Y
76

中
世
土
師
器

皿
(2
2)

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

26
6

SD
94

No
l

珠
洲

情
鉢

5G
Y7
/1

明
却

"｀

灰
色

お
ろ
し
め
8本

26
7

SD
22
6

中
世
土
師
器

皿
(1
8)

10
YR
74

に
ぶ
い
黄
橙
色

媒
付
着

26
8

SD
22
6

中
世
土
師
器

碗
06

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
責
橙
色

煤
付
着

26
9

SD
22
6

中
世
土
師
器

皿
04

25
Y4
/1
'3
/1
黄
灰
黒
褐
色

27
0

SD
22
6

中
世
土
師
器

碗
10
YR
6/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

HP
II
■
師
器

27
1

SD
22
6

Xt
tY
笛

人
尾

士 更
10
YR
5/
3
に
ぶ
い
責
褐
色

27
2

昴
SD
58
3

xび
r諺

中
世
土
師
器

皿
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

砂
口
土
師
器

SD
46
5

中
世
土
師
器

皿
1配
末
～
1∝
前
75
YR
76

髄
砂
口
土
師
器

SD
54
5 
SK
59
0

珠
洲

鉢
12

75
Y6
/1

灰
色

接
合

SD
57
4

人
尾

壷
25
Y6
/2

灰
責
色

石
英

27
6

SD
56
7

メ 働
Y4
9

人
尾

発
(4
3)
20

SD
16
〕

青
花

碗
(1
4)

25
G9
/1

明
灰
緑
色

ふ
彫
1灰
白
色

染
付
愛
劇
努
お
く
す
ス
ンだ
青
色
、7
51
17
/3
青
灰

色
、宝
相
華
唐
車
文

SD
16
ユ

青
磁

皿
10
2

25
GY
7/
2
灰
色

ふ
7Ю
灰
白
色

28
0

SD
46
0

X4
01
52

中
世
土
師
器

皿
12
0

44
l配
末
～
1∝
前
10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

SD
46
0

X4
11
Y5
1

青
磁

碗
5G
Y6
/2

緑
灰
色
N/
S灰
白
色

28
2

SD
46
0

メ3
8Y
55

珠
洲

情
鉢

17
5B
G6
/1

青
灰
色

SD
46
0

X4
1Y
52

青
磁

花
瓶

25
GY
6/
2
灰
黄
色

龍
,ヽ
灰
白
色

SD
46
0

メ麗
Y5
1

珠
洲

指
鉢

(7
7)

10
Y6
/1

灰
色

漆
つ
ぎ
の
痕
、お
ろ
し
目
13
条

28
9

SD
46
0

X4
11
Y馘

珠
洲

橋
鉢

(1
02
)

10
BG
6/
1
青
灰
色

内
面
オ
ロ
シ
ロ
(Ю
本
単
位
)

SD
46
0

メ盟
Y5
1

珠
洲

指
鉢

34
8
(5
7)

5B
5/
1

青
灰
色

内
面
オ
ロ
シ
ロ
(8
本
単
位
)

SD
51
9

珠
洲

悟
鉢

10
YR
73

に
ぶ
い
黄
橙
色

29
2

SD
19
5

青
磁

碗
5G
Y6
/3

く
す
ス
ン だ
黄
緑
色
ふ
7ん
灰
白
色

SD
60
5 
SD
60
6
X6
6Y
48

殊
洲

甕
57
2
(1
08
)

5P
B6
/1

青
灰
色

外
面
叩
き
 
内
面
当
て
具
痕

29
4

SD
60
5

X6
51
/4
6

珠
洲

斐
(7
5)

鰐
5/
ユ

青
灰
色

29
5

SD
60
5

珠
洲

墾
「
32
0
(1
80
)

5P
B6
/1

青
灰
色

砂
口
土
師
器
 
外
面
叩
き
 
内
面
当
て
具
痕

29
6

SD
60
5

漁
り
Y5
11
～
Ⅱ
層

殊
洲

鉢
(7
7)

10
Y7
1

灰
色

接
合

30
0

SD
46
3

】飽
Y5
11

中
世
土
師
器

皿
(2
5)

10
YR
6/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

SD
46
3

Xゼ
Y5
0

殊
洲

播
鉢

34
0
(4
3)

N6
/0

灰
色

SD
74
9

X3
3～
35
Y4
1

白
磁

皿
88

(2
0)

25
G9
/1

明
灰
緑
色
%V
l灰

自
色

SD
74
9

メ3
7Y
40

中
世
土
師
器

皿
06

10
YR
5/
2
灰
白
色

糾 日 柵 　 一 Ⅷ 卜 即 日 跡 事
【 』 』
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第
13
表
 
土
器
一
覧
(5
)

挿
図
番
ち
図
版
番
号
遺
種
コ
ー
ド

出
土
地
点

種
 
類

器
 
種

日
経
・
cm
器
高
底
 
径
専
台
径
器
厚

時
 
期

色
 
調

胎
 
土

備
 
考

SD
74
9

ス囲
Y4
4

中
世
土
師
器

皿
10
YR
6/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

29
SD
74
9

�
3-
35
Y4
1

白
磁

人
角
皿

5Y
9/
ユ

灰
白
色

2r
oY
8/
2灰
白
色

内
面
に
胎
土
目
(4
個
)

30
SD
74
9

X4
0Y
38

青
磁

苑
(3
7)

5G
Y7
2

緑
灰
色

ふ
脇
れ Э
灰
白
色

釉
力
朝 享
い
、蓮
弁
文
か
?

26
SD
74
9

X3
6(
螺

八
尾

SD
60
0

X4
Tr
51

殊
洲

鉢
(5
2)

N3
/0

暗
灰
色

31
5

SD
60
0

X4
伊
r5
1

中
世
土
師
器

皿
75
YR
7/
6
髄

SD
60
0

メ盟
rm

中
世
土
師
器

皿
(3
2)

10
YR
6/
4
に
ぶ
い
葺
橙
色

SD
60
0

珠
洲

鉢
(4
8)

N2
狛
Э

黒
色

SK
71
1

中
世
土
師
器

皿
硲

05
10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

25
SD
81
2

メ割
Y4
3

珠
洲

信
鉢

35
11

(5
5)

11
10
BG
71

青
灰
色

片
日
鉢

32
2

SD
77
7

x診
♂
rゼ

殊
洲

悟
鉢

(4
3)

5G
Y骸
1
オ
リフ
｀ 灰
色

お
ろ
し
目
9条

32
3

SD
63
8

】 3
σ
r乾

珠
洲

鉢
刻
Э

(4
5)

N5
Ю

灰
色

32
4

SD
77

X3
3Y
41
1X
42
Y5
5

殊
洲

積
鉢

(6
0)

75
Y7
1

灰
色

32
6

】監
7Y
48
 
用
水

中
世
土
師
器

皿
略

5Y
R6
/J

に
ぶ
い
橙
色

日
縁
部
煤
付
着

32
7

Xワ
Y醜
用
水

珠
洲

発
al
ll

(6
3)

を
7

25
YR
71

赤
灰
色

32
8

Xt
tY
51
用
水

珠
洲

饗
磁
ll

(8
8)

13
C後

N5
/0

灰
色

内
面
め
副
輝
謝
こ
よ
る
lt
f/

32
9

X4
41
「
D2
用
水

珠
洲

悟
鉢

別
(5
0)

N5
/0

灰
色

お
ろ
し
目
11
条

X4
3Y
開
用
水

青
磁

碗
(3
8)

5G
Y6
/3

くす
ん
だ
黄
緑
色
ふ
7ん
灰
白
色

釉
力
可
享
い

XT
Y4
8用
水

珠
洲

鉢
al
ll

(弱
)

14
C

N4
掬
Э

灰
色

】盟
7Y
49
用
水

珠
洲

信
鉢

〃
0

(8
0)

75
Y7
/1

灰
白
色

日
縁
部
に
湖
大
文

盟
磁
用
水

珠
洲

橋
鉢

別
(5
9)

14
C

N5
/0

灰
色

X7
5Y
61
 1
層

中
世
土
師
器

皿
80

75
YR
6/
6
髄

�
防
γ
63
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
ワ

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色

Xt
tY
52
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
硲

25
YR
6/
6
橙
色

X6
1Y
48
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
怖

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色

日
縁
部
煤
付
着

み
QY
50
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
80

10
YR
6/
3
に
ぶ
い
葺
橙
色

34
4

漁
も
YЮ
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
80

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色

煤
付
着

X4
11
Y磁
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
90

75
YR
6/
6
橙
色

Xt
tY
67
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
84

10
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

口
縁
部
煤
付
着

X4
1Y
3Э
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
90

10
YR
6/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

X3
6Y
56
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
門

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

廉
付
着

34
9

X5
2Y
51

中
世
土
師
器

皿
80

20
75
YR
7/
6
髄

35
0

XI
Ⅳ
46
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
14

(2
0)

5Y
R7
6

橙
色

35
1

X4
2Y
46
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
80

N1
5/
0

黒
色

全
体
に
煤
付
着

35
2

X�
駐
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
絡

04
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

35
3

�
拗
Y7
1Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
80

05
25
Y7
/3

浅
黄
色

35
4

る
6Y
η
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
硲

08
04

10
YR
y3

浅
黄
橙
色

35
5

メ 6
6Y
77

中
世
土
師
器

皿
68

25
Y7
/2

灰
黄
色

35
6

】 6
宿
72
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
80

25
Y7
/3

浅
黄
色

35
7

る
6Y
紘
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
13
0

(2
2)

25
Y7
2

灰
黄
色

35
8

�
刃
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
12
0

(2
F)

5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
色

35
9

Xt
tκ
諺
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
16
0

(2
6)

25
Y7
/3

浅
責
色

36
0

X5
iY
i4
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
13
4

囲
25
Y6
/1

責
灰
色

X5
0Y
71
1層

中
世
土
師
器

台
付
の
皿
14
0
(%
)

ユ配
末
～
16
C前
75
YR
6/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

ロ
クロ
土
師
器

36
2

X5
2Y
問
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
13
6

盟
10
YR
6/
3
に
ぶ
い
貢
構
色

36
3

X5
6Y
75
 1
層

中
世
土
師
器

皿
1`
穂
B

(3
0)

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

∞ 　 面 　 彗
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表
 
土
器
一
覧
(6
)

鷹
図
番
=
里
版
春
号
遺
構
コ
ー
ド

出
土
地
点

種
 
類

器
 
種
口
径
cm
器
高
底
 
径
言
台
径
器
厚

時
 
期

色
 
調

胎
 
土

偏
 
考

36
4

X5
0Y
3Э

中
世
土
師
器

皿
(_
93
)
50

1配
末
～
1∝
初
10
YR
6/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

は
りつ
け
高
台
 
内
面
煤
付
着

17
X5
2Y
66
 1
tt
 X
53
Y6
2 
Ⅳ
層
中
世
土
師
器

皿
10
0
25

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

H/
/H
十
師
器

表
採

瀬
戸
美
濃

婉
98

(郷
)

04
5

10
Y7
/3

く
す
ん
だ
責
緑
色
煎
キ
1 
灰
白
色

36
7

X7
9Y
65
 1
層

瀬
戸

天
目
茶
碗

(5
0)

08
5

N/
0

黒
色

2説
7泡
灰
黄
色

鉄
釉
、漆
つ
言
庭

36
8

瀬
戸

天
目
茶
碗

1l
ll

(5
7)

5Y
R2
/1

黒
褐
色

75
Ⅵ
盟
泡
灰
白
色

鋤

36
9

X7
5Y
44
 
Ⅱ
層

瀬
戸

お
る
し
皿

14
0

(2
5)

07
5
14
C中
頃

25
Y7
/4

浅
責
色

2「
D1
8/
3淡
黄
色

37
0

X7
5Y
45
 
Ⅱ
層

瀬
戸

平
碗

14
4

(3
9)

14
C

5Y
7/
3

浅
責
色

5W
'ワ
灰
白
色

灰
釉

Xり
Y6
31
層

瀬
戸

瓶
46

(3
0)

13
C末
～
lC
前
25
GY
7/
2
灰
色

2質
Yy
l灰
自
色

灰
釉

37
2

殊
洲

信
鉢

13
C前

5Y
6/
1

灰
色

内
面
に
お
ろ
し
目
(6
条
)

37
3

X“
Y4
8Ⅱ
層

殊
洲

一 璽
17
0

(3
6)

75
Y5
狛
Э

灰
色

37
4

Xt
tY
77
 1
層

珠
洲

26
0

(6
0)

25
Y6
/1

黄
灰
色

内
面
火
を
受
け
て
い
る

37
5

る
6Y
83
Ⅱ
層

珠
洲

一 璽
(&
7)

N7
0

灰
色

37
6

�
♂
Y6
8Ⅱ
層

殊
洲

奏
(5
0)

17
lκ
後

N7
0

吹
色

37
7

X6
41
48
Ⅱ
層
X6
3Y
48
Ⅱ
層

珠
洲

甕
al
ll

(7
3)

Ny
0

灰
色

37
8

Xり
Y∞
Ⅱ
層

殊
洲

変
(6
40
)
Q0
3)

N5
/0

灰
色

38
0と
同
一
個
体
、 内
面
被
熱

37
9

X5
2Y
58
Ⅱ
層

珠
洲

甕
(5
5)

11
N6
4Э

灰
色

矢
羽
の
ス
タ
カ
°

38
0

k4
5Y
72
1層

殊
洲

変
64
11

(8
4)

N5
Ю

灰
色

箭
髄
同
一
個
体
、 内
面
被
熱

観
努
Ⅱ
層

珠
洲

士 璽
33

5Y
7/
1

灰
自
色

珠
洲

鉢
知

(路
)

11
13
3前

N5
洵

灰
色

X∞
Y7
2Ⅱ
'曽

珠
洲

お
ろ
し
鉢
33
0

N6
/0

灰
色

38
4

X報
7患
Ⅱ
層

珠
洲

片
日
鉢

26
_9

(5
9)

5Y
6/
1

灰
色

X硬
Ⅳ
硲
 X
5r
r罰
Ⅲ
層

入
尾

鉢
箭

(i
8)

11
5Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
色

】 “

伊
r略

珠
洲

播
鉢

38
0

(3
8)

5B
71

暗
青
灰
色

日
縁
に
波
状
文

28
X5
11
Y5
11
 
メ
Ъ
OY
52
 
Ⅲ
層

瀬
戸
美
濃

碗
伊

75
YR
2/
1
黒
色

Ъ
Y昭
滋
灰
白
色

鰤

27
X5
1Y
V 
Ⅲ
層

瀬
戸

碗
(4
4)

5Y
R3
/2

暗
赤
褐
色

7観
《
yl
灰
白
色

鰤

38
9

X5
4・
55
Y「
Dl
l・
51
Ⅲ
層

瀬
戸

碗
(天
目
)

11
5Y
3/
25
Y2
/1
暗
赤
掲
・
黒
褐
色
笈
だ
移
ワ
淡
黄
色

釉
(黒
茶
)胎
土
%Y
ν
l黄
灰
色

X4
2Y
tt
 I
層

瀬
戸

碗
08

N1
5/
0

黒
色

1鋭
駅
υ
2灰
白
色

鉄
釉
、 内
反
り
高
台

27
X4
4H
拗
Ⅱ
層

瀬
戸
美
濃

皿
80

20
■
2

75
YR
72

灰
褐
色

鰤

X3
9Y
48
Ⅱ
層

瀬
戸
美
濃

皿
10
6

04
5

25
GY
y3

灰
白
色

1儀
71
灰
自
色

X3
6Y
46
Ⅱ
層

瀬
戸
美
濃

皿
lC
tt
Э

75
Y7
3

灰
却
,フ
｀ 色

1鋭
駅
7ル
に
ぶ
い
葺
髄

X5
3Y
6C
I 
Ⅱ
層
下
層

瀬
戸
美
濃

皿
(お
ろ
し
皿

25
Yン
4
淡
黄
色

%Y
移
ワ
灰
自
色

X蛋
Ⅳ
v 
Ⅲ
層
下
層

瀬
戸

お
る
し
皿

5Y
6/
1

灰
色

底
部
糸
切
り
、
内
部
お
ろ
し
目

X5
1Y
蒟
Ⅲ
層

越
中
瀬
戸

天
目
茶
碗
10
5

(4
7)

25
YR
3/
3
暗
赤
褐
色

N7
冷
灰
白
色

鰤

X4
♂
r開
Ⅲ
層

越
中
瀬
戸

天
目
茶
碗

10
N1
5/
0

黒
色

諷
Ⅲ
l灰
白
色

鉄
釉
、内
反
り
高
台

X観
50
 X
tt
Y磁
Ⅲ
層

珠
洲

鉢
麗

(9
5)

25
Y7
1

黄
灰
色

28
Ⅱ
層

瓦
質
土
器

橋
鉢

9X
4

(5
3)

25
Y3
/]

黒
褐
色

SD
60
0

xF
Dl
lY
54
 X
OY
51
 
Ⅲ
層

瓦
質
土
器

橋
然

狸
(6
9)

5Y
2/
2

μ
ル
｀ 黒
色

灘
■ヽ
灰
白
色

29
X5
6Y
al
 
Ⅲ
層

中
国
製
陶
器

宛
N1
70

黒
色

75
Y7
1灰
色

断
面
湊
つ
き
浪

29
X5
FD
Y5
1 
Ⅱ
層

自
磁

角
杯
(5
角
形

30
5Y
8/
2

灰
白
色

%Y
移
ワ
灰
白
色

29
X6
1Y
72
 
Ⅱ
層

白
磁

皿
98

25
G9
/1

明
灰
緑
色
N8
/0
灰
自
色

日
,げ
の
皿

30
ス【
ぼ
r5
5Ⅲ
層

青
磁

宛
(2
)
56

10
GY
7/
2
緑
灰
色

ふ
7ん
灰
白
色

見
込
み
に
吉
祥
果
文

�
発
Y6
4Ⅲ
層

青
磁

抗
(閉
)

04
25
GY
5/
3
暗
黄
緑
色

煎
す馬
灰
白
色

全
体
に
厚
い
釉

40
6

X3
9Ⅱ
層

青
磁

小
重

(2
)

25
GY
5/
3
暗
黄
緑
色
N8
/0
灰
白
色

40
7
30

Xア
Y路
Ⅲ
暦

青
磁

免
lワ

(3
5)

[配
10
Y5
/2

オリ
ツ
｀ 灰
色

10
17
/1
灰
白
色

40
8
30

X6
1Y
70
m層

青
磁

充
12
9

(2
6)

25
GY
6/
2
灰
黄
色

N9
0灰
色

蓮
弁
文

40
9

X5
9Y
80
 
Ⅱ
層

青
磁

宛
14
0

(3
3)

5G
Y6
/2

緑
灰
包

諷
=ヽ
灰
白
色

削 日 糾 　 蔀 卜 耶 日 離 当
ゝ 』 転
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表
 
土
器
一
覧
(7
)

ω 　 前 　 さ

挿
図
番
培
副
版
番
号
遺
構
コ
ー
ド

出
土
地
点

種
 
類

器
種
口
径
,c
Ш
器
高
底
 
径
専
台
径
器
厚

時
 
期

色
 
調

胎
 
土

備
 
考

30
Xt
tY
ω
 
Ⅲ
層
下
層

青
磁

婉
18
0

(4
0)

5Y
6/
3

‖
,ワ
・
責
色

慰
■
1灰
自
色

X5
狩
76
 1
層

青
磁

碗
(3
0)

08
5

5Y
7/
2

灰
白
色

涎
■
1灰
白
色

漁
鰯
Ⅲ
層

自
磁

皿
%

75
Y8
/1

灰
自
色

7Ы
7/
1灰
白
色

漆
つ
ぎ
痕

X5
1Y
鶴
 
Ⅱ
層

白
磁

皿
96

04
5Y
9/
1

灰
白
色

塞
Y5
/1
灰
白
色

29
X5
Tr
78
 
Ⅲ
層

自
磁

皿
lC
培
2

10
GY
7/
2
緑
灰
色

N8
/0
灰
自
色

口
け
｀ の
皿

28
X5
1Y
磁
皿
層
下
層

瓦
質
土
器

悟
鉢
(片
日
)
諺
0

09
25
Y3
/1

黒
褐
色

28
X4
91
弘
Ⅲ
層
下
層

瓦
質
土
器

火
鉢

(7
2)
22
4

25
Y5
/1

黄
灰
色

】

“

lY
V 
Ⅲ
層

土
錘

5「
D(
長
さ
)
56
(幅

)
25
(孔
径
)

5Y
R6
/6

髄

�
蕗
Y褐
Ⅲ
層

土
錘

「
D1
2(
長
さ
)
(4
5)
(幅
(2
0)
(孔
径

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

25
�
η
Yt
t 
X5
1Y
51
 
Ⅲ
層

殊
洲

士 璽
16
0

07
N6
/

灰
色

踏

42
0

SK
l1
49

瀬
戸
美
濃

茶
壷

(3
86
)
(4
10
)
(1
60
)

5Y
R4
/2

灰
褐
色

鰤

�
認
Y5
1 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
68

5Y
R7
6

髄
日
縁
部
媒
付
着

42
2

ヌ隅
Y5
ユ
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
第

17
25
YR
6/
6
髄

日
縁
部
媒
付
着

メ患
rr
弼
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
86

(2
0)

10
YR
8/
3
浅
葺
橙
色

42
4

】8
1Y
33
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
約

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

42
5

る
lY
O 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
78

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

煤
付
着

42
6

Xり
Y5
3 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
80

75
YR
8/
/4
浅
黄
橙
色

口
縁
部
媒
付
着

42
7

�
拗
Y∞
 l
ll
層

中
世
土
師
器

皿
V

75
YR
7/
6
橙
色

42
8

X4
1Y
48
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
90

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

外
面
に
煤
付
着

42
9

X3
5Y
も
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
88

30
10
YR
5/
2
灰
責
褐
色

タ
ト面
:何
か
付
着
(砂
?)

43
0

Xr
Jl
YV
 I
層

中
世
土
師
器

皿
罷

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

煤
付
着

災
的
Y4
9 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
i9

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

43
2

�
フ
Y5
4■
層

中
世
土
師
器

皿
80

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

外
内
面
に
煤
付
着

43
3

�
認
Y5
8Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
認

17
05

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

�
配
・
WY
57
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
80

25
YR
6/
8
橙
色

】 “

発
Y2
7Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
90

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

43
6

�
∽
Y骸
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
10
0

25
Y7
/3

浅
黄
色

瘍
町
す
着

43
7

�
発
YC
A3
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
80

17
05

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

43
8

�
げ
r開
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
硲

10
YR
7]

褐
灰
色

43
9

る
lY
56
 
Ⅲ
層
X5
8Y
55
Ⅲ
層
下
層
中
世
土
師
器

皿
88

05
25
YR
7/
6
髄

卿
寸
着

44
0

X4
1Y
51
Ⅲ
層
下
層

中
世
土
師
器

皿
10
2

05
10
YR
72

灰
責
褐
色

44
1

�
認
Y6
0 
Ⅳ
層

中
世
土
師
器

皿
98

05
75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

日
縁
部
油
煙
付
着

44
2

Xt
tγ
83
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
80

05
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

鶴
X4
0Y
53
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
帥

04
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
色

煤
付
着

44
4

�
的
Y5
3 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
狩

75
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

狙
�
ア
Y8
3Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
60

10
YR
8/
3
浅
葺
橙
色

44
6

X5
6Y
硲
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
36

1
56

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

44
7

X7
6Y
46
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
84

10
YR
6/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

44
8

X5
6Y
83
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
お

〕
45

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
琶
給
色

内
面
煤
付
着

44
9

X5
7Y
83
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
栓
色

45
0

�
5Y
42
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
84

25
Y7
/3

茂
黄
色

面
取
リ
ー
段

4H
51

X5
6Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
80

25
Y7
/2

灰
黄
色

45
2

�
路
Yt
t 
X5
4Y
門
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
1砺

(2
)

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色

煤
付
着

45
3

Xt
tY
50
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
10
6

(2
5)

25
Y7
/2

灰
黄
色

45
4

濁
6Y
75
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
12
X3

(2
B)

75
YR
6/
4
に
ぶ
い
橙
色

45
5

17
X「
D8
Yi
O 
皿
層

中
世
土
師
器

皿
98

22
75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色



第
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表
 
土
器
一
覧
(3
)

挿
図
番
号
1図
版
番
号
損
構
コ
ー
ド

出
土
地
点

種
 
類

器
 
種
日
径
cm
器
高
底
 
径
高
台
雀
器
厚

時
 
期

色
 
調

胎
 
土

備
 
考

45
6

17
X5
0Y
Ю
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
98

23
7

10
YR
骸
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

17
�
灯
71
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
鋸

閉
5Y
R6
/6

髄
ll
pr
土
師
器

�
路
Y弱
 
Ⅲ
層
下
層

中
世
土
師
器

皿
〃

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

内
面
煤
付
着

45
9

Xt
tY
ω
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
13
6

(4
0)

07
5

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色

46
0

X5
山
70
 
Ⅳ
層

中
世
土
師
器

苑
16
6

75
YR
6/
4
に
ぶ
い
褐
色

X5
11
Y5
9Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
86

04
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色

I1
7口
土
師
器

46
2

X5
3Y
「
D8
 
Ⅲ
層
下
層

中
世
土
師
器

皿
約

20
04
1莞
末
～
10
3初
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
葺
橙
色

日
縁
部
油
煙
付
着

る
OY
Ю
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
07
1配
末
～
lC
初
25
Y6
/3
に
ぶ
い
黄
色

砂
口
土
師
器
 
内
面
す
す
け
て
い
る

Й6
宵
80
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
14
0

(2
0)

04
13
C末
～
16
C
5Y
R7
/6

髄
内
面
被
熱
、口
畑
土
師
器

X5
0Y
馘
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
14
0

B5
Y7
/3
浅
責
色

46
6

�
詢
 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器

皿
14
8

(2
6)

lC
後
～
1確
初
15
YR
76

橙
色

(外
側
)少
煤々
あ
り
、H
2H
t師
器

46
7

る
lY
69
'Ю
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

ll
l

15
0

(2
7)

l配
末
～
16
C前
,Y
R6
/6

髄
砂
口 土
師
器

46
8

Xt
tY
V 
Ⅲ
層

土
師
器

宛
17
4

「
5Y
R骸
6
髄

46
9

X5
6Y
83
 
Ⅳ
層

中
世
土
師
器

皿
88

09
05
5

35
Y7
/2

灰
黄
色

47
0

X5
1Y
ア
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
12
0
20

F5
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

47
1

X「
J5
Y7
5Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
1こ
Ⅲ4

(2
2)

「
5Y
R7
/6

橙
色

47
2

�
認
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
13
0

25
Y7
/3

浅
責
色

47
3

】ヒ
伊
r5
1 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

皿
13
0
2B

07
25
Y5
/1

黄
灰
色

47
4

X4
9Y
黎
Ⅲ
層
下
層

中
世
土
師
器

皿
lm

(2
2)

75
YR
7/
6
縫

�
フ
Y的
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器

鋼
?

28
0

(8
0)

N7
ス
Э

灰
白
色

内
外
面
カ
キ
メ

X4
6Y
50
Ⅱ
層
下
層

珠
洲

(5
4)

N5
/0

灰
色

】 “

び
ど4
9Ⅲ
層

珠
洲

楯
鉢

(門
)

14
C

5Y
71

灰
色

内
面
に
お
ろ
し
日
(1
2条
)

47
8

青
磁

腕
(7
4)

75
GY
7/
2
く
す
ん
だ
青
白
色
bl
″
1灰
白
色

連
弁
文

47
9

X5
8Y
Ю
 I
層

青
磁

碗
14
0

略
75
GY
6/
3
く
す
ん
だ
黄
緑
色
鷺
子ヽ
灰
白
色

筑
蓮
弁
文

48
0

X5
8Y
65

青
磁

碗
16
5

(3
5)

10
Y7
2

オリ
フ
｀ 灰
色

10
17
/1
灰
白
色

漁
鰯
Yγ
 I
～
Ⅲ
層

青
磁

香
炉

銘
30

25
GY
7/
1
明
tl
lフ
｀ 灰
色
25
18
2灰
自
色

%G
Y7
1 
tl
lブ
灰
色

48
2

青
磁

小
杯

10
0

10
Y6
/2

ガ

'7
｀

灰
色
N8
/0
灰
白
色

内
面
イこ
莞
様
あ
り
不
明

k6
5Y
tt
 I
層

青
磁

小
杯

80
04

10
GY
7/
2
緑
み
の
灰
色

敵
11
灰
自
色

x3
伊
r弱

青
磁

腕
16
0

5B
G7
/2

青
灰
色

N/
S灰
白
色

蓮
弁
文

表
採

青
磁

碗
(2
7)

04
5G
Y6
/2

緑
灰
色

鸞
アも
灰
白
色

釉
力
司 享
い
、蓮
弁
文

X4
3Y
73
カ
ク ラ
ン

青
磁

香
炉

8o
25
GY
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第Ⅳ章 中名Ⅱ遺跡
遺跡の概要

概  要
遺跡の時期は古代、中世前期 。中世後期、近世の四時期である。古代の遺構はE2地区の北端とE

l地区で検出された。竪穴住居 1棟、溝 1条、土坑 2基である。遺物は須恵器と土師器が出上してい

る。中世前期は掘立柱建物18棟、柵 1条、溝49条、土坑多数、鍛冶関連遺構が検出されている。掘立

柱建物は調査区が細長い部分が多いため、全体の規模がわかるものは少ない。建物の向きはS B01・

07。 10,12・ 13・ 14。 16、 S B03・ 04、 S B05,06・ 17・ 18、 S B08・ 09。 11、 S B02・ 15の概ね 5

グループに分けられる。 S D2251か らは木製品が多量に出上しているが、舟形木製品・櫛・箸などが

みられることから、祭祀が行われた可能性がある。S X 1002,1272・ 1273は発掘時から焼土がみられ、

鉄津が多く出土していることから鍛冶関連遺構 とみられていた。今回委託した鉄津分析でも「精錬淳

から鍛造剥片まで精錬の全行程の淳が存在すること、砂鉄試料に砂鉄そのものと鍛冶場から採取され

たものらしく被熟し、鍛冶淳が混在するものがある」との結果がでており、推測を裏付けている。 S

X1272・ 1273は切 り合いからS B10よ りも古い。El地区北側の遺構の重複関係から中世前期には畑、

S B09、  S B10と ヤヽう:三日寺

期が少なくともあったと推

測される。中世後期の遺構

はE2地区の北側と中央部、

Fl地区で掘立柱建物 6棟、

溝39条、井戸 4基、土坑多

数、石列が検出されている。

建物は前期と比べると数が

少なく、規模 も小さい。建

物の向きは中世前期では北

面が東に向くもの、西に向

くもの、真北のものがあっ

たが、中世後期ではすべて

の建物がやや西に向いてい

る。石列は北を外側 と意識

して築かれており、南側に

何 らかの施設があったと推

測されるが、溝が 1条みら

れるだけでFl地区まで調

査区内では遺構を確認でき

なかった。その他特筆すべ

き遺物として古墳時代の硬

玉製の勾玉が中世前期の包

含層から出上している。

ぷ才

50

主
要
地
方
道
　
な昌
山
外
郭
環
状
線

rttθ

第75図  中名 I遺跡調査区及び区割図 (1:2000)



第Ⅳ章 中名Ⅱ遺跡

B 調査経過
中名Ⅱ遺跡は平成 6年度に調査の

受諾が決定し、平成 8年度に調査を

開始する予定であったが、平成 7年

度に予定していた中名 I遺跡が工事  近 世‐
計画の見直しにより調査が実施され

ないこととなったため、平成 7年度  
中世前期→

に道路・排水路となるEl地区456 
中世後期→

ポ (延912ぜ )を調査した。平成 8

年度はE2地区とFl地区・F2地  中繁期→レ

区が調査の対象となったが、富山農

地林務事務所 。県文化財課からの要

請で遺跡への影響深度を確認しなが

ら調査を進め、盛土保存が可能な部

分は保存することとなった。Fl地
第76図  中名Ⅱ遺跡基本層序模式図

区では北西部分の包含層が工事掘削深度より深いところで確認されたため、この北西部分716♂の調

査を中止し、盛土保存とした。また、南西側の540♂は下層面まで工事の影響を受けないため、上層

のみ調査を行った。そのため調査面積は当初の1,850♂ (延3,700ぜ)から1,247ポ (廷1,954♂)に減少

した。F2地区400ぜ は機械による表土掘削を行ったが包含層は工事影響深度より深いところで確認
されたため(盛土保存となった。E2地区の調査面積は当初1,080だ (延1,940♂ )を予定していたが、
遺跡が北へ約200♂広がったことから調査面積は1,170ぽ (延2,067ぜ)と なった。

C 土 層
基本層序  I層 :表土・耕作土。Ⅱa層 :灰黄色シルトや暗灰黄色シルト・オリーブIfB色砂質シル

ト。Ⅱb層 :責褐色砂質シルトやにぶい責色砂質土。Ⅱc層 :にぶい黄色砂質土やにぶい責褐色砂質

土。Ⅲa層 :黄灰色粘土質シルトや暗灰責色粘質シルト。Ⅲb層 :黒褐色粘土質シルトや暗黄色粘質

土やオリーブ褐色砂質土。Ⅳ層 :灰黄色砂質土や黄灰色砂質土。V層 :礫である。Ⅱc層がFl地区
の近世遺構の検出面、Ⅲa層がE2地区 。Fl地区の中世後期遺構の検出面、Ⅲb層がEl地区・F
l地区、Ⅳ層がEl地区・E2地区、V層がE2地区・Fl地区の中世下層遺構検出面、Ⅳ層がEl
地区・E2地区の古代遺構検出面である。

2遺 構
A 古代
古代の遺構はE2地区の遺跡北端で竪穴住居が 1棟、El地区南で溝 1条 と土坑 2基が確認された。
竪穴住居

424号竪穴住居 (S1424、 第78図、図版47)

調査区最北に位置し、北側と西側が調査区端にかかっていたため、北側を拡張し規模を確認した。

西側はコンクリート壁のため拡張できなかった。規模は南北226cm、 深さ32cmで ある。しっかりとし

た床面はみられなかった。住居内にはS K482があるが、他に土坑は確認できなかったため柱穴であ

ったかは疑問である。南側には焼土が確認されたが、覆土中であることからカマドとは考えられない。

′
什



2遺 構

遺物は土師器、須恵器、珠洲が出土 している。

溝

1401号溝 (S D 1401、 第77図、図版47)

El地区南、S K1500と S K1400の間に東西方向に延びる溝で幅は170cm、 深さ60cmで ある。出土

遺物は須恵器と中世土師器である。埋土は灰黄色砂質シルトで酸化鉄と直径 1～ 3 cmの礫が混じる。

上坑

1400号土坑 (S K1400、 第78図、図版47)

El地区南に位置する。長さ407cm、 幅150cm、 深さ22cmの長方形の上坑である。埋土は灰責色砂質

シルトで酸化鉄が混じる。

1500号土坑 (S K1500、 第78図、図版47)

El地区中央に位置する。規模は長さ140cm、 幅83cm、 深さ56cm。 中世前期のS D l160に切られて

いる。埋土は黒色のシルトである。

B 中世前期
中世前期の遺構はEl・ E2地区とFl地区東側で、掘立柱建物18棟、柵 1条、溝、土坑、鍛冶関

連遺構を確認した。

掘立柱建物

1号掘立柱建物 (S B01、 第79図 )

E2地区北端に位置する。南北 l間、東西 1間で南北2.5m、 東西2.4m。 建物の向きはN-4° 一

Eである。面積は6だ。

2号掘立柱建物 (S B02、 第79図 )

E2地区北に位置する。東西 2間、南北 1間。東西3.9mで柱間は西から2.Om、 1.9m。 南北1.9mで

|

第77図  遺構実測図
SD1401

′穆

SD1401
125Y″ 琢黄t砂質シルト(酸イヒ鉄レ■含)



第Ⅳ章 中名Π遺跡

S1424
1 25YFO/1黄 灰色ンルト(5Y箪浴赤欄色7%炭 2%含 )
225Y4/2暗灰黄色粘上資ンルト(5YR4/8赤 褐色粒7%含 )
3ワ 5Y4/ユ黄灰色お■質シルト(25Y5/6費 獨色粒2%含 )
425Y3/ユ黒褐色消土質(5YR4お 赤褐色粒3%含 )
5 25YF。/1黄仄色猫主質シルト(5Y5/6黄獨色ウ %含 )
625Y4/2暗灰黄色粘土質(5YRV赫褐色プロック5%含 )
725Y5/1暗灰黄色シルト(5YR4/8赤 召色カ ック7%含 )

Sと424

SK482
125Y4/2暗 灰責色粘土質ン,レト
(■5Y4/6鶴色■10%含 )

攣一一甥

SK1500
125Y2/1黒 色シルト(酸イヒ鉄含)
225Y44/1黄 灰色砂質シルト
325Y5/1黄 灰色砂質シルト(酸イヒ鉄含)

0                                 2コ

第78図  遺構実測図
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遺 構
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獅一ｆ
SP417   r

S'421 2 e'

S鯵
IワうYフ 1黄灰色枯土質シルト
(25Y6/3にぶい黄色±5%含 )
2 25YVi黄灰色格土質シルト
(25Y6/3にがい責色±10%
iOYRν8明責褐色±3%合 )

響 朗 8r

Ⅷ
SP478
125Y71黄灰色粘土質シブレト
に5Y4/6n色 ■4%含 )

)
SP412
125Y3/ユ 黒召色猫土質ンルト

(25Y6/3にぶい黄色ンルト5笏
5YR嚇 褐色iS%合 )
22573/1黒 褐色Ith土 質シルト
(友 1%合 ■より粘性強い)
925W6/8に ぶい黄色シルト
(ワうYν I黒褐色粘土質シ″博O%含 )

開0
125Y9/1黒 褐色粘質■
22・●Y6/3にぶい黄色粘上質ンルト
(2う Yν l黒褐粘質±30%5Y望 /8赤褐色■5%含 )

學 SP444 T

朗甥
2

125Y3/1黒 獨色粘質土
(25Yr。/4黄召色ンルト3%含
25Y5/4費 召色■2%炭 2%含 )
2 25YV4黄 褐色シルト
3 25Yυ9にぶい黄色砂質■

獅一ｇ
SP416

獅一ｂ

鼈
⑥ S印∝

＼
Ｅ
は
ほ

響  SP420 ど

SB02

⑥S跳

22701n sP41 3

帥3甥
125Y4/1費灰色粘主質シルト(10Y螂 /6黄褐色シルト15%炭 1%含 )
22S13/1黒褐色粘土質シルト(10YR5/6黄 召色シルト2%皮 1%含 )

鮎
SP430
12う Y3/1黒褐色粘土質シルト
(2rovν 3にぷい黄色■3%鷹笏 5YR78赤褐を上ワ%含 )

丁
網鵜一ｇ

si0
1ワうY3/1黒褐色粘土質シルト
(256/3に ぶい黄色シルト5%合 )
2?うY6/3にぶい費色シルト

0                                                   5m

0                                                   2m

|

第79図  遺構実測図
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副出

C      SP375     C'

SP377
125Y3/2黒 禍色粘土質シルト
(10Y聰8明責翻色ンルトワO%含 )
225Yン 1黄灰色砂質シルト
(2熊C/3にぶい責色ンルト40%含 )
325Y5/3責 獨色砂質シルト
(ク

「
r5/3黄 灰色砂質シルトユ0修合)

SP375
12可5/2暗仄黄色シルト
(9う Y3/2黒褐色粘土質シルト9%含 )

a    SP374    d

甥

二
絲 婆老5脆働

輌一ｂ SP377     b

SP315    e'

第Ⅳ章 中名Ⅱ遺跡

(SK3141 SP3唱
物  r

0                                                   5m 0                                                   2m

SK317
▼

SK314▼
1

IL

副。

|・ざ
Ｖ
　
ド

輌一ｆ
＞
ａ

石
SP315
12F.Y5/ユ 黄灰色シルト
(ワ 5Y6/6明黄褐色シルト
ワ5Y6/4にぶい黄色シルト炭少量含 )
225Y6/2k黄 色シルト(2FOY3/ユ 黒褐色土含)
325Y5/1黄 灰色シルト
(ラうY6/6明黄IStシ ルト
25Yν 41こおい黄色シルト含)
425Y6/4に ぶい責色ンルト

SP313
1 25YS′韓 獨色ンルト

(25Y4/ユ黄灰色シルト40%炭1笏合 )
225Y4/1黄灰色粘土質シルト
(25Y54/6黄 褐色シルト25%炭5%含 )

325Y5/6黄褐色シ″ト
(25Y4/1黄 灰色シルト2%含 )

獅一ｇ

SK209
1 25Yν3にぶい責色シルト

獅一ｂ

SP284
125Y4/2暗 灰黄色シルト(10YR5/6黄格色主合)
225Y6/3に ぶい黄色シルト(2う Yν l黄灰色土含)

SP312
1 5YR5/6明 赤褐色シルト

(2う Y黄灰色シルト含)
225Y5/1黄灰色粘土質ンルト
(25Y6/31こがい黄色シルト炭少量含)

12W4/1黄灰色活■質シルト
(25Ya力 黒褐色ブロック25Yν 3によい黄色シルト少量含)
225Y5/1黄 灰色シルト(25Y64/3に ぶい黄色シルト含)

SP284    r

第80図  遺構実測図
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遺 構

卜

副ω

0                                                   5m

|

獅一ｂ

Ｔ獅一ｈ

m    SP344 1  m下獅一‐
一
ｒ獅一ｋ

一

Ｊ響

丁獅一ｇ
一
ｒ

SP369
12う Yν2暗灰黄色IILi質 シ,レト
(25YO/4にパい責色砂質シルト10%含 )
225Y4/1黄 灰色粘土質シルト
(10YRν 8明黄協色■1%含 )
325Y5/3黄 褐色砂質シルト

23 00n  sP346 2aOOn   sP334

SP346
125Y4/1黄
灰色枯土

質シルト

(25Y64に
がい貨色シ
ルト7%含 )

SP339
125Y5/1女 灰色シルト
(25Y8カ 黒褐色粒
5YR4お赤禍色粒10%含 )

225Y5/1黄 灰色粘土質シルト
(25YVl暗 灰黄色粘土質ンルト10%含 )
325Y71黄灰色粘土賓シルト(25Y7″ 灰黄色砂賓土m%含 )

SP333
125Yン 1黄仄色粘土質ンルト
(25V5独 黄褐色シルト10%
25Y3″黒褐色粒S%含 )

第81図  遺構実測図
SB04

′イび

認Ω K鋭

SP372
1 25Yν l黒褐色活土質ンルト
2 25Yν 2黒褐色粘土質シ″ト
(25Y43オリーブ褐色シルト含)

絢
SP359
1 25YFo l黄 灰色粘土質シルト
(25YO/0明 黄褐色シルト20%
25Y3/1黒 IPu色 粘■資シルト3%含 )
225Y4/1黄 灰色猪土質シルト
(25Y6お 明黄褐色■2%含 )
325Y6/4に ぶい黄色シルト
(25Yフ I黄灰色粘土質シルト1%合 ) 4 25YO/4に ぶい黄色シルト(25Y3/2黒 4B色

粘土質シルト30%5YRV8赤褐色粒5%含 )

S'342

1 25YVl黄 灰色粘土Flシルト
(25Y6/4にぶい黄色シルト15%含 )
ワ 25Vン 4黄褐色粘土質シルト
(25Y4/1黄 灰色粘主質ンルト30%含 )

SP362
125Y3/2黒褐
色粘土質シ
ルト(25YO/4
にぶい黄色

5YR4/8赤編
色粒2%含 )
2 25Y6/4に ぶい黄色シルト(25Y3/2黒 褐色  125Y4/1費 灰色粘土質      (95Y5/2暗灰費色シルト5%
粘主質シルト30%5YRV8赤褐色荘5笏合)  (25Y6/6明 黄褐色シルト10%合)  5YRV8赤 福色±5%含 )
3 25Y5/3黄 褐色砂質シルト(5YRV8赤 褐色  225Yシ 4黄褐色シルト      325Y5カ I営灰黄色粘主質シルト
粒3%合)                 (25Y4/1黄 灰色粘土質20%含 ) (25了ン3黄召色粘上質シルト10%含 )

4つ 5Yν6明黄褐色シルト
(25Y3/2黒 獨色■7%
25Y4/1黄 灰色粘土質シルト7%含 )

螂‰
125Y3/2黒 褐色粘土質シルト       125Y3/1黒 褐色粘土質シルト(25Y6/41こ ぶい黄色シルト15%含 )
(25Y5/3黄 禍色■7%合)       2 25YVI黄 仄色粘土質ンルト(25Y6/41こ ぷい黄色シルト20%含 )
2 25YV2黒 褐色粘質■         3 25Yν 3黄褐色砂質ンルト(25Y3/1黒 禍色±3%合 )
(25Y5/3黄 召色粘主質シルト15%含)  4 25YVl責 灰色粘土質ンルト

525Y4/1黄 灰色粘土質シルト(25Y4/1黄 灰色シルト30%含 )

0 25Yγ l黄灰色シルト(25Y6/41こ がい資色シルト3%含 )

SP3“
1 25YVl黄灰
色粘上質ン
,レト(25Y5/2
暗灰黄色シ

25Y4/1黄 灰色シルト20%含 )
2 25Y4/2暗 灰黄色粘土質シルト(25Y6/6明 黄褐色粘
土質シ,レトlo%25Y4/1黄灰色粘土質ンルト5%含 )
3 25YV2暗 灰黄色粘土質シルト(2575潟 黄召色括土
質シルト10%25Y4/1黄灰色粘■/t/1ンルト2%含 )
425Y71暗仄黄色粘土質シルト(95YOれ にぶい資色
粘土質シルト:0%含 )

%
2 25YV2暗 灰資色ンルト
(25Y4/1黄 灰色ン,レト30%含 )
9 25Yν 9黄褐色砂質シルト
(25Y3カ 黒禍色シルト5%含 )

２３００ｍ一噌
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第Ⅳ章 中名Ⅱ遺跡

d SP456 d.          e       SP474      e

SP456

◎

獅一ｂ

蜘Ⅷ

125Y3/1黒 獨色粘■質シルト
(25Y6/8にぶい黄色ンルト5%含)
225V3/1黒 褐色粘土質シルト
(25Y6/8にぶい黄色シ″卜1%■より粘質あり暗い)
325Y6/3に よい黄色シルト
(2煎vl黒褐色粘土質シ″トカ%含 )

I      SP460      r

SP474
125Y3/1黒 禍色粘質土
(25Y7/2X黄色シルト7%奮 )
225Y3/1黒褐色活質■
(郷Y7/2X資 色ンルト15%含 )

SP444
125Y4/1黄 灰色粘土質シルト
(2煎S′Sに示い黄色シルト7%炭 2%含 )
225Y9/1黒褐色粘土質シルト
(25Y6/8におい黄色シ,レト5%含 )
325Y4/1黄 灰色粘土質シルト
(25Y6/9にぶい責色シ″卜211%含 )
425Y6/3に ぶい黄色シルト
(25Y4/1黄 灰色粘上質シルト10%合 )

125Y3/1黒 褐色粘土質シルト(25Y6/Sにぷい黄色シルト3%含 )
ワ25Y3/1黒 褐色粘土質シルト(25Y6/Sにぷい責色シルト3%■より粘慶ありをい)
325Yク1黄雌 粘土質シルト(25Y6/31こ ぷい資色■7%合 )
4 25Yν 3におい黄色シルト(2「DY4/1黄灰色粘土質シルト1%合)

下聰獅一ｈ一ゴ獅一ｇ

下獅一ｄ
C     SP471    C下獅一わ

甥

0                                                   5m
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第32図  遺構実測図
SB06 SB07

SP470
125Y3/1黒 褐色粘質土
(25Y4/2暗 灰費色粘上質シルト3%7う Y4/6褐色荘2%"鬱%含 )
225Y4/1責灰色格土質シルト
(25Y4/2暗 灰責色粘上質ンルト15%,ar4/6獨色■2%含 )
325Y3/1黒 褐色粘質■
(25Y4/2暗 灰費色粘土質シルト2%75Y4狛 禍色土I%含■より暗い)
425Y4/1黄灰色シルト(25Y4/2暗 灰黄色粘土質ンルトユO%含 )
S25Y5/3黄 褐色シルト

0                                                   2m

´́                                            ::

SP472
1 25Yν l黒褐色粘質土
(25Y4/2暗仄資色粘土質シルト2%7う YV6褐色■1%含 )

SP471
1 2arν l黒褐色粘質上
(ワうY4/2暗灰黄色粘■質ンルト2%7う Y4/6褐 色■1%合 )

ユワうY4/1黄灰色粘主質ン″ト
(25Yν 3■ぷい黄色シルト3%・ 7 FJY4/6絡 色粒2%含 )
,25YVユ 黄灰色粘土質シルト
(25Yν 3にぶい黄色シルト7%・・ 5Y4/6禍色粒2%含 )
325Y4/1黄 灰色務土質シルト
(2う Y6/3にぶい責色シルト10%75Y4/6召色粒2%合 )
425Y6/3に ぷい責色シルト
(2う Y4/1黄灰色粘土質シルト7%含 )
5 25Yν 3にぶい責色シルト
(25Y4/1黄 灰色粘土質シルト9%含 )
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2遺 構

建物の向きはN-10° 一W、 面積は7.4ポである。遺物は中世土師器 (S P413)が出土 している。切

り合ヤヽからS D411よ り古い。

3号掘立柱建物 (S B03、 第80図 )

E2地区北に位置する。調査区内で確認できる範囲で南北 2間。柱間は北から2.5m、 2.5mの 5m

である。建物の向きはN-9° 一W。 西に調査区外へ延びていくものと思われる。

4号掘立柱建物 (S B04、 第81図、図版48)

E2地区北に位置する。東側が調査区外になるため、調査区内で確認できる範囲で南北 3間、東西

3間である。南北は8mで柱間は北から2.7m、 2.9m、 2.4m、 東西は7.5mで柱間は西から2.5m、 2.5

m、 2.5mあ る。建物の向きはN-9° 一W。

5号掘立柱建物 (S B05、 第80図、図版48)

E2地区東に位置する。調査区内で確認できる範囲で南北 2間、東西 1間で東側へ延びると思われ

る。南北は6mで柱間は北から3.Om、 3.Om、 東西は2.2mである。建物の向きはN-20° ―W。 遺物は

中世土師器 (S P284・ 300,313)が 出土している。

C     SP1 71     C'

SP1 71
125Y8/1黒 褐色粘土質シルト(炭多量含)

a     SP1 86     d

‰

3

SP186
125Y4/1黄 灰色粘土質シルト(■5■ 4/6褐色粒 25Y8/9淡 黄色上戻少量含)
225Y4/1黄灰色鶏土質シルト(75Y4お 褐色粒 2うY8/3淡黄色土合)
3わY4/1黄灰色粘質■(7う Y4/6B色 土含)

SP1 74

225Y4/1黄 灰色シルト(炭含)
3,5Y3/1黒 褐色粘土質シルト(75Yワ 餡 色土含)

丁獅一ｇ
一
ｒ獅一ｆ

◎

125Y4/2暗 灰責色附土質シルト
(■5Y4/6鶴色粒 炭含 )
2Z5Y4/1黄 灰色粘土質シルト
(75Y4/6編 色粒 炭少霊含 1より粘り有り)
325Y4/ユ黄灰色粘質■ (■5Y4/6獨こと含 )
425Y4/ユ黄仄色粘土質シルト
(2う Y6/2灰黄色■・75Y4/63色 土含)

第83図  遺構実測図
SB08
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SP1 214
125Y4/2暗 黄色砂質シルト(φ3～5mm炭化効1%含 )
22「 r4/ユ 黄灰色シルト(炭イヒ物10%含 )
32・●Y3/3竜オリープ禍色ンルト(酸イと鉄合)
425Y4/ユ黄灰色シルト(25Y6/3にぶい黄色砂2cmの カ ック酸化鉄含)

(φ5-7mm25Y6カ 灰責色主3%φ 5～7mm炭化物1%酸化鉄含)
2必Y5/3A褐 色ンルト
325Y3/2黒 褐色粘質シルト
(25Y5/3A褐色土籍降嘘購%あ3～5mm炭化物ユ%含 )

第Ⅳ章 中名Ⅱ遺跡

SP1 255

Ｔ獅一ｆ

SP180

SP1 80
12574/1黄 灰色粘質土(炭多量含)

SP1 264
125Y4/2暗 灰責色粘質シルト
(2576/41こ ぶい責色主カ ッタ胞 %φ9～7nun炭イヒ物3%含 )
225T3/2黒 褐色ンルト(25YO/4にぶい黄色土プロック状7%駿化鉄含)
325Y4/1責 灰色ンルト(酸イヒ鉄含)

SP1235

l    SP1 235    1

1.          n    SP1 207   m'    n          sK1254

ユワうY4/2暗灰黄色シルト

(25Y6/2X黄色土籍降り状 φ5～ IOmm炭 イヒ物5%酸化鉄含)
22うY燃 褐色粘質ンルト
(φ10～ 15m■25Y7/3浅 黄色

“

%酸イヒ鉄奮)
32うY4/1黄灰色シルト(酸化鉄含)
425Y4/1黄 灰色シルト(25764/3にぶい黄色上プロック鵜 %含 )

SP1202

SP1 269
125t4/2暗 灰黄色シルト
(25YC/4にぶい費色土カ ック栂 %
φ3～5mm炭化物1%含 )

125Y4/1黄 灰色ンルト(炭粒1%駿化鉄含)
225W4/1黄 灰色シルト
(1より青い)(炭粒1%酸化鉄合)
325W4/1黄 灰色シ″ト
(25Yν 2灰寅色砂霜降り状15%含 )

1)8

SP1202
12うY4/2暗灰資色シルト
(φ5～ 15mm炭 イヒ効7%焼 ±1%含 )
225Y2/1黒色粘質ンルト(炭化物合 )
325Y3/2黒褐色粘質シルト(炭化物ユ0%合 )
42うY6/3にぷい黄色砂質シルト
525Y4/3オ リープ褐色シルト
(酸化鉄 φ8～5mm炭化物1%含 )

SP1207
125Y3/2黒 褐色砂質シルト
(2576/2Fx費色砂質シルトカ ック鴻 %
φl～3mm友イヒ物3%合)
225Y3/3暗オリープ褐色シ,レト(酸イヒ鉄含)

125Y4/2暗 灰黄色シルト
(φ5～ 15nm炭 化物10%焼土カ ック状3%含 )
225Y72暗灰費色粘質シルト(φ5-10an焼 土含)
SP1 255
325V3/8暗 オリー‐/8色シ,レト(2576/3にぷい責色■籍降り状合)
425Y8/3暗 オリープ褐色シルト
(25Y6/4にぶい黄色シルトプロック状含)
525Y4カ暗灰黄色粘質シルト
(25W5/8費 獨色土籍降朔烙%焼■カ ック状含)
6 2NV3オリーブ禍色粘質シルト(φ5～ 15mm炭 イヒ物3%含 )
725Y4/ユ黄灰色粘質ンルト
(25Y6/3にぶい黄色主霜降り状3%φ 8～5mm炭イヒ物1%含 )

SP1 238   SK1239  T,輛一ｐ
一
∫ SK1216    SK1217   SP121 8

SK1216

(2いr5/4灰 黄褐色土カ ック状 φ5～ 10mれた化物3%含 )

SP1222                        SP1234
12うY4/2暗灰黄色シルト           125Y4/2薩 灰黄色ンルト
(25Y6/3におい黄色土籍降り状        (φ 5～ 15mm炭 化物3%焼主1%含 )
φ3～ 51nn炭化物3%含)        2 25Yν ユ黒褐色粘質ンルト
225Y4/1黄 灰色粘質シルト          (25Yν 叛 費色■3%酸化鉄合 )
(25YG/8にぶい責色■9%酸化鉄含)   3.25Y3/2黒 福色粘質シルト
325V3/1黒 召色稲質シルト          (,5Y6/9に ぷい黄色土霜降り状合)
(25YG/2灰 黄色■3%
φ3～7mm文化物iO%含 )

第35図 遺構実測図

525Y3/1黒 褐色シルト      SP1232
(ワうY7カ灰責色砂帯状    1ヮ 5Y3/2黒 掘色ンルト
φS‐ 15mm炭 化物10%含 )  (25Y5/3黄 褐色土籍降り状 φ5～15mm
625Y″ユ黒色シルト         炭IL27%焼■1%含 )
(炭イヒ物 つうY5/2暗灰費色■  225Y5/8費褐色砂質主
プロック状7%含)      3?5Y3/3暗 オリーブ褐色粘賓シルト

(2rov6/2Fx黄 色土霜降り状 駿イヒ鉄含)
4ワうY4/1責灰色粘質シルト
(25Y6/4にぶい責色土プロック状10%含 )

u    SK1 261  SP1260    u.

125Y4/2暗 灰責色粘質シルト   SK1261
(φ9-71-炭 化物3%酸化鉄含)525Y4/3オリー湘 色シルト
225Y4/1費 灰色ンルト       (ワうYν4黄褐色上籍降り状
(ゅ3～FOmmttILDl%含 )      φ3～7mm災化物ユ%含 )
32W4/2諧灰黄色シルト     625Y4/1黄 灰色シルト
(つうY5/a黄褐色主霜降り1購%含) (酸化鉄含)
4 25Ye/2黒 褐色シルト
(2う Y5/3黄褐色色土籍降り状含)   0

125Y4/2暗 灰黄色シルト
(ゆ3～5mm戻イヒ物5%焼土ユ%含 )
225Y4/1費灰色シルト(酸化鉄含)
325Y4/3オ リーシ褐色シルト

SK1217
125Y4/2暗 灰黄色シルト
(φ

"7mm炭
イヒ物醐ヒ鉄含)

225Y4/3オ リーブ禍色ンルト
(φ3～
ronlm炭化物1%含 )

325Y3/1黒 褐色粘質シルト
(25Y6/2灰 黄色■カ ック獣含)
4跡 Yシ察 梱色シルト

SP1238
125Y3/3暗 オリーブ僑色シルト
(埒r∽灰黄色土カ ック状
φ3～7mm炭イヒ物3%含 )
つ25Yνユ黒召色粘質シルト
(φ8～ lllHlm炭イと物3%酸化鉄含)
325Y3/2黒 褐色シルト(φ3-5mm皮 化物1%含 )
425V3/2黒褐色シルト(聞ヒ鉄含 3より明るい)
SK1239
525Y3/2黒 褐色シルト
(2εY6/3にぷい黄色土カ ック状10%
ι5-10mmttILDl%含 )

下姿獅一ｔ一ざ響 SK1251   SP1250

SK1251
125Y3/3暗 オリ
ーブ褐色ンルト

(25Yν3にぶい費色主霜降り状
10%ψ 3-FDmm炭イ助9%含 )
225Y4/2暗灰黄色シルト
32573/2黒褐色粘質シルト
(2う Y6/灰資色主3%φ 3～
7mm皮イヒ切8%酸化鉄含)

125Y3/2黒 鶴色活質シルト
(俯a耐 勝蒻 聞と鉄合)
225Y4/2暗灰黄色シルト
(2W64/3にぶい黄色土

霜降り状 酸化鉄含)

2m

SP180  SP1264  SP1214  SP1235  SP1209  SP1269  SP1202  SP1207  SP1254  SP1255  SP1203
SK1216  SK1217  SP1218  SP1232  SP1238  SP1239  SP1222  SP1234  SK1261  SP1260
SK1251  SP1250

^

′JF



2遺 構

6号掘立柱建物 (S B06、 第82図、図版48)

E2地区中央に位置する。調査区内で確認できる範囲で東西 2間、南北 1間で北側に延びると思わ

れる。東西4,9mで柱間は西から2.5m、 2.4m、 南北2.9mである。建物の向きはN-15° 一W。

7号掘立柱建物 (S B07、 第82図 )

E2地区中央に位置する。調査区内で確認できる範囲で東西 2間で南側に延びると思われる。東西

49mで柱間は西から2.4m、 2.5m。 建物の向きはN-1° 一W。 北側にはS D473があり、これが建

物の境界であったと推測する。

8号掘立柱建物 (S B08、 第83図、図版48)

E2地区南に位置する。調査区内で確認できる範囲で南北 3間、東西 1間で東側に延びると思われ

る。南北75mで柱間は北から2.7m、 2.2m、 2.6m、 東西1.9mである。建物の向きはN-7° 一W。

遺物は中世土師器 (S P178)、 珠洲 (S P 186)が出土している。

9号掘立柱建物 (S B09、 第84・ 85図、図版49・ 50)

E2地区南端からEl地区北に位置する。調査区内で確認できる範囲で東西 5間、南北 4間である。

東側へ延びる可能性がある。東西11.9mで柱間は西から2.3m、 2.5m、 2.4m、 2.3m、 2.4m、 南北113

mで柱間は北から30m、 3.Om、 3.Om、 2.3mである。建物の向きはN-7° 一W。 遺物は土師器 (S

P1250)、 中世土師器 (S P 1202・ 1207・ 1209,1214・ 1218・ 1222・ 1232,1234・ 1238・ 1250。 1255・

1260・ 1264)、 青磁 (S P 1209・ 1232)、 鉄製品 (S P 1255)、 鉄津 (S P 1209。 1214・ 1232・ 1234・

1264)が出上している。

10号掘立柱建物 (S B10、 第86・ 87図、図版50・ 51)

El地区北に位置する。東西 5間、南北 4間である。東西■.3mで柱間は西から2.3m、 2.4m、 2.4

m、 2.2m、 2.2m、 南北10.3mで柱間は北から3.Om、 2.7m、 24m、 2.2mである。 S P 1252・ 1257に

は柱が残っている。面積は116.4♂。建物の向きはN-4° ―Wである。切 り合いから鍛冶関連遺構

S X 1272。 1273よ りも新しい。S D 1267は この建物に伴う遺構と思われ、建物の南側、東側に廷びて

いるが北側、西側ではみられない。遺物は土師器 (S P 1219・ 1257)、 須恵器 (S P 1257)、 中世土師

器 (S P 1210,1212・ 1219・ 1223・ 1230・ 1237・ 1252・ 1257・ 1258・ 1262)、  珠洲 (S P 1210)、  鉄淳

(S P 1223・ 1230・ 1262)が出土している。

11号掘立柱建物 (S Bll、 第88図 )

El地区中央に位置する。南北 3間、東西 2間であるが、 S P 1325が軸上にのるため、東側に延び

る可能性がある。南北6.4mで柱間は北から1,9m、 2.3m、 2.2m、 東西4.8mで柱間は西から2.4m、 2.4

mである。建物の向きはN-6° 一Wo S P1319に は柱が残っていた。

12号掘立柱建物 (S B12、 第88図 )

El地区中央に位置する。東西 1間、南北 1間である。東西2.7m、 南北2.5m、 面積は6.8♂。建物
の向きはN-0° ―Wである。

13号掘立柱建物 (S B13、 第89図 )

El地区中央に位置する。東西 2間、南北 1間である。東西4.9mで柱間は西から2.5m、 2.4m、 南

北2.2mである。面積は10.8♂。建物の向きはN一 〇
°
―Eである。

14号掘立柱建物 (S B14、 第89図 )

El地区中央に位置する。東西 2間、南北 1間である。東西5.8mで柱間は西から2.9m、 2.9m、 南

北2.7mである。面積は157♂。建物の向きはN-2° 一E。

fj2
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第Ⅳ章 中名Ⅱ遺跡

獅一ｇ

下獅一，
一
ｒh'           I      SP1208

SP1 21 0

SP1 242
125V4/2暗 灰黄色シルト(わ Y6/2Fx黄色■3%b5-力 mm炭■物7%酸化鉄含)
225Y4/1黄 灰色粘質シルト(φ7～ 21 nm炭化物10%酸化鉄含)
3 95War/2黒 褐色シルト(?ぅ V6/3にぶい黄色土φ10～20mm炭イヒ物5%醐ヒ鉄含)

19う Y3/2黒褐色粘質ンルト
(φ5～15炭イヒ物3% 酸イヒ鉄含)
9 25Yν 3暗オリー瀬 色器質シルト
(25Y6/2X黄色土籍降り状3%φ 5～ユOmm員化物1%含 )
SK1246
8ワ 5Y5/2暗灰黄色シルト
(25Y6/3にぶい責色土緒降り状10%酸イヒ鉄合 )

h     SK1246 SP1245

SK1 201 SP1213

SP1208
12・●Y4カ暗灰黄色砂質シルト
(2・JY6/2X黄 色上籍降り拠 %
弾～5mm災イヒ物ユ%酸化鉄含)
225Y4/1黄 灰色粘質シルト
(2う Y5/3費褐色土霜降り状1%駿イヒ鉄含)

SP1 212
1 20rV3暗 オリーブ褐色シルト
(25Y7/4減 黄色砂7rlック状1%φ5～ 15mm炭 化効5%競■1%含 )
2 2ar4/2暗 灰黄色粘質ンルト(φ3～腑 m炭化物3%含 )
325Y3/1黒 褐色粘土質ンルト
(ゆ5～7mm25Y6/2灰 黄色■1%φ3～5mm炭イと助I%含 )

1'    m     SK1220 SP1219 SP1233

SK1201
125Y3/2黒 褐色ンルト(φ3～7mm炭化物3%酸化鉄含)
SP1 213
225Y3/1黒 褐色粘質ンルト
(25Y6/3にぶい黄色■霜降り状5%
φa～5mm炭化物1%酸化鉄合)

SP1215
120腱力暗灰黄色シルト
(φ
ro-15mm及化物ユO%酸化鉄含)
225Y3″ 黒福色結質シルト
(ψ5～10mm戻化物3%酸■鉄含)

SP1 223
125Y3/2黒 縄色ンルト
(φ5～ 211mm災化勤3%酸化鉄含)

SP1206
195Y4/2暗 灰黄色ンルト
(25Y7/4減 黄色土ブロック状5%
φ5～7mm炭イヒ物3%酸化鉄含)
2わ Y3/1黒掲色粘質シルト
(20r5/2暗灰黄色土カ ッ外 含)
SK1205
325Y4/2～ 4/3オリー/tB色シルト
(酸化鉄φ3～5mm皮オヒ物1%合 )

SP121 9
1'5Yツ1黄灰色シルト(炭粒2%含 )
225Y4/1費 灰色シルト
(25V6/2X黄色砂質シルト霜降りell%
酸化鉄含)
325Y4/1責 灰色シルト(酸イヒ鉄含 )
425Y4/1責 灰色ンルト
(25Y6ρ 灰黄色砂質シルト猶降りh50%
炭粒1%酸化鉄含 )
SK1220
525Y4/1費 仄色シルト
個財ヒ鉄 SK1219の 1より黒い)

SP1233
12うV3/2黒褐色シ,レト
(φ3～7mn炭化物8%酸イヒ鉄含)
225Y4/2暗灰黄色砂質シルト
(25Y6/2灰 黄色土ノEfック状に
3%合 )
325Y4/1黄 灰色粘質シルト
(25Y6/3にぶい黄色■1%含 )

r   SP1 258輌一ｐ
一
ＪO     SP121S

u     V     S,1257      V.

SP1 230 SK1259

鞘Ｔ出獅一ｔ一ゞ撃

SP1230
12うY3/2黒 褐色粘質シルト
(わ5～ 1・omm炭化物7%鉄導状1%合 )
225Y5/3黄禍色砂質シルト
3つうY4/1黄灰色粘質シルト

(φ5～7mn炭化物S%鉄淳 酸化鉄
25Y5/1黄 灰色土霜降り状含)

SK1236
125W4/2贈 灰黄色ンルト(酸1ヒ鉄含)
225Y3カ黒褐色粘質シルト
SP1 237
3 25YO/1黒 禍色粘質ンルト
(弾～5mm炭化物1%含)
425Y4/1黄 仄色シルト(酸化鉄合)

SP1253
125Y3/2黒 褐色IL質シルト
(2う Y5/3黄褐色土カ ック状φ5～ IOnm皮 イヒ物含)
2 2arク 1責灰色シルト(φ5～7mlnttIL91%含 )

SK1259
32煎4′2暗灰黄色ンルト
(φ8～5mm炭化物1%酸化鉄含)

SP1 257
125■ 34/3暗オリー/1B色若質シルト
(φ5～ IOmm戻 イヒ物5%酸イヒ鉄含)
225Y4/1黄 灰色シルト(酸イヒ鉄含)
32576/31こ ぷい黄色砂質土 (41こカ ック状含)
425Y5/1責 灰色ンルト

第87図  遺構実測図
SP1242  SP1210  SK1246  SP1245  SP1208
SK1220  SP1219  SP1233  SP1215  SP1230
SP1237  SP1252  SP1257

0                                                   2m

SK1205 SP1206
SP1223  SK1236

SP1 21 0
125Y4/3オ リーフ鴇色砂質ンルト(95Y6/2X責色土霜降り状 φ3～15mm炭 イヒ物5%酸イヒ鉄多霊含)
225Y3つ 黒獨色粘質ンルト("～ Illnm炭化物9%・PIヒ鉄含)

SP1252
1ワ 5V4/1黄灰色シルト

(炭粒3%酸化鉄合)
225Y4/1黄 灰色シルト
(炭粒1%鞍イヒ鉄含)

SP1212  SK1201  SP1213
SP1262 SK1258 SK1259

rJJ



2遺 構

獅一ｂ

0                              5m
下 ト
ー ー ー ー

_― _¶

0                       2m

一ぜ　　　　　　醸瞬

輌・ｅＳＰ‐３２‐２‐一″修ψ一̈̈

r SP1326 r g SP1315 g h  SP1325  h.

甥
2

SP1325
1,おY5/1褐色がかった
費灰色ンルト(酸化鉄含)
225Y5/1黄灰色ンルト
(酸化鉄含)
325Y6/2X黄 色砂質シルト
(酸化鉄含)
425Y4/1黄灰色砂質シルト
(酸イヒ鉄含)

|お

輛一Ｊ
SP1 319  1'

?
SP1319
1郷Y4/1黄仄色シルト
(酸化鉄含 )

獅一“・＞易
SP1326
125Y4/1黄 灰色シルト
(酸イヒ鉄含)

つウ彰杉姥／Ｐ‐３‐５］呻

SP1318
1郷 Y5/ユ責灰色ン″ト
(聞ヒ鉄含)

輛一ｄ

甥
SPl100
125Y4/1資 灰色シルト(聞ヒ鉄含)

e SPl148 SKl147 e'

以
SPl148
125Y4/1費 lXtシルト(繊イヒ鉄含)
225Y5/1ttlXtン ルト(酸化鉄含)
SKl147
325Y5/1責 灰色シルト
(酸化鉄含 SPl143ワより白い)

SPl100

SP1 086   g

SP1086
1弱Y4/1黄灰色シルト(酸化鉄合)

獅一ｆ
SPllS6  F 獅一ｇ

‰

第38図  遺構実測図
SBll SB12

′5σ

懃

塞

SPl156
125Y黄灰色ンルト(酸イヒ鉄含)



SP1099
125Yツ1責灰色シルト(酸イヒ鉄含)
2つ 5Y4/1責灰色ンルト
(25Yb/2X黄色砂質ンルト霜降舛炒0%酸イヒ鉄含)
395Yク 1黄灰色ンルト(酸化鉄含黒い)

'37れ    SP1 094  -

第Ⅳ章 中名Ⅱ遺跡

SPll14

鞘 SP1096_〕
甥
〕

SP1096
125Y4/ユ 責灰色シルト
(φlcmブロック25Y6ρ灰責色砂質シルト
酸化鉄合)
225Yツユ黄灰色シルト(酸化鉄含)

影
SP1913
125Y4/1黄 灰色粘主質シルト
(25Y5/1黄灰色ンルト15%酸化鉄含)

獅一ｆ

◎ ③

0                                                   2m

第39図  遺構実測図
SB13 SB14

靴

SP1 094
125Y4/1黄 灰色シルト
(皮粒1%駿イヒ鉄含)

卜
十七

ξl芍
SPll1 7   (SKll16)

SPll1 7                   SPll12
125Y5/1黄 灰色シルト(酸化鉄合)    125Y4/1黄 灰色シルト(酸イヒ鉄含)

1 25Yν I資灰色ンルト
(φlcnプロック25Y6/2灰 黄色
砂質シルト酸化鉄多量合黒い)
226Y4/1責 灰色シルト(酸イヒ鉄含)

鞘 却 1地下 響 鮒∝7

獅一ｂ 甥
r i

SP1 087
12研r4/1黄灰色シルト(酸イヒ鉄含)
22・JY5/ユ黄灰色ンルト
(φ3cmブ ロックワうY5/1

黄灰色砂質シルト酸化鉄含)
e25Y5/1黄灰色シ,レト
(懃化鉄含 髯い)

⑥

9期
二

ゞ◎③I

◎
    曼)

SPl154
125Y4/1責 灰色シルト
(酸化鉄含 )

Fj7



2遺 構

◎
③

ト▼
d

SPl134

が

Ю
◎③
◎

SPl141
1,うY4/2暗灰黄色シルト
(25Y5/3黄褐色■籍降り状酸イヒ鉄含)

∞
３
0

◎

②

獅一ｆ SP1 056    r

SP10S6
1,うY5/1責灰色シルト(酸化鋏合)

g     SPl134    g'

③
④

SPl1 34
125Y3/2黒 褐色粘質シルト
(25Y5/3黄召色■霜降り状1%酸化鉄含)

h        SP1017       h

i    SP1034

災イヒ物 酸化鉄含 )

SP1 045

SP1034
125Y4/1黄 灰色シルト(酸化鉄含)
225Y4/1黄 灰色シルト(酸化鉄含白い)

|。

副ω

℃3
沙 ◎

◎

⑥

③
SP1045
125Y5/1黄 灰色シルト(酸化鉄含)

SP1 030

SP1 030
120と 5/1黄灰色シルト(酸イヒ鉄含)

F   SPl126   r

SPl1 26
12賀4/2暗灰費色シルト(酸化鉄含)

◎恩
く》>

◎

@◎

獅一ｇSP1010 SK101l g

SP1 010
12W71黄 灰色粘土質シルト(炭化物酸化鉄含)
SK1011
125Y71黄灰色粘土質シルト(炭化物多鼠酸イヒ鉄合)

o                              2m

下郎獅一ｈ

SP1024
12うY4/1黄灰色ンルト
(炭粒1%酸イヒ鉄含 )
2ワうY4/1黄灰色ンルト

(酸化鉄含 赤鶴色)

第90図  遺構実測図
SB15 SB16

′j8



下輌一ｂ

第Ⅳ章 中名Ⅱ遺跡

S'2240
1つうY3/2黒褐色船質シルト(炭イヒ物含)
225Y3/2黒 褐色粘質シルト(25Y5/3黄 褐色砂質シルトプロック10%含 )
325Y5/3資 獨色砂質シルト(2う Y3/2黒褐色粘質ンルトlo%含 )
42うY2/3黒獨色粘質ンルト(炭イヒ物含)
525Y3/23褐 色粘質ンルト(つ 5Yシ3黄褐色砂質シルトЮ%含)

0                                                   2m

拗

　

一
”
一
″
″
″
杉
杉
ン

２７．

］

Ｐ２

獅

0                                                   5m

SP2230
1 2FoYシ ?黒褐色活質シルト(炭イヒ物含)
ワ10YR3/2黒 褐色鶏質シ″卜(炭化物合)
3 10YR3/2黒 福色粘質ンルト(2Fov5/a黄 褐色砂質ンルトプロック10%含 )
4 10YR3/2黒 褐色粘質ンルト(25Yシ a黄褐色砂資シルト籍降舛る0%含 )
5ワうY5/3黄褐色砂質シルト(loYR3/2黒 褐色粘賓ンルトカ ック含)

第91図  遺構実測図
SB17 SB18

丁輛一ｄ
C      SP2241     CS,2239     b'

(25Y5/S責 召色砂質シルト獅%含 )
2 10YR4/3に ぶい黄褐色粘質シルト
(25YVS黄 召色砂質ンルト311%含 )
3 10YR3/2黒 褐色粘上

SP2242
1 10YR3た 暗褐色粘質ンルト
ワ IOYR3/8暗 褐色粘質シルト
(25Y5/3黄 ね色粘質シルトワ0%含 )
325Y5/3黄褐色粘質ンルト
(10YRν 3暗褐色粘質シルト40%含 )

SP2227

rj9



2遺 構

15号掘立柱建物 (S B15、 第90図 )

El地区南に位置する。調査区内で確認できる範囲で南北 2間、東西 2占である。西側、南側へ延

びる可能性がある。南北4.2mで柱間は北から2.lm、 2.lm、 東西3.9mで柱間は西から1.9m、 2.Omで

ある。建物の向きはN-12° ―E。 遺物は中世土師器 (S P 1017)が 出土している。

16号掘立柱建物 (S B16、 第90図 )

El地区南に位置する。調査区内で確認できる範囲で南北 2間、東西 1間である。東側に廷びると

思われる。南北4.3mで柱間は北から1.9m、 2.4m、 東西は2.lmである。建物の向きはN-0° 一W。

遺物は中世土師器 (S P 1010。 1030)が出土している。

17号掘立柱建物 (S B17、 第91図 )

Fl地区東に位置する。調査区内で確認できる範囲で東西 3間6.6mで柱間は西から2.4m、 2.lm、

2.lmである。北側に延びると思われる。建物の向きはN-22° 一W。 切 り合いからS D2234よ り古

しヽ。

18号掘立柱建物 (S B18、 第91図 )

Fl地区東に位置する。調査区内で確認できる範囲で東西 2間4.6mで柱間は西から2.3m、 2.3mで

ある。北側に延びると思われる。建物の向きはN-27° 一W。 遺物は中世土師器 (S P 2242)が出土

している。

柵

1号柵 (S A01、 第92図 )

― ◎ ◎
◎ ◎③

影砲⑥
◎

ど鼈

◎

◎

0◎

b    SP220   b.

鞠:ェ
`:`子

|ま i:!]:そす子卜‰
,25Y4/1黄 灰色粘土質ンルト
(2う Yν3にぶい費色■含■より明るい)
825Y4/1黄 灰色鶏土質シルト
(2戴6/3にぶい黄色土少な含 1より暗い)
4ワうY4/1黄灰色粘土質シルト

(25Y6/3にぶい黄色■含)

第92図  遺構実測図
SAOl

′び0

125Y4/1黄 灰色粘土笈シルト    425Y5/1責灰色粘土質シルト
(25Y6/3に ぷい黄色主含)     (炭 合)
225Y4/1黄 灰色粘土質ンルト
(為 Y6/3にぷい黄色土含 1より多い)
325Y4/1費 灰色粘土質ンルト
(25Y6/3にぷい責色主含■より少ない)

SP246
12W4/1黄灰色粘土質シルト(25Y6/8にぶい黄色主炭含)
SK245
22・DY6/4にぶい黄色シルト(95YVl黄 灰色粘上資シルト含)

o                                                   2m

下腔獅一ｄ

◎

SP229 SK230



第Ⅳ章 中名Ⅱ遺跡

E2地 区中央に位置する。 3基の上坑で構成されている。遺物は中世土師器 (S P229)が 出土 し

ている。

溝

411号溝 (S D411、 第93図 )

E2地区北に位置する。基本的には東西へ延びるが、西側は南に屈曲し、中央部は北に突出してい

る。幅70cm、 深さ8 cmで ある。切り合いからS K418よ り古く、 S P430(S B02)。 S K431よ り新

しい。埋土は黒褐色シルトで下層はそれににぶい黄色シルトが混入する。遺物は中央の北に突出する

部分から完形の中世土師器が 4枚出土している。

SD411
125Yユ /3黒褐色粘土質シ,レト
225Yユ /3黒褐色粘土質シルト(2576/8にぶい資色シルト91%含 )

125Y5/2暗 灰黄色シルト(5Y馳お赤網色■10%炭 鉤%含)
225Y5/2暗灰黄色砂質シルト
(2う Y5/2暗灰黄色砂質主iO%5V「 R4/8赤褐色■10%炭 iO%含 )
925Y9/2黒 褐色シルト
425Y4/2暗灰黄色カレト(25Y4/1黄 灰色シルト7%合 )
525Y4/1黄 灰色猫土質ンルト(■5VRν 4暗褐色■5%炭 3%含 )
625Y5/2暗灰黄色粘質土

螂
125Y4/1黄 灰色粘質土 (7う YR3/4暗褐色疵あ%5W R4/8赤 縛色■2%含 )
22575/8黄 褐色シルト

125Y4/1黄 灰色粘土質シルト
(5YR4狛赤禍色粒3%2う Y5/8黄褐色粘土質シルト2笏合)
225Y4/ユ黄反色粘上質ンルト
(5Y馳お赤格色粒Wか 1よりやや暗い)

SD385
125Y4/ユ 黄灰色粘土質シルト
(5YR4/8赤 獨色粒7%台 )

下輌一ｆ

0                               10m
|

第93図  遺構実測図
SD41l SD395 SD389 SD386 SD385 SD388 SD368 SD382 SD380 SD355 SD392

下輌一ｋ下
Ｄ３

１
獅一，

一
”
‐響Ｔ獅一ｈ

SD385          2
ユワうY4/ユ黄灰色粘土質シルト(5YRV跡褐色■5%炭 2%含 )
22うY5/2暗灰黄色猛土質シルト(5YR4/8赤褐色■1%含 )

SD380
126Y5/1黄 灰色粘■質シ″ト
(25Y6/8にぶい黄色シルトЮ%炭3%奮)   (25Y5/3責褐色シ,ント10%含 )
0                                                   2m

鰤8%
1 25Yν 2暗灰費色粘■質ンルト
(25Y6/31こ ぶい資色シルト5%
25Ye/1黒 褐色器土質シルトつ%
75Y4/6褐 色■1%合 )

¨
SD382
125Y5/2暗 灰黄色シ,レト
(2鍼3//1黒褐色±7%含 )

甥
SD355
125Y5/1責 灰色粘土質シルト

′び′



2遺 構

395号溝 (S D395、 第93図 )

E2地区北に位置する。東西方向の溝で、西側は調査区外へ延びている。幅140cm、 深さ15cmで あ

る。埋土は暗灰責色シル トの間に黒褐色シルトや黄灰色粘土質シルトがみられる。遺物は中世土師器

が出土している。

389号溝 (S D389、 第93図 )

E2地区北に位置する。東西方向の溝で、東側、西側とも調査区外へ延びている。幅161cm、 深さ

34cmで ある。埋土は上層の暗灰黄色粘土質シル トに黒褐色粒と黄褐色上が混入する土と、下層の黄灰

色粘土質シル トに黒褐色粒と赤褐色粒が混入する土とに分けられる。遺物は珠洲が出土している。

386号溝 (S D386、 第93図 )

E2地区北に位置する。 S D389と 平行に走る東西方向の溝で S D389と 同じく東側、西狽」とも調査

区外へ延びている。切 り合いからS D385よ り新しい。幅117cm、 深さ30cmである。埋土は黄灰色粘質

土に暗褐色粒と赤褐色土が混入する土と、黄褐色シルトに分けられる。遺物は中世土師器と珠洲が出

土している。

385号溝 (S D385、 第93図 )

E2地区北に位置する。東西方向に走る溝で、東側、西側とも調査区外へ廷びている。中央部から

南にS D382が延びている。切 り合いからS D386よ り古 く、S D388よ り新しい。幅106cm、 深さ18cm。

埋土は上層の黄灰色粘土質シルトに赤褐色粒が混入する土と下層の暗灰黄色粘土質シルトに赤褐色土

が混入する土とに分けられる。遺物は中世土師器が出上している。

388号溝 (S D388、 第93図 )

E2地区北に位置する。東西方向に走る溝で、切 り合いからS D385。 382よ り古い。東側では南に

S D368が延びる。幅23cm、 深さ10cm。 埋土は暗灰黄色シルトににぶい黄色シル トと炭が混入する土

である。

368号溝 (S D368、 第93図 )

E2地区北に位置する。 S D388か ら南へ延びる溝。切 り合いからS K367・ 383よ り古い。幅63cm、

深さ 6 cm。 埋土は暗灰黄色粘土質シルトににぶい黄色シルトと黒褐色粘土質シルトと掲色上が混入す

る上である。

382号溝 (S D382、 第93図 )

E2地区北に位置する。 S D385中 央部から南に廷びる溝。切 り合いからS D388よ り新しい。埋土

は暗灰黄色シルトに黒褐色土が混入する土である。

380号溝 (S D380、 第93図 )

E2地区北に位置する。 S D368や 382と ほぼ並行に南北に走る。幅50cm、 深さ10cm。 埋土は黄灰色

粘土質シルトににぶい黄色シルトと炭が混入する上である。

355号溝 (S D355、 第93図 )

E2地区北に位置する。南北方向に走る溝である。幅33cm、 深さ 7 cm。 埋土は単層で責灰色粘土質

シルトに責褐色シルトが混入する上である。

137号溝 (S D137、 第94図 )

E2地区中央に位置する。南北方向の溝だが、南は西側へ屈曲し調査区外へ延びる。幅101cm、 深

さ51cm。 埋土は上層の責灰色粘質土に褐色粒が混入する土と、下層の黒褐色粘上に分けられる。遺物

は中世土師器と木製品と種子が出上している。

Zσ2
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獅一ｆ
獅一ｄ下獅一ｂ

Ω
珀
⑤
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SD438 SD437

%
SD473
1.25Y4/1黄灰色粘土質シルト
(25Y5/6黄 褐色ンルト10%含 )

SD473
12574/1黄灰色粘土質ンルト
(25Y5/6黄 褐色シルトlo%合 )

SD136
1.25Y3/1黒褐色粘質土
(25Y6/3にぶい黄色粘土質シルト5%・
75Y7鋪 色粒2%炭 4%含 )

SD437
225Y3/1黒掲色粘質土
(25Y5/6黄 褐色シルト3%
75Y4/6褐色粧3%炭 1%含 )

SD463
125Y4/1黄灰色粘土質ンルト
(25Yν3にぶい黄色ンルト10%25Y7/2灰 黄色砂質±2%含 )

SD437
2彦5Y4/1黄灰色粘上質シルト
(25Y6/3にぶい黄色ンルト5%炭3%
75Y4/6褐色粒2%含 )

SD437
125Y4/1黄灰色粘土質シルト
(25Y6/3にぶい黄色シルト20%含 )

SD438
2.25Y4/1黄灰色粘土質シルト
(25Y6/3にぶい黄色シルト10%含 )

2a∞n  SD473
e         SD463 輛一ｇ

SD296
125Y5/2暗灰黄色シルト
(25Y5/6責 褐色土含 )

SD137
125Y4/1黄灰色粘質土
(否Y4為褐色粒含 )
225Y3/1黒褐色粘上

0                       2m
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473号溝 (S D473、 第94図 )

E2地区中央に位置する。 S B07の 北側を東西方向に走る溝である。幅58cm、 深さ13cmである。埋

土は単層で黄灰色粘土質シル トに黄褐色シル トが混入する上である。西側と中央が途切れているのは

S B07の 敷地内と外との通路として使われていたと推測する。

136号溝 (S D186、 第94図 )

E2地区中央に位置する。東西方向に走る溝で、西側は調査区外に延びている。幅81cm、 深さ14cm。

切 り合いからS D437よ り新しい。埋土は黒褐色粘質土ににぶい黄色粘土質シル トと災と褐色粒が混

入する上である。遺物は土師器、中世土師器、珠洲、炭化 した穀類が出土している。中世前期から後

期まで存在した溝と考えられる。

437号溝 (S D437、 第94図 )

E2地区中央に位置する。基本的に東西方向の溝で、東側、西側とも北へ屈曲し、東側は調査区外
へ廷び、西側は S D 136に切られている。この内側にはS B06がある。幅238cm、 深さ10cm。 切 り合い

からS D 136・ S K469・ 452よ り古 く、 S D438よ り新しい。埋土は黒褐色粘質土に責褐色シルトと褐

色粒と炭が混入する土と、責灰色粘土質シル トににぶい責色シルトと褐色粒とえが混入する上がある。

遺物は白磁が出上している。

463号溝 (S D463、 第94図 )

E2地区中央に位置する。 S D437か ら枝分かれしている溝で西側は調査区外へ延びている。幅56

cm、 深さ 9 cm。 埋土は黄灰色粘土質シル トににぶい黄色シルトと灰黄色砂質上が混入する上である。

438号溝 (S D438、 第94図 )

E2地区中央に位置する。東西方向に流れる溝で、切 り合いからS D435・ 437よ り古い。幅130cm、

深さ 8 cm。 埋土は責灰色粘土質シルトににぶい黄色シルトが混入する土である。

435号溝 (S D435、 第94図 )

E2地区中央に位置する。南北方向に走る溝で、北側、南側とも調査区外へ廷びている。幅126cm、

深さ47cm。 切り合いからS K436。 S D438よ り新しい。遺物は木製品、鉄津、モモの種子が出土して

いる。

296号溝 (S D296、 第94図 )

E2地区中央に位置する。東西方向に走る溝で西側は調査区外へ延びている。幅105cm、 深さ12cm。

坦土は単層で暗灰黄色シルトに責褐色上が混入する土である。

143号溝 (S D 143、 第95図 )

E2地区南に位置する。南東から北西に走る溝で、幅50cm、 深さ■cm。 埋土は責褐色粘土質シルト

に掲色土が混入する土と黒褐色粘土質シル トに掲色土と炭が混入する上である。遺物は中世土師器が

出土している。

153号溝 (S D 153、 第95図 )

E2地区南に位置する。東西方向から北に弓状に曲がり調査区外へ延びている。切 り合いからSD

154。 156よ り新しい。幅47cm、 深さ19cm。 埋土は上層の黄灰色粘土質シルトに褐色土が混入する土と

下層の暗灰責色粘土質シルトに褐色上が混入する上に分けられる。

157号溝 (S D157、 第95図 )

E2地区南に位置する。東西方向に走る溝で、西側は調査区外へ廷び東側は S D156に切られる。

幅41cm、 深さ 6 cm。
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154号溝 (S D154、 第95図 )

E2地区南に位置する。南北方向に走る溝で、南側は二条に分かれている。北側は調査区外へ廷び

ている。切 り合いから、 S D 153。 S K160。 191よ り古 く、 S D169よ り新しい。幅46cm、 深さ 8 cm。

埋土は基本的に黒褐色や黄灰色、暗灰黄色のシルトで、何層かに分けられる。西側を走る S D156と

方向がほぼ平行であるため、 S D156と ともに道の側溝であった可能性がある。

169号溝 (S D169、 第95図 )

E2地区南に位置する。東西方向に走る溝で、西側はS D154に切られ、東側は調査区外へ廷びて

いる。幅■6cm、 深さ 8 cm。

156号溝 (S D 156、 第95図 )

E2地区南に位置する。南北方向に走る溝で、北側は調査区外へ延びている。切 り合いからSD

153・ S K161よ り古 く、S D157・ S K163よ り新しい。幅60cm、 深さ 6 cm。 坦土は単層で、黒褐色シ

ルトである。 S D 154と ともに道の側溝であった可能性がある。

164号溝 (S D 164、 第95図 )

E2地区南に位置する。南北方向に走る溝で、北側は二条に分かれている。切 り合いからS K166

より古い。幅40cm、 深さ 5 cm。 埋土は黒褐色粘土質シルトに暗灰責色土が混入する上である。

1274号溝 (S D 1274、 第96図 )

El地区北に位置する。南北方向に走る溝で、切 り合いからS P 1242・ 1245。 S K 1201・ 1246～

1248・ 1264よ り古 く、 S D 1301よ り新しい。幅131cm、 深さ 4 cm。 埋土は単層で暗灰黄色シル トに炭

化物が混入する上である。

1268号溝 (S D 1268、 第96図 )

El地区北に位置する。南北方向に走る溝で北側は調査区外へ廷び、南側は S D 1267に 切られてい

る。切 り合いから、 S D 1267・ S K 1251,1257,1271よ り古い。幅59cm、 深さ15cm。 埋土は単層で暗

灰黄色シルトに炭化物と酸化鉄が混入する上である。遺物は中世土師器が出上している。

1267号溝 (S D 1267、 第96図 )

El地区北に位置する。東西方向に走り、東側では北に屈曲し調査区タトヘ廷びている。S B10に 伴

う溝だったと思われる。S B10の 南側、東狽1に沿ってみられるが、北側、西側では検出されていない。

幅36cm、 深さ15cm。 坦土は単層で、暗灰黄色シルトに炭化物と酸化鉄が混入する上である。遺物は中

世土師器が出土している。

1160号溝 (SD■ 60、 第96図、図版49・ 50)

El地区中央に位置する。東西方向で、西に向かって流れていたと思われる。東側、西側とも調査

区外へ廷びる。 S X02-① o②より古い。幅220cm、 深さ80cm。 埋土は基本的に責灰色シルトで 7層

に分けられる。遺物は中世土師器、珠洲、羽口、鉄津、叩き石、モモの種子が出土している。

1159号溝 (S D l159、 第96図、図版49・ 50)

El地区中央に位置する。東西方向で、西に向かって流れていたと思われる。東側、西側とも調査

区外へ廷びる。切り合いからS D 1824よ り新しい。幅185cm、 深さ67cm。 埋土は上層の責灰色シルト

に灰黄色砂ブロックと酸化鉄が混入する土と下層の黄灰色シルトに酸化鉄が混入する土とに分けられ

る。遺物は中世土師器、珠洲、鉄津が出上している。SD■ 60よ りやや古い時期と考えられる。

■58号溝 (SD■ 58、 第96図 )

El地区南に位置する。東西方向の溝で、西に向かって流れていたと思われる。東側、西側とも調
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査区外へ延びる。切 り合いからS K1067～ 1075。 1078・ 1081。 1145。 ■57・ ■85よ り古い。幅180cm、

深さ55cm。 埋土は基本的に黄灰色シル トで 5層 に分けられる。遺物は中世土師器と珠洲、モモの種子

が出土している。

1101号溝 (S D l101、 第96図 )

El地区南に位置する。東西方向に流れる溝で、東側、西側とも調査区外へ廷びている。切 り合い

からS Kl102。 1122・ 1123よ り新しい。幅101cm、 深さ19cm。 埋土は上層の責灰色シル トに酸化鉄が

混入する土と下層の責灰色粘質シルトに酸化鉄が混入する土とに分けられる。遺物は珠洲が出土して

いる。

1001号溝 (S D 1001、 第96図 )

El地区南に位置する。東西方向に流れる溝で、東側、西側とも調査区外へ延びる。切 り合いから

S K 1008。 1009。 1046。 1063・ 1118よ り古い。幅220cm、 深さ28cm。 埋土は黄灰色シル トに酸化鉄が

混入する土で、上下三層に分けられる。遺物は中世土師器が出上している。

1301号溝 (S D 1301、 第96図 )

El地区北に位置する。北西から南東に弧状に走る溝。東側は調査区外へ延びているが、北側はE

2地区では検出されなかった。切り合いからS D 1274・ S P 1207・ 1235・ 1255(S B09)・ SP
1208,1214・ 1245(S B10)。 S K1211・ 1226・ 1240。 1241・ 1243。 1246～ 1248。 1254。 1300,1303

より古 く、 S D 1327～ 1329よ り新しい。幅235cm、 深さ12cm。 埋土は黄灰色砂質シル トに酸化鉄が混

入する土で、 2層に分けられる。遺物は中世土師器が出上している。

1327号溝 (S D 1327、 第96図 )

El地区北に位置する。南北方向に走る溝で、切 り合いからS D 1301・ S K 1204・ 1205よ り古い。

幅44cm、 深さ10cm。 埋土は単層で暗灰黄色シル トに灰黄色砂質シル トと酸化鉄が混入する土である。

S D 1327は 平行する溝 S D 1328。 1329。 1306・ 1330と ともに畑であったと思われる。1300香代の溝は

1200呑代の上坑よリー段下げた面で検出されたため、S B09・ 10が建つ前には耕作がされていたと推

測できる。

1328号溝 (S D 1328、 第96図 )

El地区北に位置する。南北方向に走る溝で、切り合いからS D 1301・ S P 1218(S B09)。 SK

1244よ り古い。幅36cm、 深さ13cm。 坦土は単層で暗灰黄色砂質シルトに灰黄色砂質シルトと酸化鉄と

炭化物が混入する上である。

1329号溝 (S D 1329、 第96図 )

El地区北に位置する。南北方向に走る溝で、切り合いからS D 1267・ 1301。 S P 1232(SB

09)。 S K 1310・ S X 1273-①より古い。幅36cm、 深さ14cm。 埋土は単層で暗灰黄色砂質シルトに灰

黄色砂質シルトに酸化鉄が混入する上である。

1306号溝 (S D 1306、 第96図 )

El地区北に位置する。南北方向に走る溝で、切り合いからS P 1238。 1260(S B09)。 SK
1239。 1256・ 1261・ 1322・ S X 1272-① より古い。幅35cm、 深さ20cm。 埋土は暗灰責色砂質土に酸化

鉄が混入する土で2層に分けられる。

1330号溝 (S D 1330、 第96図 )

El地区北に位置する。南北方向に走る溝で、切り合いからS D 1267。 S P 1250(S B09)。 SK
1249よ り古い。幅37cal、 深さ13cm。 埋土は単層で暗灰黄色砂質シルトに灰黄色砂質シルトと酸化鉄が
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